
DVDレシーバー

DVR-S150
取扱説明書

ヤマハDVDレシーバーDVR-S150をお買い上げ
いただきまして、まことにありがとうございます。
■本機の優れた性能を十分に発揮させると共に、
永年支障なくお使いいただくために、ご使用前
にこの取扱説明書と保証書をよくお読みくださ
い。お読みになったあとは、保証書と共に大切
に保管し、必要に応じてご利用ください。

■保証書は、「お買上げ日、販売店名」などの記入を
必ず確かめ、販売店からお受け取りください。

保証書別添付

ヤマハでは、製品をご購入いただきましたお客様へのサポー 
ト・サービスの充実を図るため、「お客様登録」をお願いし 
ております。
以下のシネマステーションホームページからご登録ください。
http://www.CinemaStation.com
上記URLから、「日本＞ユーザー登録」へお進みください。

ヤマハホットラインサービスネットワークは、本機を末永く、安心してご愛用いただくためのものです。
サービスのご依頼、お問い合わせは、お買い上げ店、またはお近くのサービス拠点にご連絡ください。

●ヤマハ電気音響製品サービス拠点
北海道 〒064-8543 札幌市中央区南十条西1-1-50 ヤマハセンター内

TEL (011) 512 - 6108
仙　台 〒984-0015 仙台市若林区卸町5-7 

仙台卸商共同配送センター3F
TEL (022) 236 - 0249

首都圏 〒143-0006 東京都大田区平和島2丁目1番 1号
京浜トラックターミナル内14号棟 A-5F

TEL (03) 5762 - 2121
浜　松 〒435-0016 浜松市和田町200 ヤマハ（株）和田工場内

TEL (053) 465 - 6711
名古屋 〒454-0058 名古屋市中川区玉川町2-1-2

ヤマハ ( 株 ) 名古屋流通センター3F
TEL (052) 652 - 2230

大　阪 〒565-0803 吹田市新芦屋下1-16ヤマハ（株）千里丘センター内
TEL (06) 6877 - 5262

四　国 〒760-0029 高松市丸亀町8-7
（株）ヤマハミュージック神戸 高松店内

TEL (087) 822 - 3045
九　州 〒812-8508 福岡市博多区博多駅前2-11-4

TEL (092) 472 - 2134

●保証期間
お買い上げ日より1年間です。

●保証期間中の修理
保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。詳しくは保
証書をご覧ください。

●保証期間が過ぎているとき
修理によって製品の機能が維持できる場合にはご要望により有料に
て修理いたします。

●修理料金の仕組み
◆ 技術料 故障した製品を正常に修復するための料金です。

技術者の人件費、技術教育費、測定機器等設備費、一般
管理費等が含まれています。

◆ 部品代 修理に使用した部品代金です。その他修理に付帯する部
材等を含む場合もあります。

◆ 出張料 製品のある場所へ技術者を派遣する場合の費用です。別
途、駐車料金をいただく場合があります。

●補修用性能部品の最低保有期間
補修用性能部品の最低保有期間は、製造打切り後8年です。補修用
性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。

●持ち込み修理のお願い
故障の場合、お買い上げ店、または最寄りのヤマハ電気音響製品サー
ビス拠点へお持ちください。

●製品の状態は詳しく
サービスをご依頼されるときは製品の状態をできるだけ詳しくお知
らせください。また製品の品番、製造番号などもあわせてお知らせ
ください。
※品番、製造番号は製品の背面もしくは底面に表示してあります。

●スピーカーの修理
スピーカーの修理可能範囲はスピーカーユニットなど振動系と電気
部品です。尚、修理はスピーカーユニット交換となりますので、エー
ジングの差による音色の違いが出る場合があります。

●摩耗部品の交換について
本機には使用年月とともに性能が劣化する摩耗部品(下記参照)が使
用されています。摩耗部品の劣化の進行度合は使用環境や使用時間
等によって大きく異なります。
本機を末永く安定してご愛用いただくためには、定期的に摩耗部品
を交換されることをおすすめします。
摩耗部品の交換は必ずお買い上げ店、またはヤマハ電気音響製品
サービス拠点へご相談ください。

※ このページは、安全にご使用いただくために AV 製品全般について
記載しております。

Printed in Malaysia WD57190©2004 All Rights Reserved.

ヤマハホットラインサービスネットワーク

摩耗部品の一例

製品の機能や取扱いに関するお問い合わせは、お客様ご相談センターにご連絡ください。

お客様ご相談センター
TEL （0570）01 - 1808（ナビダイヤル）
全国どこからでも市内通話料金でご利用いただけます。
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
携帯電話、PHSからは下記番号におかけください。
TEL（053）460 - 3409

FAX （053）460 - 3459
住所 〒430-8650静岡県浜松市中沢町10-1
ご相談受付時間　10:00～ 12:00、13:00 ～ 18:00
（日・祝日及び弊社が定めた日は休業とさせていただきますのであ
らかじめご了承ください。）

こんな症状はありませんか？
● 電源コード・プラグが異常に熱い。
● コゲくさい臭いがする。
● 電源コードに深いキズか変形がある。
● 製品に触れるとピリピリと電気を感じる。
● 電源を入れても正常に作動しない。
● その他の異常・故障がある。

すぐに使用を中止してください。
事故防止のため電源プラグをコンセントから抜き、必ず販
売店に点検をご依頼ください。
なお、点検・修理に要する費用は販売店にご相談ください。

★永年ご使用の製品の点検を！

愛情点検

ヤマハオーディオ＆ビジュアルホームページ
http://www.yamaha.co.jp/audio/ 〒 430-8650　浜松市中沢町10-1

ボリュームコントロール、スイッチ・リレー類、接続端子、ランプ、
ベルト、ピンチローラー、磁気ヘッド、光ヘッド、モーター類など
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正しく安全にお使いいただくため、ご使用前に必ずお読みください。

絵表示について
この取扱説明書および製品への表示では、製品を正しく安全にお使いいただき、あなたや他の人々への危害
や財産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。内容をよく理解してから本文を
お読みください。

安全上のご注意

この「安全上のご注意」に書かれている内容には、お客様が購入された製品に含まれないものも記載されています。

気をつけなければならない
内容を表しています。
たとえば   は、「感電注意」
を示しています。

たとえば   は、「分解禁止」
を示しています。

たとえば   は、「電源
プラグをコンセントから
抜くこと」を示しています。

してはいけない行為を表して
います。

必ずしなければならない
行為を表しています。

絵表示の例

プラグを抜く

下記の場合には、すぐに電源を切り、電源プラグをコンセントから抜く。
• 異常なにおいや音がする。　• 煙が出る。
• 内部に水や異物が混入した。

そのまま使用すると、火災や感電の原因となります。

警告 この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定さ
れる内容を示しています。

禁止

電源コードを傷つけない。
• 重いものを上に載せない。 • ステープルで止めない。 • 加工をしない。
• 熱器具には近づけない。 • 無理な力を加えない。

芯線がむき出しのまま使用すると、火災や感電の原因となります。

水ぬれ禁止

本機を下記の場所には設置しない。
• 浴室・台所・海岸・水辺 • 加湿器を過度にきかせた部屋
• 雨や雪、水がかかるところ

水滴の混入により火災や感電の原因となります。

接触禁止

雷がなりはじめたらアンテナや電源プラグには触れない。
感電の原因となります。

分解禁止

分解・改造は厳禁。キャビネットは絶対に開けない。
火災や感電の原因となります。
修理・調整は販売店にご依頼ください。

注意

長時間使用したとき、本機が発熱して高温になることがあります。
高温になったときには、電源を入れない状態でしばらく放置してください。
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安全上のご注意

警告 この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定さ
れる内容を示しています。

禁止

放熱のため本機を設置する際には：
• 布やテーブルクロスをかけない。 •  あおむけや横倒しには設置しない。
• 通気性の悪い狭いところへは押し込まない。

本機の内部に熱がこもり火災の原因となります。

禁止

電池を充電しない。
電池の破裂や液もれにより火災やけがの原因となります。

禁止

電池からもれ出た液には直接触れない。
液が目や口に入ったり、皮膚についたりした場合はすぐに水で洗い流し、医師に相談し
てください。

必ず行う

本機を落としたり、本機が破損した場合には、必ず販売店に点検を依頼して
ください。

そのまま使用すると火災や感電の原因となります。

必ず行う

必ずAC100V（50/60Hz）の電源電圧で使用する。
それ以外の電源電圧で使用すると、火災や感電の原因となります。

必ず行う

電源プラグのゴミやほこりは定期的にとり除く。
ほこりがたまったまま使用を続けるとプラグがショートして火災や感電の原因となり
ます。

禁止

本機の通風孔にものを入れない。
火災や感電の原因となります。

禁止

本機の上には、花瓶・植木鉢・コップ・化粧品・薬品・ロウソクなどを置かない。
• 水や異物が中に入ると、火災や感電の原因となります。
 • 接触面が経年変化を起こし、本機の外装を損傷する原因となります。

必ず行う

スピーカーケーブルは必ず壁等に固定する。
ケーブルに足や手を引っかけるとスピーカーが転落・落下し、故障したり、けがの原因と
なります。
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安全上のご注意

禁止

不安定な場所や振動する場所には設置しない。
本機が落下や転倒してけがの原因となることがあります。

注意 この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容お
よび物的損傷のみの発生が想定される内容を示しています。

禁止

直射日光のあたる場所や温度が異常に高くなる場所（暖房機のそばなど）に
は設置しない。

本機の外装が変形したり内部回路に悪影響が生じて、火災の原因となることがあります。

必ず行う

再生を始める前には、音量（ボリューム）を最小にする。
突然大きな音が出て聴力障害等の原因となることがあります。

プラグを抜く

長期間使用しないときは、必ず電源プラグをコンセントから抜く。
火災や感電の原因となることがあります。

ぬれ手禁止

ぬれた手で電源プラグを抜き差ししない。
感電の原因となることがあります。

禁止

電源プラグを抜くときは、電源コードをひっぱらない。
コードが傷つき、火災や感電の原因となることがあります。

プラグを抜く

移動をするときには、本機（または接続機器）の電源スイッチを切り、すべて
の接続をはずす。
• 接続機器が落下や転倒してけがの原因となることがあります。
• コードが傷つき火災や感電の原因となることがあります。

禁止

大きな音で長時間ヘッドホンを使用しない。
聴力障害の原因となることがあります。

禁止

長時間音が歪んだ状態で使用しない。
スピーカーが発熱し、火災の原因となることがあります。
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安全上のご注意

注意 この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容お
よび物的損傷のみの発生が想定される内容を示しています。

必ず行う

電池は極性表示（プラス とマイナス ）に従って、正しく入れる。
間違えると破裂や液もれにより火災やけがの原因となることがあります。

禁止

指定以外の電池は使用しない。また種類の異なる電池や新しい電池と古い電
池をいっしょに混ぜて使用しない。

破裂や液もれにより火災やけがの原因となることがあります。

禁止

電池と金属片をいっしょにポケットやバッグなどに入れて携帯、保管しない。
電池がショートし破裂や液もれにより火災やけがの原因となることがあります。

禁止

電池を加熱・分解したり、火や水の中へ入れない。
破裂や液もれにより火災やけがの原因となることがあります。

禁止

ほこりや湿気の多い場所に設置しない。
ほこりの堆積によりショートして、火災や感電の原因となることがあります。

プラグを抜く

手入れをするときには、必ず電源プラグを抜いて行う。
感電の原因となることがあります。

注意

本機はデジタル信号を扱います。他の電気製品に障害をあたえるおそれがあ
ります。

それらの製品とはできるだけ離して設置してください。

必ず行う

電源プラグはコンセントに根もとまで確実に差し込む。
差し込みが不充分のまま使用すると感電したり、プラグにほこりが堆積して発熱や火災
の原因となることがあります。

禁止

電源プラグを差し込んだときゆるみがあるコンセントは使用しない。
感電や発熱・火災の原因となることがあります。
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安全上のご注意

注意 この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容お
よび物的損傷のみの発生が想定される内容を示しています。

注意

環境温度が急激に変化したとき、本機に結露が発生することがあります。
結露が発生した場合には、電源を入れない状態でしばらく放置してください。

禁止

薬物厳禁
ベンジン・シンナー・合成洗剤等で外装をふかない。また接点復活剤を使用し
ない。

外装が傷んだり、部品が溶解することがあります。

プラグを抜く

移動する場合は、電源を切り、電源コードをコンセントから抜き、接続コード
を外してから行ってください。

落ちたり倒れたりして、けがの原因となることがあります。

注意

年に一度くらいは内部の掃除を販売店にご依頼ください。
ほこりがたまったまま使用を続けると、火災や故障の原因となることがあります。

必ず行う

屋外アンテナ工事には、技術と経験が必要です。販売店にご依頼ください。

必ず行う

重いので、開梱や持ち運びは必ず2人以上で行う。
けがの原因となることがあります。

手を挟まれない
よう注意

ディスクトレイに手を入れ、挟まれないように注意する。
閉めるときに挟まれて、けがの原因となることがあります。

禁止

ひび割れ、変形、または接着剤などで補修したディスクは、使用しない。
ディスクは機器内で高速回転しますので、飛び散って、けがの原因となることがあります。

禁止

レーザー光源をのぞき込まない。
レーザー光が目に当たると視力障害を起こすことがあります。
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ヤマハシネマステーションDVR-S150をご購入いただき誠にありがとうございます。DVR-S150は薄型
デザインでありながら、ハイパワーな能力を持つDVDレシーバーです。DVDや音楽CDの音声を、
DVR-S150のさまざまな機能を使用してお好みのサウンドでお楽しみいただけます。DVR-S150の臨場
感あふれるサウンド空間をご堪能ください。 また、DVR-S150に他のAV機器を接続することで、それら
の音声をお好みのサウンドでお楽しみいただけます。 

• 本書はDVR-S150の接続および操作方法について説明しています。スピーカーや外部機器の操作方法については、各
機器に付属している取扱説明書をご参照ください。

• 本書では、本体とリモコンのどちらでも操作できる場合は、リモコンでの操作を中心に記載しています。
•「ご注意」では操作・設定を行う際に留意すべき事項、yでは知っておくと便利な補足情報を記載しています。
• 本書は製品の生産に先がけて作成されたものです。製品改良などの理由で実際の製品や梱包箱と内容が一部異なる場合
がございますのでご了承ください。

梱包箱を開封後、以下の付属品がすべてそろっていることをご確認ください。

付属品

はじめに

本書について

付属品の確認

TV

CH

CINEMA

CH

A  B  C  D  E

A-B

YPAO

DVD/CD

TUNER

電　源 電　源

音  声

選  択

ナイト
リスニング ウーファー

TVチャンネル

TV入力

スリープ

プリセット プリセット

センター サラウンド

シフト

サラウンド ステレオマトリクス6.1

セットメニュー

入/切

スタート

リピート

アングル 字  幕

画面表示 メニュー

テスト

リターンステータス

TV音量 音　量
消　音

アンプ機能

ビデオ/VCR 映像/VIDEO

ムービー ミュージック スポーツ ゲーム

決　定

リモコン 単3電池（2本） AMループアンテナ

スピーカーケーブル
（サラウンド用：15m（2本））

FM簡易アンテナ

ビデオ用ピンケーブル YPAO用マイク

スピーカーケーブル
（フロント／センター用：5m（3本））
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注釈記号（*）が付いているキーは、選択したモード（→6ページ）により機能が異なることを示しています。

1 STANDBY/ONキー
電源モード（スタンバイ／オン）を切り替えま
す。（→19ページ）

2 キー
ディスクトレイを開閉します。

3 PROGRESSIVE (MEMORY) キー
DVD/CDモード：DVD 再生のプログレッシブ
映像出力とインタレース映像出力を切り替えま
す。（→47ページ）

チューナーモード：放送局を登録します。
（→50ページ）

4 [b/w], [f/a] キー 
(d PRESET/TUNING u) キー
DVD/CDモード：前／次のトラックまたは
チャプターにスキップします。長押しすると早
戻し／早送りすることができます。
（→34ページ）
チューナーモード：登録した放送局の選択
（→49ページ）、ラジオ周波数の調節（→49
ページ）に使用します。

5  (A/B/C/D/E) キー
DVD/CDモード：ディスク再生を停止します。
（→34ページ）
チューナーモード：プリセットグループを選択
します。（→49ページ）

6  (PREST/BAND) キー
DVD/CDモード：ディスク再生を一時停止しま
す。（→34ページ）

チューナーモード：FM/AMを切り替えます。
（→49ページ）

7 INPUTキー
入力する音声を選択または入力する音声信号の
優先順位を設定します。（→69ページ）

8 VOLUMEコントロール
全体の音量を調節します。（→20ページ）

9 ディスクトレイ
ディスクをセットします。

0 ディスプレイ
再生の状態や設定を表示します。（→5ページ）

A  (AUTO/MAN'L) キー
DVD/CDモード：ディスクを再生します。
（→34ページ）
チューナーモード：自動選局モードと手動選局
モードを切り替えます。（→48ページ）

B DSPキー
DSPプログラムを切り替えます。長押しすると
DSPプログラムのグループを切り替えることが
できます。（→26ページ）

C  SILENT CINEMA 端子
ヘッドホンを接続します。（→59ページ）

D リモコン受光窓
リモコンの信号を受信します。

E YPAO MIC端子
YPAO用マイクを接続します。（→21ページ）

各部の名称と機能

本体トップ／フロントパネル



各部の名称と機能

5

準
備

ディスプレイの表示内容

1 デコーダー表示
使用しているデコーダーのアイコンが点灯しま
す。

2 DSP表示
DSPプログラムを使用している際に点灯しま
す。

3 DSPプログラム表示
使用しているDSPプログラムのグループが点
灯します。

4 VIRTUAL表示
バーチャルシネマDSPを使用している際に点
灯します。

5 SILENT CINEMA表示
サイレントシネマを使用している際に点灯しま
す。

6 再生モード表示
使用している再生モードが点灯します。

7 AUTO表示
自動選局または自動登録を使用している際に点
灯します。

8 SLEEP表示
スリープタイマーを使用している際に点灯しま
す。

9 ST表示
自動選局または自動登録を行っている際に、電
波の強い FMステレオ放送を受信すると点灯し
ます。

0 PROGRESSIVE表示
プログレッシブ映像出力を使用している際に点
灯します。

A ディスク表示
ディスクトレイにセットされているディスクの
種類が点灯します。

B 再生表示
ディスクを再生している際に点灯します。

C 再生停止表示
ディスク再生を一時停止している際に点灯しま
す。

D DUAL表示
ドルビーデジタルや、AACのDUAL MONOま
たはMULTI MONOなど、音声多重モノラルの
デジタル信号を入力している際に点灯します。

E PCM表示
CDなどのPCM音声信号を再生している際に
点灯します。

F ディスプレイモード表示
メインディスプレイに表示されている情報の種
類が点灯します。

G メインディスプレイ
タイトル／チャプター／トラック番号や経過時
間などさまざまな情報を表示します。

H TUNED表示
FM/AMラジオ放送を受信している際に点灯し
ます。

I MEMORY表示
FM/AM放送局を登録している際に点滅します。
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共通のキー操作

シネマステーションの機能は左図のように3つの
モードで構成されています。リモコンのキーで操作
できる機能は選択しているモードにより異なるた
め、目的に応じてリモコンの操作モードを切り替え
る必要があります。

■ 操作モードを切り替えるには、以下のキー
を押します

• アンプモード：アンプ機能キーを押す。
（→7ページ）

• DVD/CDモード：DVD/CDキーを押す。
（→8ページ）

• チューナーモード：TUNERキーを押す。
チューナーモード時のキー操作については、
「ラジオを楽しむ」（→48～ 51ページ）を
ご参照ください。

y
本機のリモコンで本機に接続したテレビやビデオデッ
キを操作することもできます。詳しくは「本機のリモ
コンで外部AV機器を操作する」（→71ページ）を
ご参照ください。

以下のキー操作はすべてのモードに共通した
操作です。
1 赤外線送信部
リモコンの信号をシネマステーション本体に送
信します。（→18ページ）

2 電源（ ）キー
本機の電源モード（スタンバイ／オン）を切り
替えます。（→19ページ）

3 消音キー
消音します。消音を解除するには、再度消音
キーを押します。（→20ページ）

4 入力選択キー
入力を切り替えます（→19ページ）。リモコン
の操作モードも同時に切り替わります。

5 スリープキー
スリープタイマーを設定します。（→28ペー
ジ）

6 音量 ＋ /－キー
全体の音量を調節します。（→20ページ）

7 DSPプログラムキー
DSPプログラムを設定します。（→26ページ）

リモコン

アンプモード
･ DSPプログ
ラムの選択
･ 入力音声信号
の切り替えな
ど

DVD/CDモード
･ ディスクの再生
･ 音声／字幕言語
の選択など

チューナーモード
･ ラジオ放送の受
信

･

･ 放送局の登録な
ど
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アンプモードのキー操作 以下のキー操作はアンプ機能キーを押してリ
モコンをアンプモードに設定した際の操作で
す。
y
下記のキー名称はリモコンに紫色で印字されています。

1 サラウンドキー、選択キー
入力音声に応じて音声信号（ドルビーデジタル、
DTS、AAC）を自動的に切り替えます。2チャ
ンネルソース用のドルビープロロジック II を選
択するには、サラウンドキーを押してから、選
択キーを押して使用するデコーダーを選択しま
す。（→57ページ ）

2 ナイトリスリングキー
ナイトリスリングモードを設定します。（→60
ページ ）

3 YPAOスタートキー
YPAO機能を開始します。（→21ページ ）

4 カーソル / / / キー
テストトーンの音量調節（→63ページ ）、
セットメニューの項目選択（→77ページ ）に
使用します。

5 マトリクス6.1 キー
マトリクス6.1 デコーダーを設定します。（→
56ページ）

6 ステレオキー
ステレオ再生とDSPプログラム再生を切り替
えます。（→62ページ）

7 スピーカー音量キー
スピーカーバランス（各スピーカーの音量）を
調節します。（→64ページ）
ウーファー ＋ /－キー：サブウーファーの音量
を調節します。
センター ＋ /－キー：センタースピーカーの音
量を調節します。
サラウンド ＋ /－キー：サラウンドスピーカー
の音量を調節します。

8 セットメニューキー
セットメニューをディスプレイに表示します。
（→77ページ）

9 テストキー
テストトーンを出力します。（→63ページ）

0 YPAO入／切キー
YPAOで測定した設定をオン／オフにします。
（→23ページ）
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DVD/CDモードのキー操作

以下のキー操作はDVD/CDキーを押してリ
モコンをDVD/CDモードに設定した際の操
作です。
y
下記のキー名称はリモコンに緑色で印字されています。

1 数字キー（1～9、0）
トラック番号やチャプター番号を入力する際に
使用します。

2 b、aキー
再生中のトラック／次のトラックの開始位置に
スキップします。

3 w、fキー
早戻し／早送りします。

4 画面表示キー
オンスクリーンメニューをテレビ画面に表示しま
す。

5 ステータスキー
ディスクの種類、再生時間などのステータス情
報をテレビ画面に表示します。ステータス情報
を表示するには、オンスクリーンメニュー（→
29ページ ）の「ステータス表示」の設定がオ
ンになっている必要があります。

6 設定キー
シフトキーを押した状態で、以下のキーを押すと
ディスク再生の各種設定を変更することができま
す。
リピートキー：リピート再生を設定します。
（→38ページ）
A-B キー：A-B リピートを設定します。
（→39ページ）
音声キー：DVDビデオの音声言語を切り替えま
す。（→41ページ）
アングルキー：ディスクアングル（表示角度）を
切り替えます。（→42ページ）
字幕キー：DVDビデオの字幕言語を切り替えま
す。（→41ページ）

7 sキー
ディスク再生を停止します。

8 eキー
ディスク再生を一時停止したり、コマ送りしま
す。

9 pキー
ディスクを再生します。

0 メニューキー
DVDメニューをテレビ画面に表示します。
（→40ページ）

A リターンキー
DVDメニューで前の画面に戻ります。（→40ペー
ジ）

B / / / 、決定キー
オンスクリーンメニューなどの設定に使用しま
す。
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ここではスピーカーを本機に接続する手順を説明します。なお、本書の手順では例としてヤマハNX-P150
（サテライトスピーカー／センタースピーカー／サブウーファー）および付属のスピーカーケーブルを使用
しています。またスピーカーの機能については、ご使用のスピーカーに付属している取扱説明書をご参照く
ださい。
y
市販のスピーカーやスピーカーケーブルもご使用いただけます（→11ページ）。

本機の電源コードはすべてのケーブル接続が完了してから接続してください。

スピーカーを接続する

ご注意

フロント左スピーカーフロント右スピーカー

センタースピーカー

サラウンド左
スピーカー

サブウーファーサラウンド右
スピーカー

シネマステーション

スピーカーケーブル（ケーブルプラグ：白）

スピーカーケーブル
（ケーブルプラグ：緑）

スピーカーケーブル
（ケーブルプラグ：赤）

スピーカーケーブル
（ケーブルプラグ：灰）

スピーカー
ケーブル
（ケーブル
プラグ：青）

システム接続
ケーブル *

サブウーファー用
ピンケーブル *

* サブウーファーに付属
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1 各スピーカーケーブルのケーブルプラグを同じ
色のスピーカー端子に接続する。
• フロント右 ( 赤 )、センター ( 緑 )、フロント左 
( 白 ):
ケーブルプラグのつまみを上向きにしてス
ピーカー端子にカチッと音がするまで差し込
みます。

• サラウンド右 ( 灰 )、サラウンド左 ( 青 ):
ケーブルプラグのつまみを下向きにしてス
ピーカー端子に差し込みます。

ケーブルプラグを無理にスピーカー端子に差し込まないで
ください。ケーブルプラグやスピーカー端子を破損する原
因となります。

2 スピーカーケーブルの芯線をスピーカー端子に
接続する。
カラーチューブがついている芯線を＋極の端子に、も
う一方の芯線を－極の端子に接続します。

• スピーカーケーブルの芯線どうしが接触したり、芯線が
他の金属部に接触することのないようご注意ください。
本機やスピーカーを破損する原因となります。

• スピーカーケーブルの芯線をスピーカー端子（＋ /－極）
に正しく接続していることをご確認ください。逆に接続
すると出力音が不自然になることがあります。

本機およびサブウーファーの電源コードはすべてのケーブ
ル接続が完了してから接続してください。

1 サブウーファー用ピンケーブルを本機のサブ
ウーファー出力端子に接続し、システム接続
ケーブルをシステム接続端子に接続する。

2 サブウーファー用ピンケーブルをサブウー
ファー入力端子に、システム接続ケーブルをシ
ステム接続端子に接続する。

スピーカーを接続する
(フロント／センター／サラウンド )

つまみ

赤
緑

白

青

つまみ

灰

ご注意

芯線 カラー
チューブ

レバー

レバーを下に押し、
穴に芯線を差し込み、
レバーを離す。

ご注意

サブウーファーを接続する

ご注意

サブウーファー用
ピンケーブル

システム接続
ケーブル

サブウーファー
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ヤマハNX-P150（サテライトスピーカー／セン
タースピーカー／サブウーファー）や付属のスピー
カーケーブル以外のスピーカーやケーブルを本機に
接続して使用する際は、以下の点にご注意くださ
い。また、市販のスピーカーケーブルを使用する場
合は、付属のスピーカーケーブルについているケー
ブルプラグを取り外して、使用するケーブルに取り
付けてください。

市販のスピーカーを使用する場合
• インピーダンスが6Ω以上のスピーカーをご使
用ください。インピーダンスが6Ω未満のス
ピーカーを使用すると、保護回路の作動や故障
の原因となります。

• 防磁型スピーカーをご使用ください。防磁型以
外のスピーカーを使用すると、テレビ画面の映
像が乱れることがあります。防磁型スピーカー
を使用していてもテレビ画面の映像が乱れる場
合は、スピーカーとテレビを離して設置してく
ださい。

• スピーカーはなるべくメーカーおよび音質が同
一のものをご使用ください。使用するスピー
カーの音質が異なると、特定の出力音が不自然
に変化することがあります。

市販のスピーカーケーブルを使用する場合
• スピーカーケーブルは付属のケーブルと同じ太
さのものをご使用ください。

• スピーカーケーブルの交換方法は以下の手順を
ご参照ください。

1 ケーブルプラグのリリースボタンを押した状態
で、付属のスピーカーケーブルをケーブルプラ
グから取り外す。

2 新しいケーブルのカバーを先端から約10mm 
はがし、芯線を右方向によじる。

芯線は右方向にしっかりよじってください。しっかりよじ
らないとショートなどの原因となります。

3 ケーブルプラグのリリースボタンを押した状態
で、新しいケーブルの芯線をケーブルプラグに
差し込み、リリースボタンを離す。
スピーカーケーブルとケーブルプラグの極性表示
（＋ /－極）が一致するように差し込みます。

市販のスピーカーやケーブルを
使用する

リリースボタン

10 mm 

右によじる

ご注意

－表示

＋表示
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ここでは付属のビデオ用ピンケーブルを使用して本機とテレビを接続する手順を説明します。なお、テレビ
の音声を本機でお楽しみいただくには、市販のオーディオケーブルが別途必要になります。またコンポーネ
ントビデオケーブルやSビデオケーブルを使用して本機とテレビを接続すると、より高画質な映像をお楽
しみいただけます。テレビの機能については、ご使用のテレビに付属している取扱説明書をご参照くださ
い。

•本機の電源コードはすべての接続が完了してから接続してください。
•テレビを本機に接続する際には、テレビの電源をオフにしてください。

1 付属のビデオ用ピンケーブルを使用して本機の
モニター出力端子（ビデオ）とテレビの映像入
力端子を接続する。

2 テレビの音声を本機で再生する場合は、市販の
オーディオケーブルを使用して本機のVIDEO
入力端子（オーディオ）とテレビの音声出力端
子を接続する。

■ コンポーネントビデオ／Sビデオで接続する
コンポーネントビデオやSビデオで本機とテレビを
接続するには、各端子に対応したビデオケーブルが
必要になります。

コンポーネントビデオ接続
市販のD端子ケーブルを使用して本機のD1/D2
モニター出力端子（コンポーネントビデオ出力）と
テレビのD映像入力（コンポーネントビデオ）端
子を接続します。

Sビデオ接続
市販のSビデオケーブルを使用して本機のS1モニ
ター出力端子（Sビデオ）とテレビのSビデオ入力
端子を接続します。

テレビを接続する

ご注意

2 オーディオケーブル
（市販品）

1 ビデオ用
ピンケーブル
（付属）
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接
続

本機で放送局を受信するには、FM/AMアンテナを本機に接続する必要があります。本機には FM簡易アン
テナおよびAMループアンテナが付属していますので、通常はこれらのアンテナをご使用ください。放送
局の受信状態が良くない場合は、別売りの屋外アンテナをご使用ください。屋外アンテナの入手方法につい
ては、お近くのヤマハ電気音響製品サービス拠点までお問い合わせください。

1 FM簡易アンテナのアンテナコードを FM 
ANT端子に接続する。

2 アンテナを本機およびスピーカーケーブルから
離れた場所に配置する。
放送局を受信しているときにアンテナを動かして、受
信状態が良いアンテナの方向を探します。

1 AMループアンテナをアンテナスタンドに取り
付ける。
アンテナを壁に設置する場合は、アンテナスタンドは
必要ありません。

2 AM ANT端子とGND端子の右側にあるレ
バーを開き、アンテナコードをAM ANT端子
とGND端子に接続する。
白いコードの芯線をAM ANT端子に、黒いコードの
芯線をGND端子に接続します。

3 レバーを戻し、アンテナコードを軽く引いて
しっかりと接続されていることを確認する。

4 アンテナを本機およびスピーカーケーブルから
離れた場所に配置する。
放送局を受信している際に、アンテナを左右に回して
受信状態が良いアンテナの角度を探します。

アンテナを接続する

FM簡易アンテナを接続する

AMループアンテナを接続する

FM簡易アンテナ
（付属）

AMループアンテナ
（付属）

アース（GND端子）
GND端子は安全アースではありません。
雑音が多いときに接続すると、雑音を低
減することができます。アースは市販の
アース棒か銅版に被覆線を接続し、湿気
の多い地中に埋めてください。

芯線
AM ANT端子

レバー

GND端子黒

白
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ビデオデッキ、ビデオカメラ、ゲーム機などのAV機器を本機のオーディオ／ビデオ端子に接続すると、本
機の機能を使用して外部AV機器の音声や映像をお楽しみいただけます。また録音機器を本機に接続する
と、本機で再生している音声を録音することも可能です。ここでは本機と外部機器の接続方法例を説明しま
す。なお、AV機器の機能については、ご使用の機器に付属している取扱説明書をご参照ください。

オーディオ端子について
• 同じ名前の端子の入力と出力は同時に機能しません。例えば、VCR入力端子に入力中の信号をVCR出力端子
から出力することはできません。

• 本機のデジタル信号回路とアナログ信号回路は独立しています。アナログ入力信号はアナログ出力端子からの
み出力され、デジタル入力信号はデジタル出力端子からのみ出力されます。

デジタルオーディオ端子について
• 本機のデジタルオーディオ端子はPCM、ドルビーデジタル、DTS、AAC信号方式に対応しています。
• 本機のデジタルオーディオ端子は EIAJ 規格に準拠しています。デジタル接続で外部機器を接続する際は、
EIAJ 規格に準拠した光ファイバーケーブルをご使用ください。

• 本機のオプティカル入力端子はサンプリング周波数が96kHz 以下のデジタル信号に対応しています。
• セットメニューの「*InputAssign」（→80ページ）を使用して、オプティカル入力端子にVIDEOと VCRのい
ずれかを割り当てることができます。初期設定ではVIDEOが選択されています。

その他のAV機器を接続する

オーディオ端子 ビデオ端子 デジタルオーディオ端子
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接
続

市販のAVケーブルで本機とビデオデッキを接続す
ると、本機の機能を使用してビデオ映像を楽しんだ
り、本機で再生している映像／音声をビデオデッキ
で録画することができます。なお、ビデオデッキの
機能については、ご使用のビデオデッキに付属して
いる取扱説明書をご参照ください。

• 本機の電源コードはすべてのケーブル接続が完了してか
ら接続してください。

• AV機器を本機に接続する際には、各AV機器の電源をオ
フにしてください。

y
本機とビデオデッキを接続するには市販の音声／映像ピン
ケーブル（下図）が別途必要になります。手順どおりすべ
ての接続を行うには3本の音声／映像ピンケーブルをご
用意ください。

1 市販の音声／映像ピンケーブルを使用して本機
のVCR出力（左／右）端子（オーディオ）と
ビデオデッキの音声入力（左／右）端子を接続
する。

2 手順1のケーブルを使用して本機のVCR出
力端子（ビデオ）とビデオデッキの映像入力端
子を接続する。

3 別のAVケーブルを使用して本機のVCR入力
（左／右）端子（オーディオ）とビデオデッキ
の音声出力（左／右）端子を接続する。

4 手順3のケーブルを使用して本機のVCR入
力端子（ビデオ）とビデオデッキの映像出力端
子を接続する。

5 本機を使用せずにビデオを再生できるようにす
る場合は、別の音声／映像ピンケーブルを使用
してビデオデッキの映像／音声出力端子とテレ
ビの映像／音声入力端子を接続する。

y
本機とテレビの接続方法については「テレビを接続する」
（→12ページ）をご参照ください。

ビデオデッキを接続する

ご注意

左

右

左

右
音声

映像

左

右

左

右
音声

映像

音声

映像

入力 出力 入力

1

3

4

5

ビデオデッキ

テレビ

２

音声／映像
ピンケーブル
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本機とゲーム機をアナログまたはデジタルで接続す
ると、本機の機能を使用してゲームやビデオをお楽
しみいただけます。アナログ接続には市販のAV
ケーブル、デジタル接続には市販のビデオケーブル
と光ファイバーケーブルを使用します。なお、ゲー
ム機の機能については、ご使用の機器に付属してい
る取扱説明書をご参照ください。

• 本機の電源コードはすべてのケーブル接続が完了してか
ら接続してください。

• AV機器を本機に接続する際には、各AV機器の電源をオ
フにしてください。

アナログで接続する
本機とゲーム機をアナログで接続します。本機のVIDEO
入力端子（オーディオ）をテレビの接続（→12ページ）
で既に使用している場合は、本機とゲーム機をデジタルで
接続してください。

y
本機とゲーム機をアナログで接続するには市販の音声／映
像ピンケーブル（下図）が別途必要になります。

1 市販のAVケーブルを使用して本機のVIDEO
入力（左／右）端子（オーディオ）とゲーム機
の音声出力（左／右）端子を接続する。

2 手順1のケーブルを使用して本機のVIDEO
入力端子（ビデオ）とゲーム機の映像出力端子
を接続する。

デジタルで接続する
本機とゲーム機をデジタルで接続します。

y
本機とゲーム機をデジタルで接続するには市販のビデオ用
ピンケーブルと光ファイバーケーブル（下図）が別途必要
になります。

1 本機のオプティカル入力端子（デジタルオー
ディオ）についている防塵キャップ（ほこりよ
け用）を取り外します。
取り外した防塵キャップは大切に保管し、オプティカ
ル端子を使用しない際に取り付けてください。

2 市販のビデオ用ピンケーブルを使用して本機の
VIDEO入力端子（ビデオ）とゲーム機の映像
出力端子を接続する。

3 市販の光ファイバーケーブルを使用して本機の
オプティカル入力端子（デジタルオーディオ）
とゲーム機のオプティカルデジタル出力端子を
接続する。

ゲーム機を接続する

ご注意

出力

左

右
音声

映像

1 2ゲーム機

音声／映像
ピンケーブル

映像

デジタル

オプティカル

出力

1 2ゲーム機

ビデオ用ピンケーブル

光ファイバーケーブル
（EIAJ 規格）

防塵キャップ
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続

市販の光ファイバーケーブルを使用して本機とCD
レコーダーやMDレコーダーを接続すると、本機で
再生している音声を接続したレコーダーで録音する
ことができます。また本機の機能を使用してレコー
ダーで再生している音声をお楽しみいただくことも
可能です。なお、CDレコーダーやMDレコーダー
の機能については、ご使用の機器に付属している取
扱説明書をご参照ください。

• 本機の電源コードはすべてのケーブル接続が完了してか
ら接続してください。

• AV機器を本機に接続する際には、各AV機器の電源をオ
フにしてください。

y
• 本機とCDレコーダーやMDレコーダーをデジタルで接続
するには市販の光ファイバーケーブル（下図）が別途必
要になります。手順どおりすべての接続を行うには2本
の光ファイバーケーブルをご用意ください。 

• 本機のチューナー音声はオプティカル出力端子から出力
されません。FMやAM放送を録音する場合は市販の
オーディオケーブルを使用して、本機のオーディオ
VCR出力端子とレコーダーのアナログ入力端子を接続
してください。（→54ページ）

1 本機のオプティカル端子（デジタルオーディ
オ）についている防塵キャップ（ほこりよけ
用）を取り外します。
取り外した防塵キャップは大切に保管し、オプティカ
ル端子を使用しない際に取り付けてください。

2 市販の光ファイバーケーブルを使用して本機の
オプティカル出力端子（デジタルオーディオ）
とレコーダーのオプティカルデジタル入力端子
を接続する。

3 レコーダーの音声を本機で再生する場合は、別
の光ファイバーケーブルを使用して本機のオプ
ティカル入力端子（デジタルオーディオ）とレ
コーダーのオプティカルデジタル出力端子を接
続する。

すべての接続が完了したら、本機とサブウーファーの電源コードをコンセントに接続します。

CDレコーダーやMDレコー
ダーを接続する

ご注意

出力

オプティカル

入力

3 2

CDレコーダ－／
MDレコーダー

光ファイバーケーブル
（EIAJ 規格）

防塵キャップ

電源コードを接続する

壁のコンセントへ
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1 バッテリーカバーの △マークを押しながら、カ
バーをリモコンから取り外す。

2 付属の単3 乾電池（2 本）を、電池ケースに
挿入する。
電池の向き（＋ /－極性）を正しく挿入してくださ
い。

3 バッテリーカバーをリモコンに装着する。

• 新しい電池と古い電池を混ぜて使用しないでください。
• 種類の異なる電池（アルカリとマンガンなど）を混ぜて使用しないでください。同じ形状でも性質の異なる場合があり
ますのでご注意ください。

• 使い切った電池はただちにリモコンから取り出してください。リモコンに挿入したままにしておくと、破裂や液漏れの
原因となります。

• 使い切った電池は地域の条例または取り決めに従って廃棄してください。
• 電池が液漏れしている場合は、ただちに電池をリモコンから取り出し、廃棄してください。その際、肌や衣服が漏れて
いるバッテリー液に漏れることのないよう十分ご注意ください。リモコンにバッテリー液が付着している場合はきれい
に拭き取ってから新しい電池を挿入してください。

• リモコンから電池を取り出したら2 分以内に新しい電池を挿入してください。これ以上の時間が経過すると、リモコン
のメモリー内容が消去されます。

リモコンで本機を操作する際は、リモコンの赤外線
送信部を本体のリモコン受光窓（→4ページ）に向
けます。リモコン操作が可能な範囲は、本体から
6m 以内で正面から左右に30 度以内になります。

• リモコンに水や飲み物などをこぼさないようご注意くだ
さい。

• リモコンを落としたり、リモコンに強い衝撃を与えたり
しないようご注意ください。

• リモコンを以下のような場所に放置しないでください。
−気温・湿度が高い場所（ヒーターの近くや風呂場など）
−極端に気温が低い場所
−ほこりっぽい場所

• リモコンの電池が消耗すると、リモコンで本機を操作で
きる距離が極端に短くなります。このような場合、早め
に新しい電池と交換してください。

リモコンの準備と基本的な操作

リモコンに電池を入れる

を押す。

ご注意

リモコンを使用する

30˚ 30˚

6m以内

ご注意
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電源（ ）キーを押す。
再度電源（ ）キーを押すと、スタンバイに切
り替わります。

テレビ、スピーカー、アンテナ、その他のAV機器を本機に接続後、以下の手順で本機の入力を切り替え
て、視聴したい音声／映像を選択します。接続方法については「接続」（9～17ページ）をご参照くださ
い。

目的に応じて下記の手順を実行する。

アンプモードの機能（→7ページ）を使用するには：
アンプ機能キーを押す。

DVD/CD入力に切り替えるには：
DVD/CDキーを押す。

チューナー（AM/FMラジオ）入力に切り替えるには：
TUNERキーを押す。

VCR入力（VCR端子に接続したビデオデッキ）に
切り替えるには：
ビデオ /VCRキーを押す。

VIDEO入力（VIDEO端子に接続したゲーム機に切
り替えるには：
映像 /VIDEOキーを押す。

本機自体にはビデオ再生やゲームの機能は備わっていませ
ん。これらの機能を使用するには本機にビデオデッキや
ゲーム機を接続する必要があります。詳しくは「その他の
AV機器を接続する」（→14ページ）をご参照ください。

電源をオン／スタンバイにする

TV

A-B

電　源 電　源

音  声

選  択

ナイト
リスニング ウーファー

TV入力

センター サラウンド

サラウンド

シフト

ステレオマトリクス6.1

セットメニュー

リピート

アングル 字  幕

電源
(     )

入力を切り替える

CINEMA

DVD/CD

TUNER

入/切 テスト

TV音量 音　量
消　音

アンプ機能

ビデオ/VCR 映像/VIDEO

ムービー ミュージック スポーツ ゲーム

アンプ機能
DVD/CD
TUNER

ビデオ/VCR
映像/VIDEO

ご注意
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音量を上げるには音量＋キー、下げるには音量－を
押す。
y
スピーカーバランス（各スピーカーの音量）の自動調節に
ついては「スピーカーの設定を自動調節する（YPAO）」
（→21ページ）、手動調節については「スピーカーバラン
スを手動調節する」（→63ページ）をご参照ください。

消音キーを押す。

消音を解除してもとの音量に戻すには、消音キーを再度押
すか音量＋ /－キーを押します。

音量を調節する

CINEMA

DVD/CD

TUNER

入/切 テスト

TV音量 音　量
消　音

アンプ機能

ビデオ/VCR 映像/VIDEO

ムービー ミュージック スポーツ ゲーム

音量＋/　

一時的に消音する

CINEMA

DVD/CD

TUNER

入/切 テスト

TV音量 音　量
消　音

アンプ機能

ビデオ/VCR 映像/VIDEO

ムービー ミュージック スポーツ ゲーム

消音
音量＋/　
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YPAO（Yamaha Parametric Room Acoustic Optimizer）とは、付属のYPAO用マイクを使用して、
スピーカーの配置や性能、お部屋の音響特性などを測定し、スピーカーの各設定を自動的に最適な設定値に
調節する機能です。これにより快適な視聴空間を簡単につくりだすことができます。なお、視聴する位置や
スピーカーの配置を変更した際は、その都度YPAOでスピーカーの再設定を実行することをおすすめしま
す。またスピーカーの設定を手動で行うことも可能です。詳しくは「さまざまな設定」（63～81ページ）
をご参照ください。

YPAOで自動調節される設定
YPAOの自動調節では次のような設定を自動で行います。 

• 接続状態／極性
スピーカーの接続状態や極性をチェックします。また、各スピーカーからの音量が同じになるよ
うに、それぞれのスピーカーの音量を調節します。

• 距離／位相
リスニングポジションから各スピーカーまでの距離をチェックし、リスニングポジションに音が
同時に届くようにディレイタイムを設定します。また、各スピーカーの位相をチェックします。

• サイズ
各スピーカーとサブウーファーの音のつながりが良くなるように、各スピーカーの周波数特性を
チェックし、サブウーファーのスピーカーサイズを設定します。

y
本機では、YPAOで自動調節されたスピーカー設定と、YPAOを使用せず手動で調節したスピーカー設定を別々に記憶
できます。YPAOモードをオン／オフにすることで、それらの設定を切り替えることができます（→23ページ）。

• 測定中はスピーカーから大きなテストトーンが出力されます。小さなお子様がお部屋にいる場合やお部屋に入ってくる
可能性がある場合は、YPAOを使用しないでください。聴覚障害などの原因となる場合があります。

• 測定中はなるべく他の音を出さないようにしてください。大きな声や音を出したりすると、最適な設定が行われない場
合があります。

• 測定を開始する前に、 SILENT CINEMA端子にヘッドホンが接続されていないことをご確認ください。
• YPAOを使用していない時はYPAO用マイクをMIC 端子から外して保管してください。
• YPAO用マイクは熱に弱いため、直射日光が当たる場所やAV機器の上など高温になる場所には置かないでください。

1 本機およびサブウーファーの電源モードがオフ
（スタンバイ）になっていることを確認する。

2 付属のYPAO用マイクをYPAO MIC 端子に
接続する。

3 YPAO用マイクを実際に視聴する位置に水平
に設置する。
三脚などの台を使用して、なるべく視聴時の耳の高さ
となる位置にYPAO用マイクを設置してください。

y
サブウーファーに音量およびクロスオーバー／ハイカット
周波数の調節機能がある場合は、音量を低めに設定（図の
位置）し、クロスオーバー／ハイカット周波数を最大に設
定してください。

スピーカーの設定を自動調節する（YPAO）

ご注意

YPAO用マイク

YPAO用マイクの位置

VOLUME

MIN MAX

CROSSOVER/
HIGH CUT

MIN MAX

サブウーファー
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4 電源（ ）キーを押して本機の電源をオン
にする。

5 アンプ機能キーを押してから、YPAOスター
トキーを押す。

確認用の音（音量は調節可能）が各スピーカーから出
力され、以下のようにディスプレイに表示されます。
表示と同じスピーカーから音が出ることを確認してく
ださい。

6 再度YPAOスタートキーを押す。
「AUTO SETUP」と表示され、測定が始まります。
テストトーンが各スピーカーから出力され、以下のよ
うにディスプレイに表示されます。

ディスプレイに進行状況がパーセント表示されます
（通常測定が完了するまでに2分ほどかかります）。
測定が完了すると、ディスプレイに「YPAO ON」と
スピーカーの接続状況が交互に表示されます。
ディスプレイにエラーメッセージや警告メッセージが
表示された場合は、「エラー／警告メッセージについ
て」（→23ページ）を参照して問題を解決してくだ
さい。 

■ 測定中にYPAOを中断するには
測定中にYPAO入／切キーを押します。

■ スピーカーの接続状況の表示について
2.0 F ー ー ー：フロントのみ

2.1 F ー ー SW：フロント＋サブウーファー

3.0 F C ー ー：フロント＋センター

3.1 F C ー SW ：
フロント＋センター＋サブウーファー

4.0 F ー SR ー：フロント＋サラウンド

4.1 F ー SR SW：
フロント＋サラウンド＋サブウーファー

5.0 F C SR ー：フロント＋センター＋サラウンド

5.1 F C SR SW：
フロント＋センター＋サラウンド＋サブウーファー

TV

A-B

電　源 電　源

音  声

選  択

ナイト
リスニング ウーファー

TV入力

センター サラウンド

サラウンド

シフト

ステレオマトリクス6.1

セットメニュー

リピート

アングル 字  幕

電源
(     )

CHCH

DVD/CD

YPAO

プリセット プリセット

入/切

スタート
画面表示 メニュー

テスト

リターンステータス

TV音量 音　量
消　音

アンプ機能

ビデオ/VCR 映像/VIDEO

決　定

AMP機能

YPAOスタート

TEST LEFT

TEST CENTER

TEST RIGHT

TEST R SUR.

TEST L SUR.

TEST SWFR

OK?

TEST LEFT

TEST CENTER

TEST RIGHT

TEST R SUR.

TEST L SUR.

TEST SWFR

OK?

CHCH

DVD/CD

YPAO

入/切

スタート
画面表示 メニュー

テスト

リターンステータス

TV音量 音　量
消　音

アンプ機能

ビデオ/VCR 映像/VIDEO

決　定

YPAO入／切
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■ YPAOモードをオン／オフするには
YPAOモードをオン／オフにすることで、YPAO
によるスピーカー設定と、手動による設定を切り替
えることができます。

1 AMP機能キーを押す。

2 YPAO入／切キーを押して、現在選択されて
いるモードを確認する。約5秒以内に再度
YPAO入／切キーを押して「YPAO ON」ま
たは「YPAO OFF」を選びます。
• YPAO ON : YPAOによるスピーカー設定を
有効にします。

• YPAO OFF : 手動によるスピーカー設定を有
効にします。

• YPAOがオンのとき、警告がある場合は、「W YPAO 
ON」と表示されます。 / キーを押すと警告内容の
表示を切り替えることができます。

•「YPAO OFF」を選んだ場合、最後に操作した設定のパ
ラメーター値になります。

y
• YPAOオンの状態でスピーカーレベル、距離などの設定
を微調整することができます。

• YPAOの設定を微調整した場合、YPAOモードをオンに
したときは常に反映された状態になります。

■ エラー／警告メッセージについて
ディスプレイにエラーメッセージまたは警告メッセージが表示された場合は、原因を確認し問題を解決して
からYPAOを再度実行してください（→21ページ）。

測定開始時のエラーメッセージ

測定中のエラーメッセージ

ご注意

エラーメッセージ 原因 対策

Connect Mic 付属のYPAO用マイクが接続されていませ
ん。

本機前面のYPAO MIC 端子に、付属の
YPAO用マイクを接続してください。

Unplug HP ヘッドホンが接続されています。 本機前面の SILENT CINEMA端子から、
ヘッドホンを抜いてください。

エラーメッセージ 原因 対策

NO FRONT L
NO FRONT R

フロント L/R スピーカーが検出されません
でした。

フロント L/R スピーカーが正しく接続されて
いるか確認してください。

NO SURR L
NO SURR R

サラウンド L/R スピーカ－が検出されませ
んでした。

サラウンド L/R スピーカーが正しく接続され
ているか確認してください。

NO SIGNAL 付属のYPAO用マイクがテストトーンを検
知していません。

付属のYPAO用マイクが正しく設置されてい
るか確認してください。

各スピーカーが正しく接続または設置されて
いるか確認してください。

CANCEL • 音量の調節、消音などの操作をしたため、
測定がキャンセルされました。

• YPAO入／切キーを押して設定を中断し
た。

測定の精度が落ちるため、測定中は音量を変
えないでください。
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測定完了後のエラーメッセージ

測定終了後、ディスプレイに「WARNING」と表示された場合は

カーソルキーを押します。
エラーメッセージが表示されます。複数のエラーが検出されている場合は、 / キーを押すとエラーメッセージの表示
を切り替えることができます。

エラーメッセージ 原因 対策

W PHASE L
W PHASE R

フロントスピーカーの極性（＋ /－）が、
逆に接続されています。

スピーカーの＋ /－が正しく接続されている
か確認してください。

W PHASE C センタースピーカーの極性（＋ /－）が、
逆に接続されています。

スピーカーの＋ /－が正しく接続されている
か確認してください。

W PHASE SR L
W PHASE SR R

サラウンドスピーカーの極性（＋ /－）が、
逆に接続されています。

スピーカーの＋ /－が正しく接続されている
か確認してください。

W LEVEL L
W LEVEL R

フロント L/Rスピーカーの音量レベルが適
正範囲を超えています。

スピーカーの設置場所を確認してください。

スピーカーが正しく接続されているか確認し
てください。

なるべく同じメーカーのスピーカー、または
性能が似ているスピーカーを使用することを
おすすめします。

サブウーファーの音量を調節してください。

W LEVEL C センタースピーカーの音量レベルが適正範
囲を超えています

スピーカーの設置場所を確認してください。

スピーカーが正しく接続されているか確認し
てください。

なるべく同じメーカーのスピーカー、または
性能が似ているスピーカーを使用することを
おすすめします。

サブウーファーの音量を調節してください。

W LEVEL SR L
W LEVEL SR R

サラウンド L/Rスピーカーの音量レベルが
適正範囲を超えています

スピーカーの設置場所を確認してください。

スピーカーが正しく接続されているか確認し
てください。

なるべく同じメーカーのスピーカー、または
性能が似ているスピーカーを使用することを
おすすめします。

サブウーファーの音量を調節してください。

W LEVEL SW サブウーファーの音量差が適正範囲を超え
ています

スピーカーの設置場所を確認してください。

スピーカーが正しく接続されているか確認し
てください。

なるべく同じメーカーのスピーカー、または
性能が似ているスピーカーを使用することを
おすすめします。

サブウーファーの音量を調節してください。

W DIST L
W DIST R

フロント L/Rスピーカーとリスニングポジ
ションとの距離が調節範囲外で、補正がで
きません。

スピーカーの設置場所を確認してください。

W DIST C センタースピーカーとリスニングポジショ
ンとの距離が調節範囲外で、補正ができま
せん。

スピーカーの設置場所を確認してください。
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• 警告メッセージ「W PHASE XX」が表示された場合、スピーカーの設定は完了していますが最適ではない可能性があ
ります。

• 警告メッセージ「W LEVEL XX」または「W DIST XX」が表示された場合、スピーカーの設定は未完了です。
• 上記の対策を行った後もエラーメッセージが表示される場合は、お近くのヤマハ電気音響製品サービス拠点までお問い
合わせください。

■ エラーメッセージを消したいときは
カーソルキー以外のキーを押します。

W DIST SR L
W DIST SR R

サラウンド L/Rスピーカーとリスニングポ
ジションとの距離が調節範囲外で、補正が
できません。

スピーカーの設置場所を確認してください。

W DIST SW サブウーファーとリスニングポジションと
の距離が調節範囲外で、補正ができません。

スピーカーの設置場所を確認してください。

W NOISY 騒音が大きすぎて、正確な測定ができませ
ん。

エアコンなど騒音を発生する機器の電源を一
時的に切るか、それらの機器から離してくだ
さい。

周囲が静かな時間帯にやり直してみてくださ
い。

エラーメッセージ 原因 対策

ご注意
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DSPプログラム（デジタル音場プログラム）とは、再生する音声に応じて反響音、残響音、各チャンネル
のディレイタイム（遅延時間）などのスピーカーの設定をまとめて調節する機能のことです。これにより、
簡単なキー操作で臨場感あふれるサウンドをお楽しみいただくことができます。
y
• 各DSPプログラムのディレイタイム（遅延時間）設定を変更することができます。ディレイタイムの初期設定値および
設定値の変更方法については「DSPプログラムのディレイタイムを変更する」（→67ページ）をご参照ください。

• ヘッドホンや小さな音量設定でもDSP プログラムを使用して音響効果を存分にお楽しみいただけるようサイレントシ
ネマ機能とナイトリスリング機能が備わっています。詳しくは「いろいろな方法でDSPプログラムを楽しむ」（→59
ページ）をご参照ください。

• DSPプログラムを設定する際は、DSPプログラムの名称にはこだわらずに、実際に聴いてみて再生する音声に最も適
していると思われるDSPプログラムをお選びください。

• CDなどの2chソースの音声を忠実に再生したい場合は、DSPプログラムをオフに設定してください。詳しくは「2ch
ソースをすべての スピーカーで楽しむ （ドルビープロロジック II）」をご参照ください（→57ページ）。

• 本機では、スピーカーの組み合わせにより、下記のDSPプログラム以外にも高品質な音響効果を作り出す機能が備わっ
ています。詳しくは「特定のスピーカーを使用して音声を楽しむ」をご参照ください（→56ページ）。

ムービープログラム

ミュージックプログラム

臨場感ある音声を楽しむ (DSPプログラム )

ムービーキーを押してプログラムを切り
替えます。

Action（アクション）
音の立体感が強く、アクションならではの痛快な臨場感をつくりだします。

Drama（ドラマ）
セリフは明瞭に、会話の後方に流れる自然音やBGMなどは柔らかく表現します。
情感豊かな作品に適しています。

SF（エスエフ）
音楽および効果音がSFの映像空間をリアルに表現します。シリアスでストーリー
性の高いSFX映画に適しています。

Spectacle（スペクタクル）
ワイドな空間をイメージできる臨場感をつくりだします。手に汗握るパニックシー
ンなどビジュアルインパクトの強い作品に適しています。

Theater（シアター）
ドルビー、DTS、AACなどのサラウンド効果を損なうことなく、豊かな音場で映
画館さながらの臨場感をつくりだします

Action

Drama

SF

Spectacle

Theater

ムービー

ミュージックキーを押してプログラムを
切り替えます。

Music Video（ミュージックビデオ）
ロックやジャズなどのライブコンサート会場の臨場感をつくりだします。映像／音
場空間がスクリーン周囲に大きく広がり、熱狂的な雰囲気を感じることができま
す。

Classic Hall（クラシックホール）
ミュンヘンフィルハーモニックホールの1 階座席にいるようなの臨場感をつくりだ
します。豊麗な響きと落ち着いた雰囲気を感じることができます。

Jazz Club（ジャズクラブ）
ニューヨークで話題のライブハウス「ザ・ボトムライン」のステージ正面にいるよ
うなの臨場感をつくりだします。左右の幅が広く、リアルでライブな躍動感を感じ
ることができます。

Rock Concert（ロックコンサート）
ロサンゼルスのロック系ライブハウス「ロキシー・シアター」にいるようなの臨場
感をつくりだします。左後方の強い反射音が特徴的で、左後方が大きめに聞こえま
す。

5ch Stereo（5chステレオ）
広いエリアで同じ性質の音を楽しむことができます。ホームパーティーなどの演出
に最適なDSPプログラムです。

Music Video

Classic Hall

Jazz Club

Rock Concert

5ch Stereo

ミュージック



臨場感ある音声を楽しむ (DSPプログラム )

27

リ
モ
コ
ン
の
準
備
と
基
本
的
な
操
作

スポーツプログラム

ゲームプログラム

スポーツキーを押す。 Live Sports（ライブスポーツ）
スポーツ中継のステレオ放送では、解説者は中央に、歓声や場内の雰囲気は周囲に
大きく広がり、スポーツ観戦の醍醐味を味わうことができます。

スポーツ

ゲームキーを押す。 Game（ゲーム）
ゲームサウンドに奥行きとサラウンド感を与え、ゲームの迫力を増します。モノラ
ル、ステレオどちらのソフトでもお楽しみいただけます。ゲーム
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スリープタイマーを設定すると、設定した時間の経過後、本機の電源モードを自動的にスタンバイに切り替
えることができます。

スリープキーを押してタイマーを設定する時間を選
択する。

キーを押すたびに設定時間が以下のように切り替わ
ります。

• タイマーを設定するとディスプレイに「SLEEP」が点
灯します。

y
• スリープタイマーは本機の電源モードをスタンバイに切
り替えます。本機に接続した外部機器の電源モードを切
り替えることはできません。

• 本機の電源モードをスタンバイに切り替えると、設定し
たスリープタイマーは自動的にオフになります。

• スリープタイマー作動時、入力や再生モードなど本機の
設定が自動的に本機のメモリーに記憶されます。これに
より次に本機の電源モードをオンにした時、スリープタ
イマー作動時と同じ設定をそのまま引き継ぐことができ
ます。

■ スリープタイマーを解除する
上記の手順で「SLEEP OFF」を選択します。

スリープタイマーを設定する

TV

CH

CINEMA

CH

A  B  C  D  E

A-B

DVD/CD

TUNER

YPAO

電　源 電　源

音  声

選  択

ナイト
リスニング ウーファー

TVチャンネル

TV入力

スリープ

プリセット プリセット

センター サラウンド

サラウンド

シフト

ステレオマトリクス6.1

セットメニュー

入/切

スタート

リピート

アングル 字  幕

画面表示 メニュー

テスト

リターンステータス

TV音量 音　量
消　音

アンプ機能

ビデオ/VCR 映像/VIDEO

ムービー ミュージック スポーツ ゲーム

決　定

スリープ

SLEEP 120 min

SLEEP 90 min

SLEEP 60 min

SLEEP 30 min

SLEEP OFF
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テレビ画面に表示されるメニュー（オンスクリーンメニュー）を使用して、DVDの再生に関するさまざま
な設定を変更することができます。オンスクリーンメニューの内容について詳しくは「オンスクリーンメ
ニュー一覧」（→30ページ）をご参照ください。

以下の手順では例として彩度の設定を変更していま
す。実際に表示される画面は選択したメニューによ
り異なります。
y
オンスクリーンメニューで表示する言語を変更することが
できます。以下の手順で「セットアップ」→「言語設定」
→「メニュー言語」から言語を選択してください。

1 DVD/CDキーを押してから、画面表示キーを
押してオンスクリーンメニューをテレビ画面に
表示する。

2 / キーを押してメインメニューの項目
（例：ユーザー設定）を選択し、 キーを押す。

3 / キーを押してサブメニューの項目
（例：映像設定）を選択し、 キーを押す。

4 / キーを押して設定する項目（例：彩
度）を選択する。

5 / キーを押して設定値を調節する。
選択した項目によっては / キーを使用して設
定値を調節することもできます。

6 決定キーを押してから、画面表示キーを押して
オンスクリーンメニューを終了します。

テレビ画面でDVDの設定を変更する
（オンスクリーンメニュー）

オンスクリーンメニューを使用
する

TV

CH

CINEMA

CH

A  B  C  D  E

A-B

DVD/CD

TUNER

YPAO

電　源 電　源

音  声

選  択

ナイト
リスニング ウーファー

TVチャンネル

TV入力

スリープ

プリセット プリセット

センター サラウンド

サラウンド

シフト

ステレオマトリクス6.1

セットメニュー

入/切

スタート

リピート

アングル 字  幕

画面表示 メニュー

テスト

リターンステータス

TV音量 音　量
消　音

アンプ機能

ビデオ/VCR 映像/VIDEO

ムービー ミュージック スポーツ ゲーム

決　定

画面表示

決定

DVD/CD

機能

映像設定ユーザー設定

ツールバー

セットアップ

彩度

コントラスト

カラー調整

輝度

シャープネス

映像設定

機能

　　　

　　

                0

　　　　コントラスト

　　　

彩度

　　　

画面位置補正

カラー調整

　　　

　　

                +2

　　　　コントラスト

　　　

彩度

　　　

画面位置補正

カラー調整
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オンスクリーンメニュー一覧

メインメニュー サブメニュー 設定項目 設定内容

ユーザー設定 機能 ステータス表示 ステータス情報の表示設定をオン／オフで切り替えます。
オン：リモコンのステータスキーでステータス情報の表示／
非表示を切り替えることができます。ステータス情報とは、
テレビ画面に表示されるディスク再生に関する情報（ディス
クの種類、トラックの総再生時間／再生経過時間など）のこ
とです。
オフ：ステータス情報が常に非表示になります。

映像設定 画面位置補正 映像の表示位置を調節します（+1～ +7）。

彩度 映像の彩度を調節します（−7～ +7）。

コントラスト 映像のコントラスト（明暗部の強弱）を調節します（−7～
+7）。

カラー調整 彩度、コントラスト、輝度、シャープネスの映像設定をまと
めて自動調節することができます。「リッチ」、「ナチュラル」、
「ソフト」、「アニメ」からお好みの設定を選択してください。
「画面位置補正」以外の映像設定を調節すると、自動的に
「パーソナル」に切り替わります。

輝度 映像の明るさを調節します（−7～ +7）。

シャープネス 映像の鮮明度を調節します（−7～ +7）。
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ツールバー プログラム再生 全消去 プログラム再生の内容をすべて消去します。（→37ページ）

トラック選択 プログラム再生に登録するトラックを選択します。
（→36ページ）

プログラム再生 プログラム再生を有効／無効にします。（→37ページ）

プログラム
リスト

プログラム再生の内容を表示します。（→37ページ）

特殊再生 ズーム 映像の一部を拡大表示します。（→43ページ）

アングル切替 映像のアングル（表示角度）を切り替えます。
（→42ページ）

チャプター
プレビュー

オンにすると、各チャプターの冒頭を順番にプレビュー再生
します。

回転 JPEGファイルの画像を回転します（−180°、−90°、
0、+90°、+180°）。
マイナスは反時計回り、プラスは時計回りに回転します。

再生オプション 音声言語 音声言語を切り替えます。（→41ページ）

ディスクナビ 再生するタイトル、トラック、チャプターを選択すると、選
択したタイトル、トラック、チャプターから再生が始まりま
す。

字幕言語 字幕言語を切り替えます。（→41ページ）

サーチ コマ送り 送り方向／戻し方向へコマ送りします。ビデオCDでは送り
方向へのコマ送りのみ有効です。

早送り 早戻し／早送りします（−8、−4、+1、+4、+8）。マイ
ナスは戻し方向、プラスは送り方向へサーチします。

タイムサーチ 経過時間を指定して再生します。（→35ページ）

スロー再生 スロー再生します（−1、−1/2、−1/4、−1/8、0、
+1/8、+1/4、+1/2、+1）。マイナスは戻し方向、プラ
スは送り方向へスロー再生します。｢０｣を選択すると一時停
止します。

スライドショー Picture time JPEGファイルのスライドショーに使用します（ゆっくり、
ふつう、はやい）。

メインメニュー サブメニュー 設定項目 設定内容



テレビ画面でDVDの設定を変更する （オンスクリーンメニュー）

32

*1この項目の設定を変更する際は、ご使用のテレビに付属している取扱説明書を参照して適切な設定を行ってください。
設定が不適切だとテレビの映像が正しく映らなくなることがあります。このような場合は、以下の手順で設定をやり直
してください。

■ 出力映像タイプの設定を元に戻す
1 DVD/CDキーを押します。
2 sキーを長押し（約5秒）してディスプレイに「NTSC⇔ PAL」を表示します。
3 eキーを押します。
ディスプレイに「NTSC/PAL SET」というメッセージが表示され、もとの設定に戻ります。

メインメニュー サブメニュー 設定項目 設定内容

セットアップ 視聴制限 ディスクロック ディスクロックのオン／オフを切り替えます。
（→ 45ページ）

視聴制限レベル 視聴制限レベルを設定します（0～ +8）。（→44ページ）

パスワード入力 パスワードを入力して視聴制限を解除します。
（→44ページ）

パスワード変更 視聴制限を解除するためのパスワードを変更します。
（→46ページ）

国コード お住まいの国名を設定します。

TV設定 *1 TV アスペクト テレビのサイズに応じて「4:3パン＆スキャン」、「4:3レ
ターボックス」、「ワイドスクリーン」のいずれかを設定しま
す。

出力映像タイプ テレビの映像方式に応じて「NTSC」、「PAL」、「オート」の
いずれかを設定します。
日本国内では通常「NTSC」を選択します。マルチシステム
テレビ（PAL/NTSC両システムに対応）をご使用の場合は
「オート」を選択してください。

言語設定 字幕言語 通常使用する字幕言語を設定します。
ディスクを再生する際、ここで選択した字幕言語が自動的に
適用されます。再生するディスクに選択した字幕言語が収録
されていない場合、別の言語が自動的に選択されます。

メニュー言語 メニュー表示に使用する言語を設定します。

音声言語 通常使用する音声言語を設定します。
ディスクを再生する際、ここで選択した音声言語が自動的に
適用されます。再生するディスクに選択した音声言語が収録
されていない場合、別の言語が自動的に選択されます。

オーディオ デジタル出力 オプティカル出力端子から出力する信号を選びます。シネマ
ステーションのスピーカーから出る音も、この設定に応じて
切り替わります。
All：すべてのデジタル信号（本機で再生できないものを除
く）を出力する。
PCM Only：PCM信号に変換して出力する（dts ソースは
除く）。（「PCM Only」を選ぶと、dts 再生時にスピーカー、
VCR出力端子、オプティカル出力端子から出力しません。）

機能 PBC ビデオCDのプレイバックコントロール機能をオン／オフで
切り替えます。
オン：プレイバックコントロール機能が働きます。リモコン
のメニューキーでプレイバックコントロールメニューの表示
／非表示を切り替えることができます。（→40ページ）
オフ：プレイバックコントロール機能が働きません。
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本機では映画や音楽ディスクなどさまざまなディスクをお楽しみいただけますが、ディスクの種類により使
用できる機能が異なります。ここでは、本機の機能が対応するディスクの種類を以下のアイコンで表してい
ます。アイコンの表示がない場合は、すべての種類のディスクに対応しています。なお、本機で再生が可能
なディスクの種類についての詳細やディスクを取り扱う際のご注意については、「ディスクについて」（→
87ページ）および「ディスクの取扱いについて」（→88ページ）をご参照ください。

MP3および JPEG画像ディスクについて 本機ではCD-Rや CD-RWに収録したMP3ファイ
ルを音楽CDと同様に再生することができます。こ
の際、MP3ディスク内のフォルダはアルバム、
ファイルはトラックとして認識されます。またCD-
Rや CD-RWに収録した JPEG画像ファイルを表
示することも可能です。JPEG画像ファイルの表示
方法については、「JPEG画像ディスクを楽しむ」
（→47ページ）をご参照ください。
MP3とは？
MPEG-1 Audio Layer-3 の略で、音声データを圧
縮するフォーマットの１つです。音楽CDと同じレ
ベルの音質を維持してデータ容量を約1/11に圧縮
することができます。

• 録音状態により録音順番どおりにトラックが再生されな
い場合があります。

• 本機は32/64/96/128/192/256kbpsのMP3ビッ
トレートおよび可変ビットレートに対応しています。

• 本機は32/44.1/48kHzのサンプリング周波数に対応し
ています。

JPEGとは？

静止画像データを圧縮するフォーマットのひとつで
す。若干の画質劣化を許容する (一部のデータを切
り捨てる )ことにより、データ容量を約1/10～
1/100に圧縮することができます。

• JPEG画像のプログラム再生はできません。
• プログレッシブ JPEG形式には対応していません。

基本的な再生と対応ディスクについて

DVDビデオ ビデオCD 音楽CD

DVD-V VCD CD

ルート
アルバム
（フォルダ）

トラック
（ファイル）

ご注意

ご注意
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本機でディスクを再生する際の基本操作です。これ以外にも本機はさまざまな便利な再生機能を備えていま
す。詳しくは「便利な再生操作」（→35ページ）をご参照ください。

■ 再生を開始する
hキーを押します。

■ 再生を停止する
sキーを押します。
y
再生を停止すると、停止した位置が自動的に本機のメ
モリーに記憶され、「はじめから再生するときは、
STOPキーをもう一度押してください。再生を続け
るには再生キーを押してください。」というメッセー
ジが表示されます。hキーを押すと、その停止位置
から再生を開始することができます。

■ 再生を一時停止する
eキーを押します。
通常の再生に戻すには、 hキーを押します。

■ コマ送りする  
eキーを押して再生を一時停止してから、繰り
返し eキーを押します。（押すたびに少しずつ
コマ送りされます。）
通常の再生に戻すには、 hキーを押します。

■ 早戻し／早送りする
早戻しするにはwキーを、早送りするには
fキーを押します。
各キーを押すたびに再生スピードが切り替わります
（早戻し：－4、－8、－32×、早送り：+4、
+8、+32×）。

音楽CD再生中は「－32×」、「+32×」は使用できま
せん。

■ スロー再生する  

eキーを押して再生を一時停止してから、ス
ローで戻すには wキーを、スローで送るに
は fキーを押します。
各キーを押すたびに再生スピードが切り替わります
（スロー戻し：－1/8、－1/4、－ 1/2、－ 1×
スロー送り：+1/8、+1/4、+1/2 ×）。
通常の再生に戻すには、hキーを押します。 

■ チャプター（トラック）をスキップする

再生中のチャプター（トラック）の開始位置に
スキップするには、 bキーを押します。

次のチャプター（トラック）の開始位置にス
キップするには、aキーを押します。

前のチャプター（トラック）の開始位置にス
キップするには、 bキーをすばやく２回押し
ます。

■ トラックを指定して再生する   

数字キーを押してトラック番号を入力します。

2桁の番号を入力するには、まず10の位の数
字を入力してから、すばやく1の位の数字を入
力します。
y
コマ送り、早送り／早戻し、スロー再生はオンスク
リーンメニュー（→31ページ）から操作することも
できます。またオンスクリーンメニューでは、コマ戻
しも可能です。

• ビデオCDでプレイバックコントロール（→40ページ）
を使用している際は、スキップ操作が正しく機能しない
場合があります。

• ドルビーデジタルおよびDTS信号のディスクを早戻し／
早送りしている際は、スピーカーから音声が出力されま
せん。

• スロー再生（戻し）はビデオCDに対応していません。

基本的な再生操作

TV

CHCH

A  B  C  D  E

A-B

YPAO

電　源 電　源

音  声

選  択

ナイト
リスニング ウーファー

TVチャンネル

TV入力

スリープ

プリセット プリセット

センター サラウンド

シフト

ステレオサラウンド マトリクス6.1

セットメニュー

スタート

リピート

アングル 字  幕

画面表示 メニュー

決　定

w

b

p

a

s

f

e

数字キー

DVD-V VCD

ご注意

DVD-V VCD

VCD CD

ご注意
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本機にはディスクを再生する際に便利なさまざまな機能が備わっています。目的に応じてこれらの機能をご
使用いただくと、映画や音楽ディスクなどをよりいっそうお楽しみいただけます。なお、ディスク再生の基
本的な操作については「基本的な再生操作」（→34ページ）をご参照ください。

再生の開始位置を経過時間で指定することができま
す。タイムサーチ機能はオンスクリーンメニュー
（→29ページ）を使用して操作します。

1 DVD/CDキーを押してから、画面表示キーを
押してオンスクリーンメニューを表示する。

2 / キーを押して「ツールバー」を選択
し、 キーを押す。

3 / キーを押して「サーチ」を選択し、
キーを押す。

4 / キーを押して「タイムサーチ」を選択
し、 キーを押す。

5 / キーを押して設定する項目（時、分、
秒）を選択し、数字キーを押して時間を入力す
る。

6 決定キーを押して再生を開始し、画面表示キー
を押してオンスクリーンメニューを終了する。

プログラム再生中はタイムサーチできません。

便利な再生操作

経過時間を指定して再生する
（タイムサーチ）
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CINEMA

CH

A  B  C  D  E

A-B

DVD/CD

TUNER

YPAO

電　源 電　源

音  声

選  択

ナイト
リスニング ウーファー

TVチャンネル

TV入力

スリープ

プリセット プリセット

センター サラウンド

シフト

ステレオサラウンド マトリクス6.1

セットメニュー

入/切

リピート

アングル 字  幕

画面表示 メニュー

テスト

スタート

リターンステータス

TV音量 音　量
消　音

アンプ機能

ビデオ/VCR 映像/VIDEO

ムービー ミュージック スポーツ ゲーム

決　定

画面表示

数字キー

決定

DVD/CD

プログラム再生

特殊再生

再生オプション

サーチ

ツールバー

ユーザー設定

セットアップ

コマ送り

早送り

タイムサーチ

スロー再生

サーチ

特殊再生

再生オプション

   

   

0:00:28

   

タイムサーチ

コマ送り

早送り

スロー再生

   

      0:02:09

   

タイムサーチ

コマ送り

早送り

スロー再生

カーソル

ご注意
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プログラム再生とはディスク内のチャプターやト
ラックをお好みの順序で再生する機能です。またプ
ログラム再生の内容（再生順序）を表示したり、プ
ログラム再生の有効／無効を切り替えたり、設定し
た内容を消去することも可能です。プログラム再生
機能はオンスクリーンメニュー（→29ページ）を
使用して操作します。

• ビデオCDでプログラム再生時は、プレイバックコント
ロール（→40ページ）を使用することはできません。

• 以下の手順では例としてDVDディスクの再生順序を設定
しています。実際に表示される画面は使用するディスク
により異なります。

1 DVD/CDキーを押してから、画面表示キーを
押してオンスクリーンメニューを表示する。

2 / キーを押して「ツールバー」を選択
し、 キーを押す。

3 / キーを押して「プログラム再生」を選
択し、 キーを押す。

4 / キーを押して「トラック選択」を選択
し、 キーを押す。

5 DVDまたはビデオCDの再生順序を設定する
場合は、 / キーを押してタイトルを選択
し、 キーを押してから、 / キーを押して
プログラム再生に登録するチャプターを選択
し、決定キーを押す。
音楽CDの再生順序を設定する場合は、

/ キーを押してプログラム再生に登録す
るトラックを選択し、決定キーを押す。

この手順を繰り返し実行して再生するチャプター（ト
ラック）の順序を設定します。他のタイトルのチャプ
ターを選択するには、 キーを押して前の画面に戻り
ます。

6 キーを押して手順3の画面を表示し、画面
表示キーを押してオンスクリーンメニューを終
了する。
ディスプレイに再生モードアイコン（PROG）が点
灯し、プログラム再生が自動的に開始します。プログ
ラム再生が自動的に開始されない場合は、pキーを
押してください。

y
ディスク再生時などに、プログラム再生がONの場合は
「FTS=ON」、OFF の場合は「FTS=OFF」と画面に表示
されることがあります。FTSは「Favarite Track 
Selection ｣の略で、プログラム再生と同じ意味です。

好きな順序で再生する
（プログラム再生）

ご注意

TV

CH

CINEMA

CH

A  B  C  D  E

A-B

DVD/CD

TUNER

YPAO

電　源 電　源

音  声

選  択

ナイト
リスニング ウーファー

TVチャンネル

TV入力

スリープ

プリセット プリセット

センター サラウンド

シフト

ステレオサラウンド マトリクス6.1

セットメニュー

入/切

スタート

リピート

アングル 字  幕

画面表示 メニュー

テスト

リターンステータス

TV音量 音　量
消　音

アンプ機能

ビデオ/VCR 映像/VIDEO

ムービー ミュージック スポーツ ゲーム

決　定

画面表示

決定

DVD/CD

プログラム再生

特殊再生

再生オプション

サーチ

ツールバー

ユーザー設定

セットアップ

トラック選択

全消去

プログラム再生

プログラムリスト

プログラム再生

特殊再生

　　　

　　

T1 C1

　　　　プログラム再生

　　　

トラック選択

　　　

全消去

プログラムリスト

プログラム再生

特殊再生

再生オプション

サーチ

ツールバー

ユーザー設定

セットアップ
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■ プログラム再生の内容を表示する
プログラム再生に登録したチャプター（トラック）
を確認することができます。

1 「好きな順序で再生する（プログラム再生）」
（→36ページ）の手順１～３を実行する。

2 / キーを押して「プログラムリスト」を
選択し、 キーを押す。

3 / キーを押してチャプター（トラック）
のリストをスクロールして内容を確認する。

■ プログラム再生を有効／無効にする
チャプターやトラックの再生順序を設定するとプロ
グラム再生が自動的に有効になり、プログラム再生
が終了した後もこの再生順序が適用されたままにな
ります。通常の再生に戻すには、プログラム再生を
無効にする必要があります。プログラム再生を無効
にしても、内容を消去しない限り設定した内容がメ
モリーに保存されていますので、プログラム再生を
再び有効にして同じ内容で再生を開始することがで
きます。

キーを押してプログラムしたディスクを取り出すと、
プログラムがオフ（無効）になります。

1 「好きな順序で再生する（プログラム再生）」
（→36ページ）の手順１～３を実行する。

2 / キーを押して「プログラム再生」を選
択し、 キーを押す。

3 / キーを押してオン（有効）／オフ（無
効）を切り替える。

■ プログラム再生の内容を消去する
プログラム再生に登録してある内容を消去します。

1 「好きな順序で再生する（プログラム再生）」
（→36ページ）の手順１～３を実行する。

2 / キーを押して「全消去」を選択し、
pキーを押す。
ディスプレイに「消去しました」というメッセージが
表示され、そのディスクのプログラムがすべて消去さ
れます。

TV

CH

CINEMA

CH

A  B  C  D  E

A-B

DVD/CD

TUNER

YPAO

電　源 電　源

音  声

選  択

ナイト
リスニング ウーファー

TVチャンネル

TV入力

スリープ

プリセット プリセット

センター サラウンド

シフト

ステレオサラウンド マトリクス6.1

セットメニュー

入/切

スタート

リピート

アングル 字  幕

画面表示 メニュー

テスト

リターンステータス

TV音量 音　量
消　音

アンプ機能

ビデオ/VCR 映像/VIDEO

ムービー ミュージック スポーツ ゲーム

決　定

画面表示

ご注意



便利な再生操作

38

リピート再生を設定すると、チャプター（トラッ
ク）／タイトル／ディスク単位で繰り返し再生する
ことができます。またA-B リピート（→39ペー
ジ）を設定すると、チャプター（トラック）内の指
定した部分のみを繰り返し再生することが可能で
す。

• DVDビデオによってはリピート再生が正しく機能しない
場合があります。

• ビデオCDでプレイバックコントロール（→40ページ）
を使用している際は、リピート再生が機能しない場合が
あります。

1 リピート再生を設定するディスク、タイトル、
チャプター（トラック）を再生する。
詳しくは「基本的な再生操作」（→34ページ）をご
参照ください。

2 シフトキーを押した状態で、リピートキーを押
して使用するリピートモードを選択する。
リピートキーを押すたびにテレビ画面の表示（リピー
トモード）が以下のように切り替わります。

DVDビデオ

ビデオCD/音楽CD

リピート再生が設定され、ディスプレイに以下の再
生モードアイコンが点灯します。

REP：タイトル、チャプター、トラックのリピート
再生

REP ALL：ディスク全体のリピート再生

■ リピート再生を解除する

上記の手順で「 Off」を選択します。

繰り返し再生する
（リピート再生）

ご注意

TV

CH

CINEMA

CH

A  B  C  D  E

A-B

DVD/CD

TUNER

YPAO

電　源 電　源

音  声

選  択

ナイト
リスニング ウーファー

TVチャンネル

TV入力

スリープ

プリセット プリセット

センター サラウンド

シフト

ステレオサラウンド マトリクス6.1

セットメニュー

入/切

リピート

アングル 字  幕

画面表示
スタート

メニュー

テスト

リターンステータス

TV音量 音　量
消　音

アンプ機能

ビデオ/VCR 映像/VIDEO

ムービー ミュージック スポーツ ゲーム

決　定

シフト

リピート

Off（通常再生）

Repeat（チャプターをリピート再生）

Title（タイトルをリピート再生）

Disc（ディスク全体をリピート再生）

Off （通常再生）

Repeat （トラックをリピート再生）

Disc （ディスク全体をリピート再生）
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■ 指定した部分のみを繰り返し再生する
（A-B リピート）

タイトル（トラック）内で開始位置と終了位置を指
定して、その間の部分のみを繰り返し再生します。

• DVDビデオによってはA-Bリピートが正しく機能しない
場合があります。

• A-B リピートで指定できる範囲（開始位置と終了位置）
は、1つのタイトル（トラック）内に限ります。複数の
タイトル（トラック）をまたいでA-Bリピートを設定す
ることはできません。

1 A-Bリピートを設定するタイトル（トラック）
を再生する。
詳しくは「基本的な再生操作」（→34ページ）をご
参照ください。

2 開始位置として指定する部分を再生中に、シフ
トキーを押した状態でA-B キーを押す。
「  Repeat A」がテレビ画面に表示され、 ディス
プレイに再生モードアイコン「REP A-」が点灯しま
す。

3 終了位置として指定する部分を再生中に、シフ
トキーを押した状態でA-B キーを再度押す。
「  Repeat A-B」がテレビ画面に表示され、ディ
スプレイに再生モードアイコン「REP A-B」が点灯
します。A-B リピート再生が始まります。

■ A-B リピートを解除する
シフトキーを押しながらA-Bキーを押します。
「 A-B Off」がテレビ画面に表示されます。

ご注意

TV

CH

CINEMA

CH

A  B  C  D  E

A-B

DVD/CD

TUNER

YPAO

電　源 電　源

音  声

選  択

ナイト
リスニング ウーファー

TVチャンネル

TV入力

スリープ

プリセット プリセット

センター サラウンド

シフト

ステレオサラウンド マトリクス6.1

セットメニュー

入/切

リピート

アングル 字  幕

画面表示
スタート

メニュー

テスト

リターンステータス

TV音量 音　量
消　音

アンプ機能

ビデオ/VCR 映像/VIDEO

ムービー ミュージック スポーツ ゲーム

決　定

シフト

A-B
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DVDやビデオCDには、ディスク独自のメニュー
（DVDメニュー／ビデオCDプレイバックコント
ロール）が収録されています。これらのメニューを
使用するとそのディスクに備わっているさまざまな
機能を操作することができます。

メニューの内容や操作方法はディスクにより異なります。
各ディスクのメニュー内容については、ディスクに収録さ
れているヘルプメニューやディスクのケースに記載されて
いる説明などをご参照ください。

■ DVDメニューを操作する 

1 メニューキーを押す。
DVDメニューがテレビ画面に表示されます。

y
ディスクによっては、再生すると自動的にDVDメニュー
が表示される場合があります。

2 / / / キーを押して使用するメニュー
項目を選択し、決定キーを押す。

■ ビデオCDプレイバックコントロールを
操作する 

プレイバックコントロール機能が備わっているビデ
オCDを再生すると、テレビ画面にメニューが自動
的に表示されます。この際、以下のキーを使用して
プレイバックコントロールを操作することができま
す。

数字キー：項目を選択する。

aキー：次の画面を表示する。

b キー、リターンキー：前の画面を表示する。

プログラム再生（→36ページ）を実行している際は、プ
レイバックコントロールを使用することはできません。

ディスクのメニューを操作する
（DVDメニュー／ビデオCD
プレイバックコントロール）

ご注意

DVD-V

CH

CINEMA

CH

DVD/CD

TUNER

YPAO

入/切

画面表示 メニュー

テスト

リターンステータス

TV音量 音　量
消　音

アンプ機能

ビデオ/VCR 映像/VIDEO

ムービー ミュージック スポーツ ゲーム

決　定

決定

メニュー

VCD

TV

CHCH

A  B  C  D  E

A-B

YPAO

電　源 電　源

音  声

選  択

ナイト
リスニング ウーファー

TVチャンネル

TV入力

スリープ

プリセット プリセット

センター サラウンド

シフト

ステレオサラウンド マトリクス6.1

セットメニュー

入/切

スタート

リピート

アングル 字  幕

画面表示 メニュー

テスト

リターンステータス

決　定

b

リターン

数字キー

a

ご注意
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DVD再生時に使用する音声言語と字幕言語を設定します。なお、オンスクリーンメニューの「言語設定」
メニュー（→32ページ）でデフォルトの音声／字幕言語を設定しておくと、DVDを再生する際に自動的
にその言語を選択することができます。

この機能はマルチ言語対応DVDでのみ使用することができます。また選択できる言語はディスクにより異なります。詳
しくはディスクに収録されているヘルプメニューやディスクのケースに記載されている説明などをご参照ください。

1 ディスクを再生中または一時停止中に、シフト
キーを押した状態で音声キーまたは字幕キーを
押す。
テレビ画面に音声言語選択画面または字幕言語選択画
面が表示されます。

2 / キー押して使用する言語を選択し、画
面表示キーを押して選択画面を終了する。

y
言語選択画面で数字キーを押すか、シフトキーを押した状
態で音声キーまたは字幕キーを押しても言語を選択するこ
とができます。

音声／字幕言語を選択する DVD-V

ご注意

TV

CHCH

A  B  C  D  E

A-B

YPAO

電　源 電　源

音  声

選  択

ナイト
リスニング ウーファー

TVチャンネル

TV入力

スリープ

プリセット プリセット

センター サラウンド

シフト

ステレオサラウンド マトリクス6.1

セットメニュー

入/切

スタート

リピート

アングル 字  幕

画面表示 メニュー

テスト

リターンステータス

決　定

画面表示

シフト

字幕音声

音声言語選択画面

1 ja

2 ja

3 en

音声言語

字幕言語選択画面

2 ja字幕言語

1 ja

3 en
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DVD再生時に使用するディスクアングル（表示角度）を設定します。

この機能はマルチアングル対応DVDでのみ使用することができます。また選択できるアングル（角度）はディスクによ
り異なります。詳しくはディスクに収録されているヘルプメニューやディスクのケースに記載されている説明などをご参
照ください。

1 ディスクを再生中または一時停止中に、シフト
キーを押した状態でアングルキーを押す。
テレビ画面にディスクアングル選択画面が表示されま
す。

2 / キー押して使用するディスクアングル
を選択し、画面表示キーを押して選択画面を終
了する。

y
ディスクアングル選択画面で数字キーを押すか、シフト
キーを押した状態でアングルキーを押してもディスクアン
グルを選択することができます。

ディスクアングルを選択する DVD-V

ご注意

TV

CHCH

A  B  C  D  E

A-B

YPAO

電　源 電　源

音  声

選  択

ナイト
リスニング ウーファー

TVチャンネル

TV入力

スリープ

プリセット プリセット

センター サラウンド

シフト

ステレオサラウンド マトリクス6.1

セットメニュー

入/切

スタート

リピート

アングル 字  幕

画面表示 メニュー

テスト

リターンステータス

決　定

数字キー

シフト

アングル

画面表示

2

4アングル切替

3

5

ディスクアングル選択画面
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ズームを使用すると映像の一部を指定してその部分を中心に拡大表示することができます。ズーム機能はオ
ンスクリーンメニュー（→29ページ）を使用して操作します。

1 DVD/CDキーを押してから、画面表示キーを
押してオンスクリーンメニューを表示する。

2 / キーを押して「ツールバー」を選択し、
キーを押す。

3 / キーを押して「特殊再生」を選択し、
キーを押す。

4 / キーを押して「ズーム」を選択し、
キーを押す。

5 / / / キーを押して＋マークで拡大表
示の中心を指定し、決定キーを押す。
決定キーを押すたびに拡大倍率が以下のように切り替
わります。

6 画面表示キーを押してオンスクリーンメニュー
を終了する。

■ 通常の映像表示に戻す
上記の手順5で「Zoom 1」を選択します。

映像の一部を拡大表示する（ズーム） DVD-V

TV

CH

CINEMA

CH

A  B  C  D  E

A-B

DVD/CD

TUNER

YPAO

電　源 電　源

音  声

選  択

ナイト
リスニング ウーファー

TVチャンネル

TV入力

スリープ

プリセット プリセット

センター サラウンド

シフト

ステレオサラウンド マトリクス6.1

セットメニュー

入/切

スタート

リピート

アングル 字  幕

画面表示 メニュー

テスト

リターンステータス

TV音量 音　量
消　音

アンプ機能

ビデオ/VCR 映像/VIDEO

ムービー ミュージック スポーツ ゲーム

決　定

画面表示

DVD/CD

プログラム再生

特殊再生

再生オプション

サーチ
セットアップ

ユーザー設定

ツールバー

ズーム

アングル切替

チャプタープレビュー再生オプション

サーチ

プログラム再生

特殊再生

　　　

　　

ズームイン

　　　　アングル切替

　　　

ズーム

　　　

　　

チャプタープレビュー

Zoom 2 (2 倍 )

Zoom 4 (4 倍 )

Zoom 8 (8 倍 )

Zoom 1 ( 等倍 )
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視聴制限とは、パスワードにより特定のディスクをロックする（再生を制限する）機能のことです。ロック
したディスクを再生するには、設定したパスワードの入力が必要になります（→46ページ）。視聴制限機
能はオンスクリーンメニュー（→29ページ）を使用して操作します。

視聴制限レベルを設定すると、それより高い視聴制
限レベルに指定されているDVDを本機で再生する
ことができなくなります。各ディスクの視聴制限レ
ベルについてはディスクのケースに記載されている
説明などをご参照ください。

1 DVD/CDキーを押してから、画面表示キーを
押してオンスクリーンメニューを表示する。

2 / キーを押して「セットアップ」を選択
し、 キーを押す。

3 / キーを押して「視聴制限」を選択し、
キーを押す。

4 / キーを押して「パスワード入力」を選
択し、 キーを押す。

5 数字キーを押してパスワード（4桁）を入力す
る。

視聴制限を設定する DVD-V

視聴制限レベルを設定する

TV

CH

CINEMA

CH

A  B  C  D  E

A-B

DVD/CD

TUNER

YPAO

電　源 電　源

音  声

選  択

ナイト
リスニング ウーファー

TVチャンネル

TV入力

スリープ

プリセット プリセット

センター サラウンド

シフト

ステレオサラウンド マトリクス6.1

セットメニュー

入/切

スタート

リピート

アングル 字  幕

画面表示 メニュー

テスト

リターンステータス

TV音量 音　量
消　音

アンプ機能

ビデオ/VCR 映像/VIDEO

ムービー ミュージック スポーツ ゲーム

決　定

画面表示

数字キー

s

視聴制限

TV 設定

言語設定

オーディオ

機能

セットアップ

ユーザー設定

ツールバー

ディスクロック

視聴制限レベル

パスワード入力

パスワード変更

視聴制限

TV 設定

言語設定 国コード

　　　

　　　

* * * *
　　　

　　　

ディスクロック

視聴制限レベル

パスワード変更

国コード

パスワード入力

　　　

　　　

* * * *
　　　

　　　

パスワード入力

ディスクロック

視聴制限レベル

パスワード変更

国コード
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• 初期設定では「0000」がパスワードに設定されていま
す。必要に応じて「パスワードを変更する」（→46
ページ）の手順を実行してパスワードを変更してくださ
い。

• パスワードを忘れてしまった場合は、パスワードを入力
する代わりにsキーを4回押してください。禁止マー
クが表示されますが、無視してsキーを4回押すと、
「新しいパスワードを入力してください」と画面に表示さ
れます。

6 / キーを押して「視聴制限レベル」を選
択し、 キーを押す。

7 / キーを押して設定する視聴制限レベルを
選択し、決定キーを押す。

0： 視聴制限がオフ
（すべてのディスクの再生が可能）

1～ 7：選択したレベルより高いレベルのディスクに
視聴制限を適用（数値が小さいほど制限レベ
ルが厳しくなります。）

8： 視聴制限がオン
（すべてのディスクの再生が可能）

8 オンスクリーンメニューを終了する場合は、画
面表示キーを押す。

視聴制限レベル（1～ 8）を設定した場合、DVDの再生
を停止し、再び再生を開始すると、ディスクの最初から再
生が始まります。

すべてのディスク再生をロックします。ディスクを
再生するには設定したパスワードの入力が必要にな
ります（→46ページ）。

1 「視聴制限レベルを設定する」（→44ページ）
の手順1～5を実行する。

2 / キーを押して「ディスクロック」を選
択し、 キーを押す。

3 / キーを押して「オン」を選択し、決定
キーを押す。

4 オンスクリーンメニューを終了する場合は、画
面表示キーを押す。

■ ディスク再生のロックを無効にする
上記の手順3で「オフ」を選択します。

ご注意

　　　

　　

0

　　　　パスワード入力

　　　

視聴制限レベル

　　　

ディスクロック

パスワード変更

　　　

　　

                +3

　　　　パスワード入力

　　　

視聴制限レベル

　　　

ディスクロック

パスワード変更

ご注意

ディスクをロックする

TV

CHCH

A  B  C  D  E

A-B

YPAO

電　源 電　源

音  声

選  択

ナイト
リスニング ウーファー

TVチャンネル

TV入力

スリープ

プリセット プリセット

センター サラウンド

シフト

ステレオサラウンド マトリクス6.1

セットメニュー

入/切

スタート

リピート

アングル 字  幕

画面表示 メニュー

テスト

リターンステータス

TV音量 音　量
消　音

決　定

画面表示

数字キー

決定

s

　　　

　　

オフ

　　　　視聴制限レベル

　　　　　　

ディスクロック

　　　　　　

　　　　

パスワード入力

オンディスクロック

視聴制限レベル

パスワード入力

　　　　　

オフ
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ディスク再生をロックしている場合は、以下の手順
でロックをパスワード解除してディスクを再生しま
す。

1 ディスクトレイにディスクをセットする。
テレビ画面にパスワード入力画面が表示されます。

2 / キーを押して「一回再生可」または
「常に再生可」を選択し、 キーを押す。

• 一回再生可：次にそのディスクを再生する時もパス
ワードの入力を必要とする。

• 常に再生可：次回以降パスワードを入力しなくても
そのディスクを再生できるようにす
る。

3 数字キーを押してパスワード（4桁）を入力す
る。
再生が始まります。

• 初期設定では「0000」がパスワードに設定されていま
す。必要に応じて「パスワードを変更する」の手順を実
行してパスワードを変更してください。

• パスワードを忘れてしまった場合は、パスワードを入力
する代わりにsキーを4回押してください。禁止マー
クが表示されますが、無視してsキーを4回押すと、
「新しいパスワードを入力してください」と画面に表示さ
れます。

y

• 手順2で「常に再生可」を選択した場合でも、 アイコン
がテレビ画面に表示されてから10秒以内にsキーを
押すことにより、次回再生時の設定を変更することがで
きます。

• 本機のメモリーにはディスク120枚の情報が自動的に記
憶されます。これ以上のディスクを本機で再生した場合、
古いディスク情報から順番に消去されます。

ロックを解除するためのパスワードを変更します。

1 「視聴制限レベルを設定する」（→44ページ）
の手順1～5を実行する。

2 / キーを押して「パスワード変更」を選
択し、 キーを押す。

3 数字キーを押して現在のパスワード（4桁）を
入力する。

• 初期設定では「0000」がパスワードに設定されていま
す。

• パスワードを忘れてしまった場合は、パスワードを入力
する代わりにsキーを4回押してください。禁止マー
クが表示されますが、無視してsキーを4回押すと、
「新しいパスワードを入力してください」と画面に表示さ
れます。

4 数字キーを押して新しく設定するパスワード
（4桁）を入力する。

5 確認のため、数字キーを押して手順4で入力
したパスワードを再度入力する。

6 オンスクリーンメニューを終了する場合は、画
面表示キーを押す。

ロックを解除してディスクを
再生する

ご注意

パスワードを変更する

ご注意
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プログレッシブ機能で高画質な映像を楽しむには、プログレッシブ入力対応テレビのD2～D5映像入力端
子と本機のD1/D2モニター出力端子が接続されている必要があります。接続方法については「コンポーネ
ントビデオ／Sビデオで接続する」（→12ページ）をご参照ください。またプログレッシブ映像はNTSC
信号でのみ出力可能です。必要に応じてオンスクリーンメニュー（→29ページ）の「出力映像タイプ」設
定を「NTSC」に切り替えてください。

■ プログレッシブモードにする
ディスクを停止中にシネマステーション本体の
PROGRESSIVEキーを約2秒以上押します。
プログレッシブモードに切り替わり、ディスプレイに
「PROGRESSIVE」が点灯します。

■ プログレッシブモードを解除する
ディスクを停止中にシネマステーション本体の
PROGRESSIVEキーを約2秒以上押します。

• 本機のプレグレッシブ機能と互換性のないプログレッシブ入力対応テレビを使用している場合、プログレッシブモード
でのディスク再生時に画像が乱れる場合があります。この場合、プログレッシブ機能をオフにして通常出力（インタ
レース出力）で再生してください。なお、本機と互換性があるヤマハの機器は下記のとおりです。
プロジェクター：DPX-1、DPX-1000、DPX-1100、LPX-500、LPX-510

• プログレッシブモードを使用して縦横比が4:3の映像を16:9 ワイド画面テレビで再生すると、映像がテレビ画面の横
いっぱいに広がることがあります。この場合、オンスクリーンメニュー（→29ページ）の「TVアスペクト」設定を
使用しているテレビのサイズにあわせてください。設定を変更できない場合はプログレッシブ機能をオフにして通常出
力（インタレース出力）で再生してください。

• プログレッシブモードでは、映像信号はD1/D2モニター出力端子からのみ出力されます。D1/D2モニター出力端子と
プログレッシブ機能が対応しているソースはDVDのみになりますので、他のソースを再生することはできません。

市販の JPEG画像ディスクおよびCD-Rや CD-RWディスクに保存した JPEG画像などをテレビ画面に表
示することができます。

1 ディスクトレイにディスクをセットする。
再生が開始され、テレビ画面にサムネイルリストが表
示されます。
サムネイルリストのページをめくるにはb／a

キーを押します。

2 / / / キーを押して表示する画像を選
択し、決定キーを押す。
サムネイルリストに戻るには、メニューキーを押します。

3 hキーを押してスライド再生を開始する。
スライド再生を停止するには、sキーを押します。
サムネイルリストに戻るには、メニューキーを押します。

y
オンスクリーンメニュー（→29ページ）でスライド表示
の設定を変更することができます。

JPEG画像ディスクおよび JPEG画像が保存されている
CD-Rや CD-RWはプログラムできません。

高画質な映像を楽しむ（プログレッシブ）DVD-V

ご注意

JPEG画像ディスクを楽しむ

ご注意
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本機では、AM/FM放送を、自動選局（FMのみ）、手動選局（AM/FM）、プリセット選局（AM/FM）の
方法で選局することができます。お好みの方法で選局してラジオをお楽しみください。

ディスプレイの表示内容 1 プリセットグループ
選択している放送局のプリセットグループ
（→50ページ）を表示します。

2 プリセット番号
選択している放送局のプリセット番号（→50
ページ）を表示します。

3 モード
プリセットモード：コロンを表示

選局モード：コロンを非表示

4 バンド
選択している放送局のバンド（AMまたは FM）
を表示します。

5 周波数
選択している放送局の周波数を表示します。

速くて便利な選局方法です。ただし放送局の受信が
良くない地域にお住まいの場合や電波の弱い放送局
を受信する場合、聴きたい放送局が選局されない場
合があります。この場合は手動選局をご使用くださ
い。

1 リモコンのTUNERキーを押してから、シネ
マステーション本体のPRESET/BANDキー
を押して FM（選局モード）またはAM（選局
モード）を選択する。
キーを押すたびに、モードが以下のように切り替わり
ます。

2 AUTO/MAN'L キーを押して自動選局モードを選
択する。
ディスプレイに「AUTO」が点灯していることをご確
認ください。

3 d PRESET/TUNING uキーを押して聴きた
い放送局を選択する。
d PRESET/TUNING u キー押すたびに電波の強い
放送局が自動的に選局されます。

放送局を選局する

自動選局する

FM （選局モード）

AM （選局モード）

FM: （プリセットモード）

  
点灯
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放送局の受信が良くない地域にお住まいの場合や電
波の弱い放送局を受信する場合は、手動で選局する
ことをおすすめします。

1 リモコンの TUNERキーを押してから、シネ
マステーション本体のPRESET/BANDキー
を押して FM（選局モード）またはAM（選局
モード）を選択する。
キーを押すたびに、モードが以下のように切り替わり
ます。

2 AUTO/MAN'L キーを押して手動選局モードを
選択する。
ディスプレイの「AUTO」が消灯していることをご確
認ください。

3 d PRESET/TUNING uキーを押して周波数
を調節する。

y
FM放送を手動選局すると、本機のラジオ受信モードが自
動的にモノラル受信に切り替わるため、雑音が軽減されま
す。

■ 登録した放送局を選局する
（プリセット選局）

お好みの放送局を登録すると（→50ページ）、プ
リセットグループと番号を指定して簡単に選局する
ことができます。

1 A/B/C/D/E キーを押して聴きたい放送局が登
録されているプリセットグループを選択する。
キーを押すたびに、プリセットグループが切り替わり
ます。

2 プリセットu または d プリセットキーを押し
て聴きたい放送局のプリセット番号を選択す
る。
ディスプレイに「TUNED」が点灯し、ラジオが再生
されます。

y
シネマステーション本体のA/B/C/D/E キーと
d PRESET/TUNING uキーを使用しても同様に操作す
ることができます。

手動選局する

FM （選局モード）

AM （選局モード）

FM: （プリセットモード）

 ST

TUNED

  

消灯

TV

A  B  C  D  E

A-B

YPAO

電　源 電　源

音  声

選  択

ナイト
リスニング ウーファー

TVチャンネル

TV入力

スリープ

プリセット プリセット

センター サラウンド

シフト

ステレオサラウンド マトリクス6.1

セットメニュー

スタート

リピート

アングル 字  幕

画面表示 メニュー

A/B/C/D/E

u プリセットプリセット d
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本機にはお好みの放送局（最大40局：5グループ×8局）を登録することができるプリセット機能が備
わっています。放送局を登録しておくと、プリセット選局（→49ページ）を使用して簡単に放送局を選局
することができます。登録には、自動プリセット（FM放送局のみ）と手動プリセットの2種類があります。

AM放送局を登録する場合や FM放送局の受信が良
くない地域にお住まいの場合は、手動プリセット
（→49ページ）をご使用ください。

1 シネマステーション本体のPRESET/BAND
キーを押して FM（プリセットモード）を選択
する。
キーを押すたびに、モードが以下のように切り替わり
ます。

2 AUTO/MAN'L キーを押して自動プリセット
モードを選択する。
ディスプレイに「AUTO」が点灯していることをご確
認ください。

3 MEMORYキーを約3秒間押す。
ディスプレイに「MEMORY」と「AUTO」が点滅し、
数秒後に自動プリセットが開始されます（現在選択し
ている周波数から高い方へ向かって選局します）。
自動プリセットが完了すると、ディスプレイの
「MEMORY」が消灯し、プリセットグループと番号が
選局されたFM放送局に自動的に割り当てられます。

■ プリセットグループと番号を指定して自動
登録する

最初に選局される FM放送局のプリセットグループ
と番号を指定することができます。また現在選択し
ている周波数から高い方へ向かって選局するか、低
い方へ向かって選局するかを選択できます。

1 「FM放送局を自動登録する （自動プリセッ
ト）」（左記）の手順1、2を実行する。

2 MEMORYキーを約3秒間押してから、
A/B/C/D/Eキーとd PRESET/TUNING u 

キーを押して最初の FM放送局を登録するプリ
セットグループと番号を指定する。

3 PRESET/BANDキーを押してディスプレイの
コロン（：）を消灯させる。

4 現在選択している周波数から高い方へ向かって
選局するにはPRESET/TUNING uキーを、
低い方へ向かって選局するには
PRESET/TUNING dキーを押す。
ディスプレイに「MEMORY」と「AUTO」が点滅
し、数秒後に自動プリセットが始まります。

y
• 放送局を登録する際、その放送局の受信モード（ステレ
オ／モノラル）も自動的に登録されます。

• 自動プリセットは、40局の FM放送局を選局した時点ま
たは全周波数帯域を選局し終わった時点で自動的に停止
します。

• すでに放送局が登録されている番号に新しい放送局を登
録すると、以前登録されていた放送局は消去され、新し
い放送局が登録されます。

ディスプレイに「MEMORY」が点滅しているあいだに操
作を行わなかった場合、操作はキャンセルされます。操作
の途中で「MEMORY」が消灯した場合は、手順1からや
り直してください。

放送局を登録する（プリセット）

FM放送局を自動登録する
（自動プリセット）

PRESET/BANDA/B/C/D/E
MEMORY

ディスプレイ AUTO/MAN’L
d PRESET/TUNING u

FM （選局モード）

AM （選局モード）

FM: （プリセットモード）

AUTO ST

TUNED

  

点灯

コロン消灯

ご注意
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AM放送局を登録する場合や FM放送局の受信が良
くない地域にお住まいの場合は、手動で放送局を登
録します。

1 登録する放送局を選局する。
詳しくは「放送局を選局する」（→48ページ）をご
参照ください。

2 MEMORYキーを押す。
ディスプレイに「MEMORY」が約5秒間点滅しま
す。

3 A/B/C/D/E キーを押して放送局を登録するプ
リセットグループ（A～ E）を選択する。
ディスプレイにコロン（：）が点灯していることをご
確認ください。

4 d PRESET/TUNING uキーを押して放送局
を登録するプリセット番号（1～8）を選択す
る。

5 MEMORYキーを押す。
選択したプリセットグループと番号がディスプレイに
表示中の放送局に割り当てられます。

y
• 放送局を登録すると、受信モード（ステレオまたはモノ
ラル）も自動的に登録されます。

• すでに放送局が登録されている番号に新しい放送局を登
録すると、以前登録されていた放送局は消去され、新し
い放送局が登録されます。

ディスプレイに「MEMORY」が点滅しているあいだに操
作を行わなかった場合、操作はキャンセルされます。操作
の途中で「MEMORY」が消灯した場合は、手順1からや
り直してください。

登録されている2つの放送局のプリセットグループ
と番号を入れ替えることができます。以下の手順
は、例として E1とA5に登録されている放送局を
入れ替えた場合です。

1 E1に登録されている放送局を選局する。
詳しくは「登録した放送局を選局する （プリセット
選局）」（→49ページ）をご参照ください。

2 PRESET/BANDキーを約3秒間押す。
ディスプレイに「E1」と「MEMORY」が点滅しま
す。

3 A/B/C/D/E キーを押してプリセットグループ
「A」を選択し、d PRESET/TUNING u 

キーを押してプリセット番号「5」を選択する。
ディスプレイに「A5」と「MEMORY」が点滅しま
す。

4 PRESET/BANDキーを押す。
ディスプレイに「EDIT E1-A5」というメッセージが
表示され、選択した2つの放送局の登録位置が入れ
替わります。

ディスプレイに「MEMORY」が点滅しているあいだに操
作を行わなかった場合、操作はキャンセルされます。操作
の途中で「MEMORY」が消灯した場合は、手順1からや
り直してください。

放送局を手動登録する
（手動プリセット）

A/B/C/D/EMEMORY

ディスプレイ
d PRESET/TUNING u

コロン

ご注意

登録した放送局を入れ替える

PRESET/BAND

ディスプレイ
d PRESET/TUNING u

ご注意
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外部AV機器を本機に接続すると、本機の機能を使用して外部ソースを再生することができます。外部AV
機器の接続方法については、「接続」（→9～17ページ）をご参照ください。また外部AV機器のリモコ
ンコードを本機のリモコンに登録しておくと（→71ページ）、本機のリモコンで外部AV機器を操作する
ことができ、便利です。

外部AV機器の機能については、ご使用の機器に付属している取扱説明書をご参照ください。

本機のVIDEO入力（左／右）端子（オーディオ／
ビデオ）とテレビの音声出力（左／右）端子を接続
している場合（→12ページ）、本機の機能を使用
してテレビの音声を再生することができます。

1 テレビの電源を入れてから、電源（ ）
キーを押して本機の電源をオンにする。

2 映像 / VIDEOキーを押す。

本機のVCR入力（左／右）端子（オーディオ／ビ
デオ）とビデオデッキの音声／映像出力（左／右）
端子を接続している場合（→15ページ）、本機の
機能を使用してビデオデッキの音声を再生すること
ができます。

セットメニューの「*InputAssign」および「*Input 
Mode」設定で「VCR」と「AUTO」を選択している場合
（→80ページ）、オプティカル入力端子に接続した外部機
器で再生を開始すると、オプティカル入力端子の入力が優
先され、VCR入力端子の入力ソースは再生されません。

1 テレビとビデオデッキの電源を入れ、テレビの
入力を本機に切り替える。

2 電源（ ）キーを押して本機の電源をオン
にする。

3 ビデオ／VCRキーを押す。

4 ビデオデッキの再生を開始する。

外部AV機器の映像／音声を本機で再生する

ご注意

テレビの音声を本機で楽しむ

TV

A-B

STARTPTY SEEKMODE

CINEMA

DVD/CD

TUNER

電　源 電　源

音  声

選  択

ナイト
リスニング ウーファー センター サラウンド

ステレオサラウンド マトリクス6.1
リピート

アングル

アンプ機能

字  幕

ビデオ/VCR 映像/VIDEO

ムービー ミュージック スポーツ ゲーム

映像/VIDEO

電源
(     )

ビデオデッキの音声を本機で
楽しむ

ご注意

TV

SHIFT

CINEMA

DVD/CD

TUNER

ビデオ/VCR

電　源 電　源

音  声

選  択

ナイト
リスニング ウーファー センター サラウンド

ステレオサラウンド マトリクス6.1
リピート

アングル 字  幕

アンプ機能

ビデオ/VCR 映像/VIDEO

ムービー ミュージック スポーツ ゲーム

電源
(     )



外部AV機器の映像／音声を本機で再生する

53

本
機
と
接
続
し
て
い
る
他
の
A
V
機
器
を
楽
し
む

本機のVIDEO入力（左／右）端子（オーディオ／
ビデオ）とゲーム機の音声／映像出力（左／右）端
子を接続している場合（→16ページ）、本機の機
能を使用してそれらの機器の音声を再生することが
できます。
y
本機とゲーム機をデジタル接続（→16ページ）すること
もできます。

セットメニューの「*InputAssign」および「*Input 
Mode」設定で「VIDEO」と「AUTO」を選択している
場合（→80ページ）、オプティカル入力端子に接続した
外部機器で再生を開始すると、オプティカル入力端子の入
力が優先され、VIDEO入力端子の入力ソースは再生され
ません。

1 テレビとゲーム機の電源を入れ、テレビの入力
を本機に切り替える。

2 電源（ ）キーを押して本機の電源をオン
にする。

3 映像／VIDEOキーを押す。

4 ゲームを開始する。

ゲーム機の音声を本機で楽しむ

ご注意

TV

SHIFT

A-B

STARTPTY SEEKMODE

CINEMA

DVD/CD

TUNER

電　源 電　源

音  声

選  択

ナイト
リスニング ウーファー センター サラウンド

ステレオサラウンド マトリクス6.1
リピート

アングル 字  幕

アンプ機能

ビデオ/VCR 映像/VIDEO

ムービー ミュージック スポーツ ゲーム

映像/VIDEO

電源
(     )
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外部レコーダーを本機に接続すると、本機で再生している映像／音声を外部レコーダーで録画／録音するこ
とができます。外部レコーダーの接続方法については、「その他のAV機器を接続する」（→14～17ペー
ジ）をご参照ください。また外部レコーダーのリモコンコードを本機のリモコンに登録しておくと（→71
ページ）、本機のリモコンで外部レコーダーを操作することができ便利です。

外部レコーダーの機能については、ご使用の機器に付属している取扱説明書をご参照ください。

本機のオプティカル出力端子（デジタルオーディ
オ）とCDレコーダーやMDレコーダーのオプ
ティカルデジタル入力端子を接続している場合（→
17ページ）、本機で再生している音声をそれらの機
器で録音することができます。

• チューナの音はオプティカル出力端子には出力されませ
ん。

• FMやAM放送を録音する場合は市販のオーディオケーブ
ルを使用して、本機のオーディオVCR出力端子とレ
コーダーのアナログ入力端子を接続してください。

• 録音を開始する前に、テスト録音を実行して正しく録音
されていることをご確認ください。

• 録音する音声にDSPプログラム（→26ページ）の設定
を反映することはできません。

• 本機に接続したMDレコーダーやCDレコーダーの電源を
切ると再生音が歪んだり、音量が下がったりすることが
あります。このような場合はMD レコーダーやCD レ
コーダーの電源を入れてください。

• 録音中に音量や音質を調整、音場プログラムを変更して
も、録音される音声には影響しません。ただし、DVD/
CD入力で録音している際に以下の操作を実行すると録
音する音声が途切れる場合がありますのでご注意くださ
い。
－テストキーを押す。
－DSPプログラムを変更する。
－ SILENT CINEMA端子にヘッドホンを抜き差しす
　る。

• DTSソフトの音声信号は、レコーダーによっては、正し
く録音できないことがあります。

• デジタル入力端子の入力信号は、デジタル出力端子から
のみ出力されます。デジタル入力端子の入力信号を
VCR出力端子（アナログ）から出力したり、VCR入力
端子（アナログ）やVIDEO入力端子（アナログ）の入
力信号をデジタル出力端子から出力することはできませ
ん。

• 録音した音声は個人でお楽しみください。著作権者に無
断で営利使用することはできません。

1 レコーダーの電源を入れてから、電源（ ）
キーを押して本機の電源モードをオンにする。

2 入力選択キーを押して入力を選択し、録音する
ソースの再生を準備する。

3 レコーダーの録音およびソースの再生を開始す
る。

■ タイマー再生／録音について

市販のオーディオタイマーを使用すると、設定した
時間に自動で再生／録音することができます。操作
方法については、タイマーの種類により異なりま
す。ご使用のタイマーに付属している取扱説明書を
ご参照ください。
y
• タイマー作動時に本機の電源モードがスタンバイになっ
ている場合、自動的に本機のメモリーに保存されている
内容（入力設定、AM/FMの周波数など）が呼び出さ
れ、再生／録音が開始されます。

• タイマー再生／録音が作動する際に音声を出力したくな
い場合は、あらかじめ音量を小さくしてください。

外部AV機器で録画／録音する

ご注意

本機で再生している音声を
録音する

ご注意

TV

SHIFT

A-B

CINEMA

DVD/CD

TUNER

電　源 電　源

音  声

選  択

ナイト
リスニング ウーファー センター サラウンド

ステレオサラウンド マトリクス6.1
リピート

アングル 字  幕

アンプ機能

ビデオ/VCR 映像/VIDEO

ムービー ミュージック スポーツ ゲーム

入力選択キー

電源
(     )
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ビデオデッキとビデオ機器を本機にアナログ接続し
ている場合（→15、16ページ）、ビデオ機器で再
生しているソースをビデオデッキで録画することが
できます。

ビデオ機器の映像にコピープロテクトを設定している場
合、録画すると画像にノイズが入りますのでご注意くださ
い。

1 テレビ、ビデオ機器、ビデオデッキの電源を入
れ、テレビの入力を本機に切り替える。

2 電源（ ）キーを押して本機の電源をオン
にする。

3 映像／VIDEOキーを押す。

4 ビデオデッキで録画の準備をする。
ビデオテープをセットしたり、ビデオデッキの入力を
外部入力に切り替えたりします。
ビデオデッキの操作について詳しくは、お使いのビデ
オデッキに付属の取扱説明書をご参照ください。

5 ビデオ機器の再生およびビデオデッキの録画を
開始します。
ビデオデッキの操作について詳しくは、お使いのビデ
オデッキに付属の取扱説明書をご参照ください。

ビデオ機器のソースを
ビデオデッキで録画する

ご注意

TV

SHIFT

A-B

STARTPTY SEEKMODE

CINEMA

DVD/CD

TUNER

電　源 電　源

音  声

選  択

ナイト
リスニング ウーファー センター サラウンド

ステレオサラウンド マトリクス6.1
リピート

アングル 字  幕

アンプ機能

ビデオ/VCR 映像/VIDEO

ムービー ミュージック スポーツ ゲーム

映像/VIDEO

電源
(     )
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本機には、映画や音楽などの音声を再生する際に、スピーカーの組み合わせにより高品質な音響効果をつく
りだすさまざまな機能が備わっています。いずれの機能も簡単な操作で設定することができますので、目的
に応じてこれらの機能を活用し高品質な音声を存分にお楽しみください。

マトリクス6.1を設定すると、サラウンド L/Rス
ピーカーによりバーチャルサラウンドバックスピー
カー（後方を中心に位置する仮想スピーカー）をつ
くりだして、サラウンドバック（真正面から真後ろ
に音が抜けて行く表現）をリアルに感じることがで
きます。本機では、ドルビーデジタルサラウンド
EXやDTS ESなどの6.1ch ソースはもちろん、
5.1ch ソースもマトリクス6.1 でお楽しみいただ
けます。

1 アンプ機能キーを押す。

2 マトリクス6.1キーを押してモードを切り替
える。
キーを押すたびに、モードが以下のように切り替わり
ます。

• AUTO
6.1ch ソース（ドルビーデジタルサラウンド EX、
DTS ES など）を再生すると、マトリクス6.1が
機能し、バーチャルサラウンドバックスピーカーを
つくりだします。5.1ch ソースは5.1ch のまま出
力されます。

• MATRIX 6.1
5.1ch ソースおよび6.1ch ソースのどちらを再生
しても、マトリクス6.1が自動的に機能し、バー
チャルサラウンドバックスピーカーをつくりだしま
す。

• OFF
マトリクス6.1 が機能しません。6.1ch ソースを
再生した場合でもバーチャルサラウンドバックス
ピーカーをつくりだすことはできません。

y
マトリクス6.1 が作動すると、ディスプレイに
「MATRIX」が点灯し、DSPプログラム名の右側に
「6.1」が表示されます（例：Action 6.1）。

• ディスクの仕様により、モードを「AUTO」に設定して
いても6.1ch ソースが自動認識されない場合がありま
す。この場合はモードを「Matrix6.1」に切り替えて
6.1ch ソースを再生してください。

• 本機の電源モードをスタンバイにすると、モードの設定
は自動的に「AUTO」に切り替わります。

• 以下のような場合、マトリクス6.1は機能しません。
セットメニューの「*SUR.」設定で「NON」を選択して
いる（→78ページ）。
−ステレオ再生を設定している（→62ページ）。
− SILENT CINEMA端子にヘッドホンを接続している。
−ドルビーデジタルKARAOKE方式のソースを再生して
　いる。
− DSPプログラムで「5ch Stereo」を選択している　
　（→26ページ）。
−ドルビーデジタル／DTS／AACの　　　　　　　　　
　「SUR.STANDARD」（→61ページ）を設定して　
いる。

特定のスピーカーを使用して音声を楽しむ

6.1/5.1chソースをすべてのス
ピーカーとバーチャルスピーカー
で楽しむ（マトリクス 6.1）

TV

CH

CINEMA

CH

A  B  C  D  E

A-B

DVD/CD

TUNER

YPAO

電　源 電　源

音  声

選  択

ナイト
リスニング ウーファー

TVチャンネル

TV入力

スリープ

プリセット プリセット

センター サラウンド

シフト

ステレオサラウンド マトリクス6.1

セットメニュー

入/切

スタート

リピート

アングル 字  幕

画面表示 メニュー

テスト

リターンステータス

TV音量 音　量
消　音

アンプ機能

ビデオ/VCR 映像/VIDEO

ムービー ミュージック スポーツ ゲーム

決　定

アンプ機能

マトリクス6.1

Matrix 6.1

AUTO

OFF

ご注意
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ドルビープロロジック II を設定すると、2chソース
をバーチャルマルチチャンネルソースに切り替え、
すべてのスピーカーを使用して2chソースをお楽
しみいただけます。

1 2ch ソースを再生する。

2 アンプ機能キーを押す。

3 サラウンドキーを押す。

4 選択キーを押して「PL II」（PRO LOGIC II）
を選択する。

モノラルソースを再生している場合、ドルビープロロジッ
ク II は機能しません。

5 サラウンドキーを押してお好みの「PL II」モー
ドを選択する。
サラウンドキーを押すたびに以下のように切り替わり
ます。

映画などを再生する場合は「PL II Movie」を、音楽
の場合は「PL II Music」、ゲーム機をお使いの場合
は「PL II Game」を選択することをおすすめします。

y
• シネマステーション本体のDSPキーを使用しても「PL 
II」モードを切り替えることができます。

• ドルビープロロジック II Music の設定はお好みでカスタ
マイズすることができます。詳しくは「ドルビープロロ
ジック II Music の設定を変更する」（→66ページ）を
ご参照ください。

2chソースをすべての
スピーカーで楽しむ
（ドルビープロロジック II）

TV

CH

CINEMA

CH

A  B  C  D  E

A-B

DVD/CD

TUNER

YPAO

電　源 電　源

音  声

選  択

ナイト
リスニング ウーファー

TVチャンネル

TV入力

スリープ

プリセット プリセット

センター サラウンド

シフト

ステレオサラウンド マトリクス6.1

セットメニュー

入/切

スタート

リピート

アングル 字  幕

画面表示 メニュー

テスト

リターンステータス

TV音量 音　量
消　音

アンプ機能

ビデオ/VCR 映像/VIDEO

ムービー ミュージック スポーツ ゲーム

決　定

アンプ機能

サラウンド 選択

ご注意

PL II Movie （ドルビープロロジック II Movie）

PL II Music （ドルビープロロジック II Music）

PL II Game （ドルビープロロジック II Game）
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バーチャルシネマDSPを設定すると、サラウンド
スピーカーの音場を仮想的に再現し、フロント L/R
スピーカーだけでDSPプログラムをお楽しみいた
だけます。

1 ソースを再生する。

2 アンプ機能キーを押す。

3 DSPプログラムキーを押して使用するDSP
プログラムを選択する。
詳しくは「臨場感ある音声を楽しむ (DSPプログラ
ム )」（→26ページ）をご参照ください。

4 セットメニューの「*SUR」設定で「NON」を
選択する。
詳しくは「スピーカーのサイズを設定する」（→78
ページ）をご参照ください。

y
バーチャルシネマDSPが作動すると、ディスプレイに
「VIRTUAL」が点灯します。

以下のような場合、バーチャルシネマDSPは機能しませ
ん。

−ステレオ再生を設定している（→62ページ）。

− SILENT CINEMA端子にヘッドホンを接続してい
る。

−ドルビーデジタルKARAOKE方式のソースを再生して
いる。

−DSPプログラムで「5ch Stereo」を設定しているか
（→26ページ）、ドルビーデジタル /DTS/AACの
「SUR.STANDARD」（→61ページ）または「PL II 
Movie/Music」（→57ページ）を設定している。

−テストトーンを使用している。

フロントスピーカーだけで
DSPプログラムを楽しむ
（バーチャルシネマDSP)

TV

CH

CINEMA

CH

A  B  C  D  E

A-B

DVD/CD

TUNER

YPAO

電　源 電　源

音  声

選  択

ナイト
リスニング ウーファー

TVチャンネル

TV入力

スリープ

プリセット プリセット

センター サラウンド

シフト

ステレオサラウンド マトリクス6.1

セットメニュー

入/切

スタート

リピート

アングル 字  幕

画面表示 メニュー

テスト

リターンステータス

TV音量 音　量
消　音

アンプ機能

ビデオ/VCR 映像/VIDEO

ムービー ミュージック スポーツ ゲーム

決　定

アンプ機能

DSPプログラム
キー

セット
メニュー

ご注意
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ヘッドホンや小さな音量設定でもDSPプログラムを使用して音響効果を存分にお楽しみいただけます。

ヘッドホンを本機の SILENT CINEMA端子に接
続すると、サイレントシネマ機能によりマルチス
ピーカーによるDSPプログラムをヘッドホンで擬
似的に再現して音声をお楽しみいただけます。
*「サイレントシネマ」はヤマハ株式会社の登録商標です。

1 ヘッドホンを SILENT CINEMA端子に接
続する。

2 ソースを再生する。

3 アンプ機能キーを押す。

4 DSPプログラムキーを押して使用するDSP
プログラムを選択する。
詳しくは「臨場感ある音声を楽しむ (DSPプログラ
ム )」（→26ページ）をご参照ください。

y
• サイレントシネマが作動すると、ディスプレイの
SILENT THEATER表示が点灯します。

• LFEチャンネルの信号は別のチャンネル信号に変換され
て出力されます。

• DSPプログラムを選択しない場合、ヘッドホンの出力は
ステレオ再生になります。詳しくは、「2chソースのオ
リジナル音声を楽しむ（ステレオ再生）」（→62ペー
ジ）をご参照ください。

• 本機にヘッドホンを接続すると、スピーカーから音声は
出力されません。

いろいろな方法でDSPプログラムを楽しむ

ヘッドホンを使用してDSP
プログラムを楽しむ 
( サイレントシネマ )

SILENT CINEMA端子
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ナイトリスリングを設定すると、大きな効果音を抑
えて会話やヴォーカル音声などをはっきりと聞こえ
るように再生することができます。夜間など小さな
音量で再生する際もDSPプログラムをお楽しみい
ただけます。

1 ソースを再生する。

2 アンプ機能キーを押す。

3 DSPプログラムキーを押して使用するDSP
プログラムを選択する。
詳しくは「臨場感ある音声を楽しむ (DSPプログラ
ム )」（→26ページ）をご参照ください。

4 ナイトリスニングキーを押す。
y
ナイトリスリングが作動すると、ディスプレイに「Night 
L. ON」というメッセージが表示されます。

■ ナイトリスリングを解除する
ナイトリスニングキーを再度押します。
ディスプレイに「Night L. OFF」というメッセージが表
示されます。

本機の SILENT CINEMA端子にヘッドホンが接続さ
れている場合、ナイトリスニングは機能しません。

小さな音量でDSPプログラム
を楽しむ（ナイトリスリング）

TV

CH

CINEMA

CH

A  B  C  D  E

A-B

DVD/CD

TUNER

YPAO

電　源 電　源

音  声

選  択

ナイト
リスニング ウーファー

TVチャンネル

TV入力

スリープ

プリセット プリセット

センター サラウンド

シフト

ステレオサラウンド マトリクス6.1

セットメニュー

入/切

スタート

リピート

アングル 字  幕

画面表示 メニュー

テスト

リターンステータス

TV音量 音　量
消　音

アンプ機能

ビデオ/VCR 映像/VIDEO

ムービー ミュージック スポーツ ゲーム

決　定

アンプ機能

DSPプログラム
キー

ナイト
リスニング

ご注意
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ドルビー、DTS、AACなどのデジタル音声や、CDなどの2chソースの音声をオリジナルに忠実な音で再
生することができます。

ドルビーデジタルやドルビープロロジック、DTS 、
AACで処理された音声を忠実に再生することがで
きます。正確な音の移動など、オリジナルならでは
のサウンドデザインをお楽しみください。

1 ソースを再生する。

2 アンプ機能キーを押す。

3 サラウンドキーを押す。2chソースを再生して
いる場合は、サラウンドキーを押してから選択
キーを押して「PRO LOGIC」（ドルビープロ
ロジック）を選択する。
入力信号に応じて以下のモードが自動的に選択されま
す。
• ドルビーデジタル：ディスプレイに「SUR. 
STANDARD」というメッセージが表示され、
「qDIGITAL」が点灯します。

• DTS：ディスプレイに「SUR. STANDARD」と
いうメッセージが表示され、「t」が点灯しま
す。

• AAC：ディスプレイに「SUR. STANDARD」と
いうメッセージが表示され、「AAC」が点灯しま
す。

オリジナル音声を楽しむ

ドルビーやDTSなどの
オリジナル音声を楽しむ
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CH

A  B  C  D  E

A-B

DVD/CD

TUNER

YPAO

電　源 電　源

音  声

選  択

ナイト
リスニング ウーファー

TVチャンネル

TV入力

スリープ

プリセット プリセット

センター サラウンド

シフト

ステレオサラウンド マトリクス6.1

セットメニュー

入/切

スタート

リピート

アングル 字  幕

画面表示 メニュー

テスト

リターンステータス

TV音量 音　量
消　音

アンプ機能

ビデオ/VCR 映像/VIDEO

ムービー ミュージック スポーツ ゲーム

決　定

アンプ機能

選択サラウンド
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CDなどの2chソースの音声を忠実に再生するこ
とができます。

1 2ch ソースを再生する。

2 アンプ機能キーを押す。

3 ステレオキーを押す。
DSPプログラムがオフになり、ステレオ再生が設定
されます。

y
ステレオ再生が作動すると、ディスプレイに「STEREO」
というメッセージが表示されます。

■ ステレオ再生を解除する
（DSPプログラムをオンにする）

ステレオキーを再度押します。
y
• LFEチャンネルの信号は、セットメニューの「*BASS」
設定（→78ページ）に応じて、フロント L/Rスピー
カーまたはサブウーファーから出力されます。

• セットメニューの「*BASS」設定で「BOTH」または
「*FRONT」設定で「SML」を選択している場合は、サ
ブウーファーから低音域が出力されます。

• ステレオ再生を設定している場合、センタースピーカー
とサラウンド L/Rスピーカーから音声は出力されませ
ん。

• ステレオ再生を設定した場合やセットメニューの
「*D.Range」設定（→80ページ）で「MIN」を選択し
た場合、出力レベルが極端に下がることがあります。こ
のような場合はステレオ再生を解除してください。

• ステレオ再生を設定中にドルビーデジタル、DTS 、
AAC音声を再生すると、ダイナミックレンジが圧縮さ
れ、セットメニューの「*Speaker Set」設定（→78
ページ）に従って音声がフロント L /R チャンネル信号
に変換されるため、フロント L/Rスピーカーの音量バラ
ンスが乱れることがあります。

2chソースのオリジナル音声
を楽しむ（ステレオ再生）
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DVD/CD
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音  声
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ナイト
リスニング ウーファー

TVチャンネル

TV入力

スリープ

プリセット プリセット

センター サラウンド

シフト

ステレオサラウンド マトリクス6.1

セットメニュー

入/切

スタート

リピート

アングル 字  幕

画面表示 メニュー

テスト

リターンステータス

TV音量 音　量
消　音

アンプ機能

ビデオ/VCR 映像/VIDEO

ムービー ミュージック スポーツ ゲーム

決　定

アンプ機能

ステレオ

ご注意
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スピーカーバランス（各スピーカーの音量）は、YPAO機能で最適な設定に自動調節されるため、通常は
手動で調節する必要はありません。ただし、部屋の環境やリスニングポジションを変更したことにより、
YPAOの設定を微調整したい場合などは、以下の手順でテストトーンを使用してスピーカーバランスを調
節することができます。また再生中に各スピーカーの音量レベルを調節することも可能です（→64ペー
ジ）。
y
スピーカーバランスの調節はフロントスピーカーの音量を基準にするため、以下の手順でフロントスピーカーの L/Rバ
ランスを調節することはできません。フロントスピーカーの L/Rバランスの調節方法については「フロントスピーカー
の L/Rバランスを調整する」（→80ページ）をご参照ください。

• 本機の SILENT CINEMA端子にヘッドホンが接続されていると、スピーカーバランスを調節することができません。
スピーカーバランスを調節するには、ヘッドホンを SILENT CINEMA端子から抜いてください。

• スピーカーバランスの調節は、普段視聴する位置からリモコン操作で実行してください。

1 アンプ機能キーを押す。

2 テストキーを押す。
テストトーンが出力されます。

3 フロントスピーカーからテストトーンが出力さ
れている間に、音量＋ /ーキーを押してテスト
トーンの音量を調節する。

4 調節したいスピーカーからテストトーンが出力
されている間に、 / キー押して該当スピー
カーの音量を調節する。
テストトーンを出力するスピーカーはフロント（左）
から始まり、以下の順序で自動的に切り替わります。
フロント（左 ) の音量と同じ出力レベルになるように
他のスピーカーのテストトーンを調節します。

y
ディスプレイに現在スピーカートーンを出力しているスピー
カー名が表示されますので、必要に応じてご確認ください。

スピーカーバランスを手動調節する

ご注意

テストトーンを使用して
スピーカーバランスを調節する

TV

CH

CINEMA

CH

A  B  C  D  E

A-B

DVD/CD

TUNER

YPAO

電　源 電　源

音  声

選  択

ナイト
リスニング ウーファー

TVチャンネル

TV入力

スリープ

プリセット プリセット

センター サラウンド

シフト

ステレオサラウンド マトリクス6.1

セットメニュー

入/切

スタート

リピート

アングル 字  幕

画面表示 メニュー

テスト

リターンステータス

TV音量 音　量
消　音

アンプ機能

ビデオ/VCR 映像/VIDEO

ムービー ミュージック スポーツ ゲーム

決　定

アンプ機能
音量＋/－

テスト

センター

フロント（右）フロント（左）

サラウンド（左）

サブウーファー

サラウンド（右）
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5 スピーカーバランスの調節が完了したら、
TESTキーを押してテストトーンを終了する。

y
• 調節が可能な音量レベルの範囲は−10dB～+10dBにな
ります。

• センタースピーカーやサラウンド L/Rスピーカーの音量
レベルを +10dBまで上げてもフロントスピーカーより
音が小さい場合は、セットメニューで「*F.Level」設定
（→79ページ）を −10dBに設定してフロントスピー
カーの音量レベルを下げてからスピーカーバランスを再
度調節してください。

• セットメニューで「*CENTER」設定（→78ページ）が
「NON」 に設定されている場合は、センタースピーカー
の音量レベルを調節することはできません。

• セットメニューで「*SUR」設定（→78ページ）が
「NON」 に設定されている場合は、サラウンド L/Rス
ピーカーの音量レベルを調節することはできません。

• セットメニューで「*BASS」設定（→78ページ）が
「FRONT」 に設定されている場合は、サブウーファーの
音量レベルを調節することはできません。

• サブウーファーから出力されるテストトーンは、他のス
ピーカーのテストトーンと音質が異なりますが故障では
ありません。

音声を再生中にスピーカーバランスを調節する場合
は、以下の手順を行ってください。

1 アンプ機能キーを押す。

2 各スピーカーの音量を調節する。
センタースピーカーの音量を調節するには：
センター＋ /ーキーを押す。
サラウンドスピーカーの音量を調節するには：
サラウンド＋ /ーキーを押す。
サブウーファーの音量を調節するには：
ウーファー＋ /ーキーを押す。

y
• 上記の手順でスピーカーバランスを調節する前にテスト
トーンを使用して調節しておくことをおすすめします
（→63ページ）。
• 調節が可能な音量レベルの範囲は−10dB～+10dBにな
ります。

• サラウンド＋ /ーキーでサラウンドスピーカーの音量を
L/R個別に調節することはできません。サラウンドス
ピーカーを個別に設定するには「テストトーンを使用し
て スピーカーバランスを調節する」（→63ページ）を
行ってください。

ご注意

再生中にスピーカーバランスを
調節する
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音  声

選  択

ナイト
リスニング ウーファー

TVチャンネル

TV入力

スリープ

プリセット プリセット

センター サラウンド

シフト

ステレオサラウンド マトリクス6.1

セットメニュー

入/切

スタート

リピート

アングル 字  幕

画面表示 メニュー

テスト

リターンステータス

TV音量 音　量
消　音

アンプ機能

ビデオ/VCR 映像/VIDEO

ムービー ミュージック スポーツ ゲーム

決　定

アンプ機能

サラウンド
＋/－ウーファー

＋/－

センター
＋/－
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• サラウンドスピーカーの L/Rのいずれかの音量が最小
（−10dB）に設定されている場合、サラウンドーキーは
機能しません。また、いずれかの音量が最大（+10dB）
に設定されている場合、サラウンド+キーは機能しませ
ん。

• セットメニューで「*CENTER」設定（→78ページ）が
「NON」 に設定されている場合は、センタースピーカー
の音量レベルを調節することはできません。

• セットメニューで「*SUR」設定（→78ページ）が
「NON」 に設定されている場合は、サラウンド L/Rス
ピーカーの音量レベルを調節することはできません。

• セットメニューで「*BASS」設定（→78ページ）が
「FRONT」 に設定されている場合は、サブウーファーの
音量レベルを調節することはできません。

■ DSPプログラム「5ch Stereo」のスピー
カーバランスを調節する

DSPプログラムで「5ch Stereo」を選択してい
る際のスピーカーバランスを調節します。

1 ソースを再生する。

2 アンプ機能キーを押す。

3 ミュージックキーを押して「5ch Stereo」を
選択する。
詳しくは「臨場感ある音声を楽しむ (DSPプログラ
ム )」（→26ページ）をご参照ください。

4 /  キーを押して音量を調節するスピー
カーを選択する。
キーを押すたびに、スピーカーの選択が以下のように
切り替わります。

5 /  キーを押して選択したスピーカーの音量
を調節する。
スピーカーの音量レベルを指定します（例えば100
は最大、50は半分、0は最小になります）。初期値
は「100」に設定されています。

• ここで調節した音量レベルは、DSPプログラムで「5ch 
Stereo」を選択している際にテストトーンや
センター＋ /－キー、サラウンド＋ /－キーで調節した
音量レベルに置き替わります。この際ディスプレイの音
量表示は変更されませんが、実際の音量はここで設定し
たレベルに従って増減します。

• セットメニューで「*CENTER」設定（→78ページ）が
「NON」 に設定されている場合は、センタースピーカー
の音量レベルを調節することはできません。

• セットメニューで「*SUR」設定（→78ページ）が
「NON」 に設定されている場合は、サラウンド L/Rス
ピーカーの音量レベルを調節することはできません。

ご注意
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TV入力
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プリセット プリセット
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シフト

ステレオサラウンド マトリクス6.1

セットメニュー

入/切
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リピート

アングル 字  幕

画面表示 メニュー
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アンプ機能

ビデオ/VCR 映像/VIDEO
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アンプ機能

ミュージック

CT LEV（センター）

RL LEV（サラウンド L）

RR LEV（サラウンドR）

ご注意
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ドルビープロロジック II Music のパラメーターを変更して視聴環境に適したプログラムにアレンジするこ
とができます。

1「2chソースをすべてのスピーカーで楽しむ (
ドルビープロロジック II)」（→XXページ）の
手順を実行して「PL II Music」を選択する。

2 /  キーを押して「PANORAMA」、
「DIM」、「CT WIDTH」のいずれかを選択す
る。
各パラメーターについて詳しくは下記の「ドルビープ
ロロジック II Music のパラメーターについて」をご
参照ください。

3 /  キーを押してパラメーターを変更する。

4 続けて他のパラメーターを変更するには、手順
2、3を繰り返す。

■ ドルビープロロジックII Musicのパラメー
ターについて

PANORAMA

フロント L /R チャンネルの音声を左右に広げて視
聴位置を中心にワイドな音場をつくりだします。

機能：ドルビープロロジック II のフロント音場の広
がりを調節します。

選択項目：OFF/ON

初期設定：OFF

DIM. (Dimension)

フロントとサラウンドチャンネルの音量の差を調節
して、お好みのバランスをつくります。

機能：サラウンド音場のフロント側とサラウンド側
の音量の差を調節します。

可変範囲：−3 ( サラウンド方向へ強く )～
+3（フロント方向へ強く）

初期設定：STD （スタンダード）

CT WIDTH

センターチャンネルからの音声をお好みにあわせて
左右に振り分けることができます。

機能：サラウンド音場のセンターチャンネル音声の
左右への広がりを調節します。

可変範囲：0（センター方向へ強く） ～
7（左右の方向へ強く）

初期設定：3

ドルビープロロジック II Music の設定を変更する
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選  択

ナイト
リスニング ウーファー

TVチャンネル

TV入力

スリープ

プリセット プリセット

センター サラウンド

シフト

ステレオサラウンド マトリクス6.1

セットメニュー

入/切

スタート

リピート

アングル 字  幕

画面表示 メニュー

テスト

リターンステータス

TV音量 音　量
消　音

アンプ機能

ビデオ/VCR 映像/VIDEO

ムービー ミュージック スポーツ ゲーム

決　定
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ディレイタイム（遅延時間）とは、フロントスピーカーの音とサラウンドスピーカーのサラウンド音が再生
されるときの時間差のことです。この数値が大きいほどサラウンド音が遅れて再生され、空間が大きく感じ
られます。各DSPプログラム（→26ページ）は、ソースの特長を最大限に引き出すため、ディレイタイ
ムを含めて反射音や残響音などの設定を自動的に最適なものに調節しますが、ソースやリスニングルームの
状況に応じて各DSPプログラムのディレイタイムを調節することができます。各DSPプログラムで設定
されているディレイタイムの初期値については「ディレイタイムの初期値」（→68ページ）をご参照くだ
さい。

1 ソースを再生する。

2 アンプ機能キーを押す。

3 ディレイタイムを変更するDSPプログラムを
選択する。
ムービー、ミュージック、スポーツ、ゲームのDSP
プログラムを選択するには：
該当するDSPプログラムキーを押します。
ドルビーデジタル、DTS、AACを選択するには：
サラウンドキーを押します。
ドルビープロロジックを選択するには：
サラウンドキーを押してから選択キーを押し該当項目
を選択します。

4 / キーを押す。
ディスプレイに「DELAY」というメッセージが表示
されます。

5 / キーを押して選択したDSPプログラ
ムのディレイタイムを調節する。

y
• マトリクス6.1 音場のディレイタイムを調節することも
できます。

• セットメニューの「*SP Distance」設定（→79ペー
ジ）で各スピーカーから音が出るタイミングを調節する
ことができます。

• 再生するソースによっては、ディレイタイムを増減しす
ぎると効果音が不自然になる場合があります。

• ディレイタイムの調節中は、再生中の音が一時的に途切
れることがあります。

DSPプログラムのディレイタイムを変更する

TV

CH

CINEMA

CH

A  B  C  D  E

A-B

DVD/CD

TUNER

YPAO

電　源 電　源

音  声

選  択

ナイト
リスニング ウーファー

TVチャンネル

TV入力

スリープ

プリセット プリセット

センター サラウンド

シフト

ステレオサラウンド マトリクス6.1

セットメニュー

入/切

スタート

リピート

アングル 字  幕

画面表示 メニュー

テスト

リターンステータス

TV音量 音　量
消　音

アンプ機能

ビデオ/VCR 映像/VIDEO

ムービー ミュージック スポーツ ゲーム

決　定

アンプ機能

DSPプログラム
キー

選択サラウンド

ご注意



DSPプログラムのディレイタイムを変更する

68

■ ディレイタイムの初期値

* ２チャンネルソース
** マルチチャンネルソース
無印は２チャンネル／マルチチャンネルソース共用

プログラム
グループ プログラム名 初期設定値

 (ms)
ムービー 1 Action* 20

Action 6.1** 15

2 Drama* 20

Drama 6.1** 15

3 Sci-Fi* 20

Sci-Fi 6.1** 15

4 Spectacle* 23

Spectacle 6.1** 15

5 Theater* 20

Theater 6.1** 5

ミュージック 1 Music Video 21

2 Classic Hall 30

3 Jazz Club 30

4 Rock Concert 15

スポーツ 1 Live Sports 10

ゲーム 1 Game 36

プログラム名 初期設定値
 (ms)

PRO LOGIC*
( ドルビープロロジック ) 10

SUR. STANDARD**
( ドルビーデジタル、DTS、AAC) 0

PL II Movie*
( ドルビープロロジック II ムービー ) 10

PL II Music*
( ドルビープロロジック II ミュージック ) 0

PL II Game*
( ドルビープロロジック II ゲーム ) 10
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「AUTO」（初期設定）のままでほとんどの音声信号を再生することができますが、必要に応じて入力信号の
デジタル、アナログの優先順位を選んだり、AACなどの特定な音声信号の入力に固定することができます。
また、現在本機に入力している音声信号の種類をディスプレイに表示して確認することもできます（→70
ページ）。

1 入力選択キー（設定を変更する入力）を長押し
して入力設定を選択する。
キーを長押しすると設定が以下のように切り替わるの
で、目的の入力設定が表示されたらキーを離します。

AUTO：デジタル信号およびアナログ信号を再生（デ
ジタル信号を優先）

DTS： DTS信号のみを再生
AAC： AAC信号のみを再生
ANLG：アナログ信号のみを再生

y
• シネマステーション本体のINPUTキーを1秒以上押して
も入力設定を切り替えることができます。

• 入力設定で「AUTO」を選択すると、ドルビーデジタ
ル、DTS 、AAC信号を入力する際、自動的に最適なデ
コーダーが選択されます。

• セットメニューの「*Input Mode」設定で（→80ペー
ジ）、本機の電源モードをオンにした際に使用する入力設
定を指定することができます。

• DVD/CDの入力設定に「AAC」および「ANLG」を選
択することはできません。

• 機器が接続されていない入力端子の入力設定を変更する
ことはできません。

• DTSを再生する際は、入力設定で「AUTO」または
「DTS」を選択してください。「ANLG」を設定した場
合、音声が出力されなかったり雑音が生じることがあり
ます。
−入力設定で「AUTO」を選択してDTSを再生すると以
下のようになります。

−本機はDTS信号を検出すると、自動的にDTSモードに
切り替わります（ディスプレイに「t」が点灯）。
DTS再生が終了したときに「t」が点滅することが
ありますが、点滅中はDTS信号以外を再生することは
できません。DTS信号の再生終了後、すぐに通常の
PCM音声を再生する場合は入力設定で「AUTO」を再
度選択してください。

−サーチまたはスキップ操作をしてDTS信号がとぎれる
と、ディスプレイに「t」が点滅することがありま
す。この状態が約30秒続くと、自動的にDTSモード
から通常のデジタル（PCM）入力に切り替わり、ディ
スプレイの「t」が消灯します。

音声信号の入力設定を変更する

CINEMA

DVD/CD

TUNER

TV音量 音　量
消　音

アンプ機能

ビデオ/VCR 映像/VIDEO

ムービー ミュージック スポーツ ゲーム

入力選択
キー

AUTO

DTS

AAC

ANLG

ご注意
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本機で入力している音声信号の情報をディスプレイ
に表示して確認することができます。

1 情報を表示するソースを再生する。

2 アンプ機能キーを押す。

3 ステレオキーを押す。
ステレオ再生に切り替わります。

4 キーを押す。
入力信号の情報がディスプレイに表示されます。
キーを押すたびに表示される情報が以下のように切り
替わります。
音声信号の種類
音声信号のフォーマットが表示されます。デジタル入
力を認識できない場合は、アナログ入力が設定されま
す。また、特定できないフォーマットのデジタル信号
を入力している場合は「Unknwn DGTL」と表示さ
れます。
音声チャンネル
（ドルビーデジタル、DTS、AAC信号入力時のみ）
入力信号の音声チャンネル数を表示します。例えば
「in：3/2/LFE」と表示された場合、「フロント：3
チャンネル、サラウンド：2チャンネル、LFE」を示
しています。また、二カ国語放送などの主＋副の2 
チャンネル音声を入力している場合は「1+1」、3音
声以上の音声多重形式の音声を入力している場合は
「MLT」と表示されます。
周波数（fs）（デジタル信号入力時のみ）
入力信号のサンプリング周波数を表示します。サンプ
リング周波数を測定できない場合は「unknown」と
表示されます。
ビットレート (rate) 
（ドルビーデジタル、DTS信号入力時のみ）
入力信号のデータ量（1秒あたり）を表示します。
ビットレートを測定できない場合は「unknown」と
表示されます。
フラグ（flg）
（ドルビーデジタル、DTS信号入力時のみ）
入力信号に含まれているフラグ（識別信号）を表示し
ます。フラグを特定できない場合は「None」と表示
されます。

■ 48kHz を超えるデジタル信号について
本機のデジタル入力端子は、サンプリング周波数が
96kHz 以内のデジタル信号に対応しています。同
端子に機器を接続する前に、ご使用の機器に付属し
ている取扱説明書をご参照ください。

48kHz を超えるデジタル信号を入力する場合は、
以下の点にご注意ください。
• DSPプログラムを選択することはできません。再生音は
フロントスピーカーのみから通常のステレオ音声（2ch
音声）で出力されます。

• セットメニューの「*Speaker Set」の設定（→78ペー
ジ）により、サブウーファーから音声が出力される場合
があります。

音声信号の種類を確認する

TV

CH

CINEMA

CH

A  B  C  D  E

A-B

DVD/CD

TUNER

YPAO

電　源 電　源

音  声

選  択

ナイト
リスニング ウーファー

TVチャンネル

TV入力

スリープ

プリセット プリセット

センター サラウンド

シフト

ステレオサラウンド マトリクス6.1

セットメニュー

入/切

スタート

リピート

アングル 字  幕

画面表示 メニュー

テスト

リターンステータス

TV音量 音　量
消　音

アンプ機能

ビデオ/VCR 映像/VIDEO

ムービー ミュージック スポーツ ゲーム

決　定

アンプ機能

ステレオ
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外部AV機器のリモコンコード（→72ページ）を登録すると、本機のリモコンを使用して本機に接続した
ビデオデッキやCDレコーダー、MDレコーダーなどの外部機器を操作することができます。

外部AV機器の機種によっては、本機のリモコンで一部の機能を操作できない場合があります。また、全く操作できない
場合もあります。このような場合は各機器に付属しているリモコンをご使用ください。

TVキーにはテレビのリモコンコードを、
ビデオ /VCRキーにはビデオデッキ、CDレコー
ダー、MDレコーダーのいずれかのリモコンコード
を登録することができます。

1 シフトキーを押しながらTVキーまたは
ビデオ / VCRキーを押す。シフトキーを押し
たまま、数字キーで外部AV機器のリモコン
コード（→72ページ）を入力する。
本機が入力したリモコンコードを読み取ると「Code 
Set OK」というメッセージが本機のディスプレイに
表示されます。正しく読み取れなかった場合は
「Code Set NG」というメッセージが表示されます
ので、手順1を再度実行してください。
工場出荷時は、TVは「299」に、VCRは「399」
に設定されています。

2 「操作可能な機能」（→74ページ）を参照し、
登録した外部機器のいずれかの操作を実行す
る。
外部AV機器が正しく機能すれば登録は完了です。
正しく機能しない場合はリモコンコードを間違って入
力している可能性があります。本機に接続している外
部機器のリモコンコード（→72ページ）を確認後、
手順1を再度実行してください。

リモコンの電池が切れると、約2分後にリモコンのメモ
リー内容が消去されます。この場合、必要に応じてリモコ
ンコードを再登録してください。
電池が切れてから2分に満たない場合でも、電池の交換
中にリモコンのキーを押すと、設定が消えてしまうことが
ありますので、ご注意ください。

本機のリモコンで外部AV機器を操作する

ご注意

リモコンコードを登録する

TV

CH

CINEMA

CH

A  B  C  D  E

A-B

DVD/CD

TUNER

電　源 電　源

音  声

選  択

ナイト
リスニング ウーファー

TVチャンネル

TV入力

スリープ

プリセット プリセット

センター サラウンド

サラウンド

シフト

ステレオマトリクス6.1

セットメニュー

入/切

スタート

リピート

アングル 字  幕

画面表示 メニュー

テスト

リターンステータス

TV音量 音　量
消　音

アンプ機能

ビデオ/VCR 映像/VIDEO

ムービー ミュージック スポーツ ゲーム

決　定

TV

シフト

数字キー

ビデオ/VCR

YPAO

ご注意
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• 外部AV機器の機種によっては、本機のリモコンで一部の機能を操作できない場合があります。また、全く操作できな
い場合もあります。このような場合は各機器に付属しているリモコンをご使用ください。

• 複数のリモコンコードが記載されている場合は、お使いの機器に一致するものが見つかるまで順番にお試しください。

テレビ

ビデオデッキ

リモコンコード一覧

ご注意

メーカー名 リモコンコード
ヤマハ 299 292
アイワ 294 276 283
Daewoo 297 298 224 227 228 287
フナイ 277 278 285
LG/Goldstar 297 298 239 237
日立 297 239 242 243
JVC（ビクター） 296 246 247
三菱 299 297 259
NEC 297 252 282 286
パナソニック 234 235 236 253
フィリップス 225
パイオニア 226 235 254 255 268
Samusung 297 239 248 262 275 286
サンヨー 295 233 279 272 273 274
シャープ 292 239 232 284
ソニー 263
東芝 292 226 267

メーカー名 リモコンコード
ヤマハ 399 392 393 394
アイワ 396 397 398 329 339
Daewoo 328 334 335
フナイ 397
LG/Goldstar 396 398 392
日立 325 333 349 342 343
JVC（ビクター） 392 394 344 345 346 347
三菱 399 344 348 359 352 353
NEC 392 394 344 383
Orion 327
パナソニック 325 328 355 378 384 385
パイオニア 325
Samusung 354 358 363 364 365 366 335
サンヨー 393 336 367 363
シャープ 395 362 382
ソニー 368 379 372 373 374 375
ティアック 392 394 397
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MD レコーダー

CDレコーダー

メーカー名 リモコンコード
ヤマハ 599 522 598
デノン 523 524
JVC（ビクター） 525
ケンウッド 526
オンキョー 592
パイオニア 527
シャープ 528
ソニー 522
ティアック 593

メーカー名 リモコンコード
ヤマハ 499
デノン 422 423
日立 424
JVC（ビクター） 425 428
ケンウッド 422
マランツ 422
フィリップス 422
パイオニア 426
ソニー 427
ティアック 429
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「リモコンコードを登録する」（→71ページ）の手順1を実行すると、登録した外部機器の以下の機能を
本機のリモコンで操作できるようになります。

テレビの操作
テレビの操作を開始するには、3TV（電源）キーを押します。

1 TVチャンネル +/ー キー
テレビのチャンネルを切り替えます。

2 TV音量 +/ー キー
テレビの音量を調節します。

3 TV（電源）キー
テレビの電源モード（オン /スタンバイ）を切り替
えます。

4 TV入力キー
テレビの入力を切り替えます。

5 ビデオ / VCRキー
リモコンの操作モードをビデオデッキ、CDレコー
ダー、MDレコーダーに切り替えます。

操作可能な機能

TV

CH

CINEMA

CH

A  B  C  D  E

A-B

DVD/CD

TUNER

YPAO

電　源 電　源

音  声

選  択

ナイト
リスニング ウーファー

TVチャンネル

TV入力

スリープ

プリセット プリセット

センター サラウンド

サラウンド

シフト

ステレオマトリクス6.1

セットメニュー

入/切

スタート

リピート

アングル 字  幕

画面表示 メニュー

テスト

リターンステータス

TV音量 音　量
消　音

アンプ機能

ビデオ/VCR 映像/VIDEO

ムービー ミュージック スポーツ ゲーム

決　定

3

4

5

2

1
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ビデオデッキの操作
ビデオデッキの操作を開始するには、ビデオ / VCRキーを押します。

1 wキー
巻き戻します。

2 /  (CH ー /CH+) キー
ビデオのチャンネルを切り替えます。

3 sキー
ビデオ再生を停止します。

4 eキー
ビデオ再生を一時停止します。

5 fキー
早送りします。

6 hキー
ビデオを再生します。

CDレコーダー /MDレコーダーの操作
CDレコーダーまたはMDレコーダーの操作を開始するには、ビデオ /VCRキーを押します。 

1 eキー
ディスク再生を一時停止します。

2 bキー
再生しているトラックの開始位置にスキップしま
す。

3 wキー
早戻しします。

4 hキー
ディスクを再生します。

5 数字キー（1～9、0、+10）
トラック番号や経過時間を入力する際に使用しま
す。

6 sキー
ディスク再生を停止します。

7 aキー
次のトラックの開始位置にスキップします。

8 fキー
早送りします。

TV

CHCH

A  B  C  D  E

A-B

DVD/CD

TUNER

YPAO

電　源 電　源

音  声

選  択

ナイト
リスニング ウーファー

TVチャンネル

TV入力

スリープ

プリセット プリセット

センター サラウンド

サラウンド

シフト

ステレオマトリクス6.1

セットメニュー

入/切

スタート

リピート

アングル 字  幕

画面表示 メニュー

テスト

リターンステータス

TV音量 音　量
消　音

アンプ機能

ビデオ/VCR 映像/VIDEO

決　定

1

2

3

4

5

6

ビデオ/VCR

TV

CHCH

A  B  C  D  E

A-B

DVD/CD

TUNER

YPAO

電　源 電　源

音  声

選  択

ナイト
リスニング ウーファー

TVチャンネル

TV入力

スリープ

プリセット プリセット

センター サラウンド

サラウンド

シフト

ステレオマトリクス6.1

セットメニュー

入/切

スタート

リピート

アングル 字  幕

画面表示 メニュー

テスト

リターンステータス

TV音量 音　量
消　音

アンプ機能

ビデオ/VCR 映像/VIDEO

決　定

1

2

3

4

6

5

7

8

ビデオ/VCR



各種パラメーターを変更する ( セットメニュー )

76

セットメニューでは、シネマステーションシステムに関するさまざまなパラメーターを変更することができ
ます。ほとんどの場合、初期設定でご使用いただけますが、使用するスピーカーや視聴環境により必要に応
じて各パラメーターを変更してください。

■ セットメニュー一覧
セットメニューで設定を変更できるパラメーターは以下のとおりです。各設定を変更するには「セットメ
ニューを操作する」（→77ページ）の手順を実行してください。

各種パラメーターを変更する ( セットメニュー )

メインメニュー サブメニュー 初期設定（値）

* Speaker Set（→ 78ページ） *CENTER SML

*FRONT SML

*SUR. SML

*BASS SWFR

*F. Level Nrm

*LFE Level （→ 79ページ） *SP LFE 0 dB

*HP LFE 0 dB

*SP Distance （→ 79ページ） *UNIT meters

*FRONT L 3.0 m

*FRONT R 3.0 m

*CENTER 3.0 m

*SURR L 3.0 m

*SURR R 3.0 m

*SWFR 3.0 m

*D. Range （→ 80ページ） *SP D.R MAX

*HP D.R MAX

*L/R Balance （→ 80ページ） － 中央

*Input Assign （→ 80ページ） － VIDEO

*Input Mode （→ 80ページ） － AUTO

*Display set （→ 80ページ） － 0

*Dual Mono － MAIN
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セットメニューの各種パラメーターを変更するに
は、以下の手順を行ってください。なお、各メ
ニューとパラメーターについて詳しくは、78～
81ページをご参照ください。

1 アンプ機能キーを押してから、セットメニュー
キーを押す。

2 / キーを押してメインメニューを選択し、
/ キーを押す。

3 選択したメニュー項目にサブメニューが複数あ
る場合は、 / キーを押してサブメニューを
選択し、 キーを押す。それ以外の場合は、こ
の手順を実行する必要はないので手順4へ進み
ます。
現在の設定がディスプレイに表示されます。

4 / キーを押して設定を変更する。

5 セットメニューキーまたはいずれかのDSPプ
ログラムキーを押してセットメニューを終了す
る。

セットメニューを操作する

TV

CH

CINEMA

CH

A  B  C  D  E

A-B

DVD/CD

TUNER

DSPプログラム
キー

電　源 電　源

音  声

選  択

ナイト
リスニング ウーファー

TVチャンネル

TV入力

スリープ

プリセット プリセット

センター サラウンド

シフト

ステレオサラウンド マトリクス6.1

セットメニュー

入/切

スタート

リピート

アングル 字  幕

画面表示 メニュー

テスト

リターンステータス

TV音量 音　量
消　音

アンプ機能

ビデオ/VCR 映像/VIDEO

ムービー ミュージック スポーツ ゲーム

決　定

アンプ機能

セットメニュー

YPAO
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■ スピーカーのサイズを設定する
（*Speaker Set）

スピーカーのサイズを設定するとき、以下を目安に
してください（市販のスピーカーを使用する場合）。
ウーファー口径
16ｃｍ以上：　LRG（大）
16ｃｍ以下：　SML（小）
NX-P150を使用するときは初期設定のままで構い
ません。

サブメニュー：*CENTER

センタースピーカーの有無やサイズを設定します。

選択項目： LRG ( 大 )、SML ( 小 )、NON ( なし )

初期設定： SML（小）

LRG：大型のセンタースピーカーを使用する際に選
択します。センターチャンネル信号の全帯域が、そ
のままセンタースピーカーに出力されます。

SML：小型のセンタースピーカーを使用する際に
選択します。センターチャンネル信号の低音域は、
「*BASS 」で選択したスピーカーに出力されます。

NON：センタースピーカーを使用しない際に選択
します。センターチャンネル信号は、フロント L/R
スピーカーに同じ音量レベルで振り分けられます。

サブメニュー：*FRONT

フロントスピーカーのサイズを設定します。

選択項目： LRG（大）、SML（小）

初期設定： SML（小）

LRG：大型のフロントスピーカーを使用する際に選
択します。フロント L/Rチャンネル信号の全帯域
が、そのままフロント L/Rスピーカーに出力され
ます。

SML：小型のセンタースピーカーを使用する際に
選択します。フロント L/Rチャンネル信号の低音
域は、「*BASS 」で選択したスピーカーに出力され
ます。

サブメニュー：*SUR.

サラウンド L/Rスピーカーの有無やサイズを設定
します。

選択項目： LRG ( 大 )、SML ( 小 )、NON ( なし )

初期設定： SML（小）

LRG：大型のサラウンド L/Rスピーカーを使用す
る際やサラウンド L/Rスピーカーにサラウンド側
サブウーファーをスピーカーケーブル結線で接続し
て使用する際に選択します。サラウンド L/Rチャ
ンネル信号の全帯域が、そのままサラウンドスピー
カーに出力されます。

SML：小型のサラウンド L/Rスピーカーを使用す
る際に選択します。サラウンド L/Rチャンネル信
号の低音域は、「*BASS 」で選択したスピーカーに
出力されます。

NON：サラウンド L/Rスピーカーを使用しない際
に選択します。サラウンド L/Rチャンネル信号は
フロント L/Rスピーカーにそれぞれ振り分けられ
ます。この設定にすると、バーチャルシネマDSP
機能が自動的に設定されます（→58ページ）。

サブメニュー：*BASS

LFE/BASS ( 低音 ) 信号を出力するスピーカーを設
定します。（LFE 信号とは、ドルビーデジタルや
DTS 、AAC の音声に含まれる90Hz 以下の低域
効果音のことです。）

選択項目：SWFR ( サブウーファー )、FRONT
（フロント）、BOTH （両方）

初期設定：SWFR（サブウーファー）

SWFR：サブウーファーを使用する際に選択しま
す。LFE 信号がサブウーファーに出力されます。ま
た「*CENTER」、「*FRONT」、「*SUR」の設定に
より他のチャンネルの低音域もサブウーファーに出
力されます。

FRONT：サブウーファーを使用しない際に選択し
ます。LFE 信号がフロント L/Rスピーカーに出力
されます。また「*CENTER」、「*FRONT」、
「*SUR」の設定により他のチャンネルの低音域もフ
ロント L/Rスピーカーに出力されます。

BOTH：サブウーファーを使用し、さらにフロント
スピーカーの設定に関わりなく、フロントスピー
カーの低音域を LFE チャンネルにミックスする際
に選択します。フロント L/Rチャンネルの低音域
が、フロント L/Rスピーカーとサブウーファーの
両方に出力されます。また2 チャンネル再生やド
ルビーサラウンド再生時に、サブウーファーから音
を出すことができます。
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サブメニュー：*F.Level

フロントスピーカーの音量レベルを調節します。フ
ロントスピーカーの音量レベルが極端に大きく、他
のスピーカーの音量レベルがフロントスピーカーと
統一できない場合に、フロントスピーカーの音量レ
ベルを下げてスピーカーバランスを調節することが
できます。

選択項目： Nrm ( ノーマル )、 ー 10 dB

初期設定： Nrm（ノーマル）

Nrm：通常時に使用する設定です。

ー10 dB：センタースピーカーやサラウンドス
ピーカーの音量レベルがフロントスピーカーと統一
できない場合に選択します。フロントスピーカーの
音量レベルが −10 dB（約 1/3）になります。
y
•「*FRONT」で「SML」を設定しても、「*BASS 」で
「FRONT」が設定されている場合には、フロント L/R
チャンネル信号の低音域はフロントスピーカーに出力さ
れます。

•「*SUR.」で「NON」が設定されている際に、DSPプロ
グラムを設定すると自動的にバーチャルシネマDSP
（→58ページ）が機能します。
• ここで設定した内容はヘッドホンの音声には反映されま
せん。

サンプリング周波数が48kHz を超えるデジタル信号を入
力中は、ここでの設定が再生音に反映されない場合があり
ます。

■ LFE信号の出力レベルを調節する
（*LFE Level）

ドルビーデジタル、DTS、AACを再生する際の
LFEチャンネルの出力レベルを設定します。使用す
るサブウーファーとヘッドホンの性能に応じて、
LFEレベルを調節してください。

サブメニュー：SP LFE、HP LFE

可変範囲：ー20～ 0dB

初期設定：0dB

■ 各スピーカーからリスニングポジション
（視聴位置）までの距離を設定する。
（*SP Distance）

各スピーカーからの音が同時にリスニングポジショ
ン（視聴位置）に届くように、スピーカーから音が
出るタイミングを調節します。音が出るタイミング
は、各スピーカーからリスニングポジションまでの
距離を設定することで調節されます。

サブメニュー：UNIT、FRONT L、FRONT R、
CENTER、SURR L、SURR R、SWFR

UNIT：設定する距離の単位を選びます。

選択項目：meters、feet

初期設定：meters

FRONT L：フロント Lスピーカーから、リスニン
グポジションまでの距離を設定します。

選択項目：0.3～ 24.0ｍ、1.0～ 80.0ft

初期設定：3.0ｍ、10.0ft

FRONT R：フロントRスピーカーから、リスニン
グポジションまでの距離を設定します。

選択項目：0.3～ 24.0ｍ、1.0～ 80.0ft

初期設定：3.0ｍ、10.0ft

CENTER：センタースピーカーから、リスニング
ポジションまでの距離を設定します。

選択項目：0.3～ 24.0ｍ、1.0～ 80.0ft

初期設定：3.0ｍ、10.0ft

SURR L：サラウンド Lスピーカーから、リスニン
グポジションまでの距離を設定します。

選択項目：0.3～ 24.0ｍ、1.0～ 80.0ft

初期設定：3.0ｍ、10.0ft

SURR R：サラウンドRスピーカーから、リスニ
ングポジションまでの距離を設定します。

選択項目：0.3～ 24.0ｍ、1.0～ 80.0ft

初期設定：3.0ｍ、10.0ft

SWFR：サブウーファーから、リスニングポジショ
ンまでの距離を設定します。

選択項目：0.3～ 24.0ｍ、1.0～ 80.0ft

初期設定：3.0ｍ、10.0ft

ご注意
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■ ドルビーデジタル再生時のダイナミックレ
ンジを設定する（*D.Range）

ドルビーデジタル再生時のダイナミックレンジ（最
大音量から最小音量までの幅）を3段階で設定しま
す。

サブメニュー：SP D.R、HP D.R

選択項目：MAX ( 最大 )、STD ( 標準 )、MIN ( 最
小 )

初期設定：MAX（最大）

MAX：最大限のダイナミックレンジでソースを再
生する際に選択します。

STD：ソフト製作者が家庭用として推奨するダイナ
ミックレンジです。

MIN：小さな音量でも聴きやすく、深夜の視聴に適
したダイナミックレンジです。

ダイナミックレンジの「MIN」に対応していないドルビー
デジタルソフトを使用する場合は、ダイナミックレンジを
「MAX」または「STD」に設定してください。（「MIN」
を設定した場合、音量が極端に小さくなることがありま
す。）

■ フロントスピーカーのL/Rバランスを調整
する（*L/R Balance）

フロントスピーカーの L/Rバランス（LとRの音
量バランス）を設定します。ここで設定した音量バ
ランスは、ヘッドホン使用時にも適用されます。

可変範囲：中央および左右に10段階

初期設定：中央

キーを押すとフロントRスピーカーの音が大き
く、フロント Lスピーカーの音が小さくなります。
キーを押すとフロント Lスピーカーの音が大き

く、フロントRスピーカーの音が小さくなります。
最端に設定にしても1つのスピーカーの音だけを完
全に消すことはできません。

■ オプティカル入力端子の割り当て設定を変
更する（*InputAssign）

本機のオプティカル入力端子をVIDEOまたは
VCRに割り当てることができます。

VIDEOに割り当てると、オプティカル入力端子に
接続した機器を入力選択キーの映像 /VIDEOキー
で選択できるようになり、入力ソース名が
「VIDEO」と表示されるようになります。VCRに
割り当てると、オプティカル入力端子に接続した機
器を入力選択キーのビデオ /VCRキーで選択できる
ようになり、入力ソース名が「VCR」と表示される
ようになります。

選択項目：VIDEO、VCR

初期設定：VIDEO

■ 電源オン時の入力設定を指定する
（*Input Mode）

デジタルとアナログ端子の両方に機器を接続してい
る場合、本機の電源モードをオンにした際に使用す
る音声信号の入力設定を指定することができます。
音声信号の入力設定について詳しくは「音声信号の
入力設定を変更する」（→69ページ）をご参照く
ださい。

選択項目：AUTO、LAST

初期設定：AUTO

AUTO：本機の電源モードをオンにすると、入力設
定が自動的に「AUTO」に切り替わります。

LAST：前回電源モードをスタンバイにした際に選
択していた入力設定が適用されます。

■ 本機のディスプレイの明るさを調節する
（*Display set）

Dimmer
シネマステーション本体に備わっているディスプレ
イの明るさを調節します。

可変範囲：ー4～0

初期設定：0

キーを押すとディスプレイが明るくなり、 キー
を押すと暗くなります。

ご注意
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■ 二重音声ソース再生時の出力設定を変更す
る（*Dual Mono）

BSデジタル放送などで使用されている二重音声
ソースを再生する際の主音声と副音声の出力設定を
変更します。

選択項目：MAIN 、SUB 、ALL

初期設定：MAIN

MAIN ：主音声のみをフロント L/Rスピーカーか
ら出力します。

SUB ：副音声のみをフロント L/Rスピーカーから
出力します。

ALL ：主音声と副音声をフロント L/Rスピーカー
からそれぞれ同時に出力します。

• PCM信号が入力されている場合のフロントL/Rチャンネ
ルへの音声の振り分けは、BSデジタルチューナーの設
定により異なります。詳しくはご使用のBSデジタル
チューナーに付属している取扱説明書をご参照ください。

• 本機で出力設定を変更できる二重音声ソースはモノラル
信号のみになります。これ以外の二重音声ソースの出力
はBSデジタルチューナーで設定してください。

• AACまたはドルビーデジタル信号の二重音声（デュアル
モノ）信号、AACの多重音声（マルチモノ）信号の受
信時のみ、ここでの設定が適用されます。ただしAAC
多重音声の第3 、第 4チャンネルを選択することはで
きませんので、これらのパラメーターを使用する際は
BSデジタルチューナーで設定を変更してください。

• 地上波放送で使用しいているアナログやPCM信号などの
二重音声ソース（主音声と副音声）の出力設定を本機で
変更することはできません。チューナーやビデオデッキ
で設定してください。

ご注意
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使用中に本機が正常に作動しなくなった場合は、まず下記の点をご確認ください。下記以外で異常が認めら
れた場合や下記の対処を行っても正常に作動しない場合は、本機の電源を切り、電源コードをコンセントか
ら抜いてから、お買上げ店または最寄りのヤマハ電気音響製品サービス拠点までお問い合わせください。

故障かな？と思ったら

全般
症状 原因 対策

電源を入れてもすぐに切れる システムケーブルが正しく接続されて
いない。

システムケーブルが正しく接続されて
いることをご確認ください。（→10
ページ）

電源コードが正しく接続されていな
い。

電源コードが正しくコンセントに接続
されていることをご確認ください。
（→17ページ）

スピーカーケーブルがショートした。 すべてのスピーカーケーブルが正しく
接続されていることをご確認くださ
い。

本機が落雷や過度の静電気など外部か
らの強い電気ショックを受けた。

本機の電源モードをスタンバイにして
電源コードを抜いてください。約30
秒経ってから電源コードをコンセント
に再接続して電源をオンにしてくださ
い。

スピーカーから音が出ない 音量が最小に設定されている。 音量を調節してください。（→20
ページ）

消音機能を使用している。 消音を解除してください。（→20
ページ）

入力が正しく選択されていない。 正しい入力を選択してください。
（→19、69ページ）

ケーブルが正しく接続されていない。 すべてのケーブルが正しく接続されて
いることをご確認ください。（→9
ページ）

本機で再生できないディスクを再生し
ようとしている。

本機の対応ディスク情報および使用し
ているディスクの種類をご確認くださ
い。（→33ページ）

オンスクリーンメニューのデジタル出
力の設定が「PCM Only」を選んでい
る状態で、dts ソースを再生してい
る。

デジタル出力の設定を「All」に変更し
てください。（→32ページ）

テレビ画面に画像が表示されない ケーブルが正しく接続されていない。 すべてのケーブルが正しく接続されて
いることをご確認ください。（→12
ページ）

音が突然出なくなる スリープタイマー（→28ページ）を
設定している。

電源モードをオンにして、ソースを再
生なおしてください。

片側のチャンネルの音がほとんど出な
い

ケーブルが正しく接続されていない。 すべてのケーブルが正しく接続されて
いることをご確認ください。（→9
ページ）

フロントスピーカー以外のスピーカー
から音が出ない

ステレオ再生を設定している。 ステレオキーを押して、DSPプログ
ラムを有効にしてください。（→62
ページ）

ドルビーサラウンドやドルビーデジタ
ル、DTS 、AAC 信号でエフェクト信
号が含まれていないソースを再生して
いる。

別のDSPプログラムを選択してくだ
さい。（→26ページ）
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センタースピーカーから音が出ない センタースピーカーの音量が最小に設
定されている。

センタースピーカーの音量を調節して
ください。（→64ページ）

ミュージックグループ（5ch Stereo
を除く）のDSPプログラムを設定し
ている。

別のDSPプログラムを選択してくだ
さい。（→26ページ）

セットメニューの「*CENTER」設定
で「NON」が選択されている。

セットメニューでセンタースピーカー
の設定を変更してください。（→78
ページ）

サラウンドスピーカーから音が出ない サラウンドスピーカーの音量が最小に
設定されている。

サラウンドスピーカーの音量を調節し
てください。（→64ページ）

DSPプログラム「Theater」を設定
してモノラルソースを再生している。

別のDSPプログラムを選択してくだ
さい。（→26ページ）

サブウーファーから音が出ない サブウーファーの音量が最小に設定さ
れている。

サブウーファーの音量を調節してくだ
さい。（→64ページ）

LFEなどの低音信号が含まれていない
ソースを再生している。

適正範囲を超える信号はサブウー
ファーから出力されません。

サブウーファーの音が不良である
（雑音が出る）

サブウーファーの設置（向き）が適切
でない。

ご使用のサブウーファーに付属してい
る取扱説明書を参照してサブウー
ファーを設置しなおしてください。

サブウーファーケーブルが正しく接続
されていない。

サブウーファーケーブルが正しく接続
されていることをご確認ください。
（→10ページ）

スピーカーから出力される低音が不良
である

セットメニューの「*Speaker Set」
設定が実際のスピーカー構成と一致し
ていない。

セットメニューでスピーカーサイズの
設定を変更してください。（→78
ページ）

音量が大きくならない／音が歪む 本機の出力端子に接続している機器の
電源が入っていない。

本機の出力端子に接続している機器の
電源を入れてください。

録音した音声にDSPプログラムの設
定が反映されない

DSPプログラムの設定を録音に適用
することはできません。

－

本機で再生しているソース（DVD、
CD、FM/AM放送など）を外部レ
コーダーで録音できない

FM/AM放送をデジタル録音しようと
している。

アナログ録音してください。（→17、
54ページ）

dts ソースを録音しようとしている。 dts ソースは、レコーダーによって
は、正しく録音できない場合がありま
す。ご使用のレコーダーに付属してい
る取扱説明書を参照してください。

本機に接続したAV機器で再生してい
るソース（MDレコーダーなど）を外
部レコーダーで録音できない

デジタル録音時にアナログソースを入
力している。またはアナログ録音時に
デジタルソースを入力している。

適切なソースを入力してください。

本機が正常に作動しない 本機が落雷や過度の静電気など外部か
らの強い電気ショックを受けた。

本機の電源モードをスタンバイにして
電源コードを抜いてください。約30
秒経ってから電源コードをコンセント
に再接続して電源をオンにしてくださ
い。

周囲に設置しているデジタル機器や高
周波機器から雑音が出る

本機とデジタル機器または高周波機器
の位置が近すぎる。

本機をそれらの機器から離して設置し
てください。

セットメニューなどの設定内容が消え
た

電源コードがコンセントから抜けてい
たり、外部タイマーにより電源が切ら
れていた場合など、本機への電源供給
が1週間以上遮断されていた。

電源供給が1週間以上遮断されると、
本機のメモリー内容が消えてしまうこ
とがあります。この場合は各設定を再
度やり直してください。

症状 原因 対策
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リモコンの操作
症状 原因 対策

リモコンでシネマステーション本体を
操作できない

リモコンの操作範囲外から操作しよう
としている。

リモコンの操作範囲については、「リ
モコンを使用する」（→18ページ）
をご参照ください。

シネマステーション本体のリモコン受
光部に直射日光や照明があたってい
る。

照明またはシネマステーション本体の
向きを変更してください。

リモコンの操作モードが正しく選択さ
れていない。

目的に応じてリモコンの操作モードを
変更してください。（→6ページ）

電池が消耗している。 新しい電池と交換してください。（→
18ページ）

リモコンで本機に接続した外部AV機
器を操作できない

システムコンポーネントをリモコン操
作しようとしている。

本機のリモコンでシステムコンポーネ
ントを操作することはできません。各
機器に付属しているリモコンをご使用
ください。

リモコンコードが正しく設定されてい
ない。

ご使用の機器のリモコンコードを確認
後、リモコンコードを再度登録してく
ださい。また外部機器の機種によって
は、本機のリモコンで一部またはすべ
ての機能を操作できない場合がありま
す。この場合は各機器に付属している
リモコンをご使用ください。

ディスクの再生
症状 原因 対策

特定の機能がはたらかない ディスクの種類により本機の機能に対
応していない場合があります。

ー

hキーを押しても再生が始まらない
（すぐに停止する）

ディスクがディスクトレイに正しく
セットされていない。

ディスクを正しくセットしてくださ
い。

ディスクが汚れている。 ディスクの汚れを拭きとってくださ
い。

本機で再生できないディスクを再生し
ようとしている。

本機の対応ディスク情報および使用し
ているディスクの種類をご確認くださ
い。（→33ページ）

本機を気温の低い場所から高い場所に
移動したため、レンズ部に露が付い
た。

本機を1、2 時間ほど放置してから再
度操作してください。

音声／字幕言語を切り替えられない マルチ言語に対応していないディスク
を使用している。

音声／字幕言語は、マルチ言語対応
DVDでのみ切り替え可能です。ディ
スクに収録されているヘルプメニュー
やディスクのケースに記載されている
説明などを参照して、ご使用のディス
クがマルチ言語に対応しているかどう
かご確認ください。
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字幕が表示されない 字幕言語の設定で「None」が選択さ
れている。

表示する字幕言語を選択してくださ
い。（→41ページ）

字幕データが収録されていないディス
クを使用している。

字幕は、字幕対応DVDでのみ表示可
能です。ディスクに収録されているヘ
ルプメニューやディスクのケースに記
載されている説明などを参照して、ご
使用のディスクが字幕表示に対応して
いるかどうかご確認ください。

A-Bリピート（→39ページ）を設定
している。

A-B リピートを設定している場合、選
択範囲以外で字幕が表示されないこと
があります。この場合はA-B リピート
を解除してください。（→39ページ）

ディスクアングル（表示角度）を切り
替えられない

マルチアングルに対応していないディ
スクを使用している。

ディスクアングルは、マルチアングル
対応DVDでのみ切り替え可能です。
ディスクに収録されているヘルプメ
ニューやディスクのケースに記載され
ている説明などを参照して、ご使用の
ディスクがマルチアングルに対応して
いるかどうかご確認ください。

DVDをビデオデッキで録画できない コピープロテクトがかかっている
DVDを録画しようとしている。

ほとんどの場合、市販のDVDにはコ
ピープロテクトがかかっています。こ
れらのDVDを複製することはできま
せん。

画質が良くない 早戻し／早送り再生をしている。 早戻し／早送りを操作中、画像が多少
乱れることがありますが、故障ではあ
りません。

テレビ（モニター）に映像が正常に表
示されない

オンスクリーンメニューの「出力映像
タイプ」が使用しているテレビの仕様
と一致していない。

「出力映像タイプの設定を元に戻す」
（→32ページ）を実行してください。

プログレッシブ入力に対応していない
テレビでプログレッシブ機能を使用し
ている。

本機のプログレッシブ機能をオフにし
て通常出力（インタレース出力）に戻
してください。（→47ページ）

画面サイズがおかしい オンスクリーンメニューの「TVアス
ペクト」が使用しているテレビのサイ
ズと一致していない。

オンスクリーンメニューで「TVアス
ペクト」を変更してください。（→32
ページ）

プログレッシブモードを使用して、縦
横比が4:3の映像を16:9 ワイド画面
テレビで再生している。

オンスクリーンメニューで「TVアス
ペクト」を変更してください。（→32
ページ）
設定を変更できない場合はプログレッ
シブ機能をオフにして通常出力（イン
ターレース出力）に戻してください。
（→47ページ）

映像の一部が二重にぶれて表示される 映像ソフトそのものの編集方法や素材
が本機のプログレッシブ機能に対応し
ていない。

本機のプログレッシブ機能をオフにし
て通常出力（インタレース出力）に戻
してください。（→47ページ）

ステータス情報が表示されない オンスクリーンメニューの「ステータ
ス表示」設定で「オフ」が選択されて
いる。

オンスクリーンメニューで「ステータ
ス表示」設定を「オン」に切り替えて
ください。（→30ページ）

ディスクが勝手にイジェクトされる
（ディスクトレイが開く）

本機で再生できないディスクを再生し
ようとしている。

本機の対応ディスク情報および使用し
ているディスクの種類をご確認くださ
い。（→33ページ）

ディスクをディスクトレイにセットし
てもディスプレイに「No Disc」とい
うメッセージが表示されたままになり
ディスクが認識されない

ディスクがディスクトレイに正しく
セットされていない。

ディスクを正しくセットしてくださ
い。

症状 原因 対策
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FM/AM放送局の受信

FM放送局の受信

AM放送局の受信

放送局の受信

症状 原因 対策
プリセット選局（→49ページ）がで
きない

登録設定（本機のメモリー内容）が消
去された。

放送局を再度登録してください。

症状 原因 対策
ステレオ放送になるとたくさんの雑音
が入る

FM簡易アンテナが正しく接続されて
いない。

FM簡易アンテナが正しく接続されて
いることをご確認ください。（→13
ページ）

選択している FM放送局の電波が弱
い、またはお住まいの地域の FM放送
局の受信が良くない。

手動選局で雑音を軽減するか（→49
ページ）、別売りの屋外アンテナをご
使用ください。屋外アンテナの入手方
法については、お近くのヤマハ電気音
響製品サービス拠点までお問い合わせ
ください。

屋外アンテナを使用していても受信感
度が悪い（音が歪むなど）

マルチバス ( 多重反射 ) などの妨害電
波を受けている。

アンテナの高さや方向、設置場所を変
えてください。

自動選局ができない FM放送局の電波が弱い、またはお住
まいの地域の FM放送局の受信が良く
ない。

手動選局で放送局を選局するか（→
49ページ）、別売りの屋外アンテナを
ご使用ください。屋外アンテナの入手
方法については、お近くのヤマハ電気
音響製品サービス拠点までお問い合わ
せください。

症状 原因 対策
自動選局ができない AMループアンテナが正しく接続され

ていない。
AMループアンテナが正しく接続され
ていることをご確認ください。（→13
ページ）

AM放送局の電波が弱い、またはお住
まいの地域のAM放送局の受信が良く
ない。

手動選局で放送局を選局してくださ
い。（→49ページ）

たくさんの雑音が入る 空電や雷による雑音、または蛍光灯、
モーター、サーモスタット付きの電気
器具などの雑音を拾っている。

この種類の雑音を完全に除去するのは
困難です。屋外アンテナを使用して、
アース線（→13ページ）を正しく接
続すると雑音が軽減できる場合があり
ます。

本機とテレビの位置が近すぎる。（特
に夕方～夜になると雑音が入る場合）

本機をテレビから離して設置してくだ
さい。
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本機は下記のディスクが再生できます。本機の故障やディスクの破損の原因となりますので、これ以外の
ディスクは使用しないでください｡

シネマステーションで再生できる映像ディスク

JPEG形式の静止画ファイル再生について
本機では、CD-R や CD-RWに書き込んだ JPEG形式の
静止画ファイルも再生することができます。

DVDのリージョンコードについて
一般のDVDプレーヤーとDVDビデオディスクにはリー
ジョンコード（発売地域ごとに割り当てられた識別番号）
が決められています。本機では右表のディスクが再生でき
ます。
詳しくはディスクのジャケットなどの記載もご覧くださ
い。

シネマステーションで再生できる音楽ディスク

y
ディスクのロゴマークは、ディスクやディスクジャケットに印刷されています。

その他の情報

ディスクについて

ディスクの種類 ディスクのロゴマーク

DVDビデオ

        

SVCD
( スーパービデオCD)

        

ビデオ CD 市販のビデオCD

マイビデオCD

MPEG形式の動画ファイルをCD-Rや CD-RWに書き込んで、ビデオCDとして再
生できます。

DIGITAL VIDEO

DIGITAL VIDEO

仕向け 本機の
リージョンコード

再生できるディスクの
リージョンコード

日本

または複数のリージョ
ンコードに2が入って
いるディスク

2 2 ALL

ディスクの種類 ディスクのロゴマーク

音楽CD
（コンパクトディスク
デジタルオーディオ）

市販の音楽CD

マイ音楽CD

ご自分で書き込んだCD-R や CD-RWを音楽CDとして再生できます。MP3形式の
音声も再生できます。
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• 下記のディスクを本機で再生することはできません。
CD- ROM 、DVD- ROM 、DVD-RAM、CDV など 
(DVD- R 、DVD- RW （ビデオフォーマットのみ）、
DVD+R 、DVD+RW についてはディスクによっては再
生できる場合があります )

• ファナライズされていないCD- R や CD- RW 、DVD- 
R 、DVD-RW 、DVD+R ディスクは再生できません。
ファナライズとは、再生対応機器で再生できるように処
理することです。

• 信用できるメーカーのディスクを使用してください。録
音状態やディスクの特性によっては、再生できない場合
があります。

• ハート型などの特殊形状のディスクは使用しないでくだ
さい。

• DVD ビデオ、ビデオCD の中には操作や機能が本書の
記載と異なる場合があります。これはソフト制作者の意
図によるもので、本機の故障ではありません。詳しくは
ディスクのジャケットなどの説明をご参照ください。

• 上記ロゴマークの入ったものなど、それぞれの規格に合
致したディスクをご使用ください。それ以外のディスク
は、本機の故障やディスクの破損の原因となりますので
使用しないでください。

• 記録方法（PC 環境やソフトウェアなど）やディスクの
状態（傷やそりがあるなど）によっては再生できな場合
があります。

• ディスクを持つときは、ディ
スクの縁や真中の穴を持つよ
うにして、表面に触れないで
ください。

• 再生時以外はディスクをトレイに入れたままにしないで
ください。

• ディスクに鉛筆などで字を書かないでください。
• ディスクにテープやシールなどを貼ったり、のりなどを
つけないでください。

• 傷つき防止用のプロテクターなどは使わないでください。
• 市販のラベルプリンターで表面に印刷したディスクは使
わないでください。

• ディスクを保管する際に
は、直射日光のあたるとこ
ろや温度の高いところ、湿
気やほこりの多いところは
避けてください。

• ディスクが汚れたときには、
乾いた柔らかい布で中心か
ら外側へふいてください。
レコードクリーナーやシン
ナーなどは使わないでくだ
さい。

• 誤動作の原因になるため、市販のレンズクリーナーなど
は使わないでください。

ご注意

ディスクの取扱いについて

注意
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ディスクを無断で複製、放送、公開演奏、レンタルするこ
とは法律により禁じられています。 本製品は、著作権保護
技術を採用しており、マクロビジョン社及びその他の著作
権利者が保有する米国特許及びその他の知的財産権によっ
て保護されています。 この著作権保護技術の使用は、マク
ロビジョン社の許可が必要で、またマクロビジョン社の特
別な許可がない限り家庭用及びその他の一部の鑑賞用の使
用に制限されています。分解したり、改造することも禁じ
られています。

「サイレントシネマ／SILENT CINEMA」は、ヤマハ株式
会社の登録商標です。 

ドルビーラボラトリーズからの実施権により製造されてい
ます。「ドルビー」、「PRO LOGIC」およびダブルD記号
qは、ドルビーラボラトリーズの商標です。  

AACロゴマーク はドルビーラボラトリーズの商標で
す。 以下はパテントナンバーです。

DTSおよびDTSデジタルサラウンドはデジタルシア
ターシステムズの登録商標です。

MPEG Audio Layer3 音声圧縮技術は、Fraunhofer IIS
および THOMSON multimedia からライセンスを受けて
います。

著作権とロゴマーク

08/937,950 5,633,981 5,227,788 5,299,239
5848391 5 297 236 5,285,498 5,299,240
5,291,557 4,914,701 5,481,614 5,197,087
5,451,954 5,235,671 5,592,584 5,490,170
5 400 433 07/640,550 5,781,888 5,264,846
5,222,189 5,579,430 08/039,478 5,268,685
5,357,594 08/678,666 08/211,547 5,375,189
5 752 225 98/03037 5,703,999 5,581,654
5,394,473 97/02875 08/857,046 05-183,988
5,583,962 97/02874 08/894,844 5,548,574
5,274,740 98/03036 5,299,238 08/506,729
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AAC（アドバンスト オーディオ コー
ディング） 
MPEG-2オーディオ規格の1つで、BSデジタル
放送で採用されています。モノラル音声から最大で
7チャンネル音声までを効率良く圧縮して記録、伝
送できます。 本機はAACデコーダーを搭載してい
るので、BSデジタルチューナーで受信した番組の
5.1 チャンネル音声を楽しむことができます。

ダイナミックレンジ 
機器が出す雑音にうもれてしまわない最小音と、音
割れしない最大音との音量差のことです。 

チャンネル（ch） 
出力される音域や特性によって区別された音声の種
類です。 

例）5.1 チャンネル

• フロントスピーカー［Ｌ(1ch)/Ｒ(1ch)］
• センタースピーカー（1ch）
• サラウンドスピーカー
［Ｌ(1ch)/Ｒ(1ch）］

• サブウーファー［1ch× 0.1*=0.1ch］

* 低音の出力を補うサブウーファーは、周波数範囲が他の
スピーカーに比べて狭いので0.1と扱われます。

DTS（デジタル・シアター・システムズ） 
多くの映画館で採用されている最大5.1チャンネル
のサラウンドシステムです。情報量が多いので、リ
アルな音響効果が得られます。 

ドルビーデジタル 
ドルビーデジタルは、完全に独立したマルチチャン
ネル音声を再生できるデジタルサラウンドシステム
です。全帯域の音声成分を持つフロントの3 チャ
ンネル（メイン L/R 、センター）と、サラウンド
のステレオ2 チャンネル、低音域専用の LFE チャ
ンネルの合計5.1 チャンネルで構成されます。 サラ
ウンドがステレオ2 チャンネルで収録されている
ため、音の移動感、木々のざわめきや波の音などの
繊細な環境音も明確に再現できます。 

ドルビープロロジック 
4チャンネル信号を2チャンネルに記録し、演算処
理により、再び4チャンネルの独立した信号を再生
するサラウンドシステムです。 

ドルビープロロジック II 
2チャンネルで記録された音声を信号処理し、優れ
た分離感を保ったまま5.1 チャンネル音声に変換し
ます。映画用のMOVIE モード、音楽などのステレ
オソース用のMUSIC モード、ゲーム用のGame
モードが用意されています。従来の2チャンネル音
声（モノラル音声を除く）だけで記録された古い映
画も、5.1チャンネルの迫力ある音声で楽しめま
す。 

マトリクス6.1 
本機は5.1 チャンネルのソースにサラウンドバック
チャンネルを加えて6.1 チャンネル再生を可能にす
るドルビーデジタルやDTS、AACマルチチャンネ
ルソフト対応のマトリクス6.1 デコーダーを内蔵し
ています。（サラウンドバックチャンネルはサラウ
ンドＬ、Ｒチャンネルから作られます。）この追加
チャンネルにより、特に飛び越えたり飛び回ったり
といった動きのあるシーンで、よりダイナミックで
リアルな動作音をお楽しみいただけます。 

サイレントシネマ 
ヘッドホンでマルチスピーカーによる音場プログラ
ムを擬似的に再現するための、ヤマハ独自のシステ
ムです。音場プログラムごとにヘッドホン用の設定
値が用意されているため、自然で立体感あふれる音
場プログラムをヘッドホンでもお楽しみいただけま
す。 

シネマDSP（デジタル・サウンドフィー
ルド・プロセッサー） 
ドルビーサラウンドやDTSのシステムは、本来映
画館用に設計されているため、ご家庭では部屋の広
さや壁の材質、スピーカーの数などの条件の違いに
よって、同じソフトであっても視聴感に差が出てし
まいます。 ヤマハシネマDSPは、豊富な実測デー
タに基づく独自の音場技術を応用することで、ドル
ビープロロジックやドルビーデジタル、DTSのシ
ステムと組み合わせて音のスケールや奥行き、音量
感を補い、ご家庭でも映画館のような視聴体験を実
現します。 

バーチャルシネマDSP（デジタル・サウ
ンドフィールド・プロセッサー） 
仮想的にサラウンドスピーカーの音場を再現するこ
とで、センター、サラウンド L、Rスピーカーなし
でも、フロント L、Rスピーカーだけで音場プログ
ラムを楽しめます。 

用語解説

音声フォーマット

音場プログラム
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サンプリング周波数／量子化ビット数 
アナログ音声信号をデジタル信号化する際に、１秒
間にサンプリング（信号の大きさを数値に置き換え
ること）をおこなう回数をサンプリング周波数とい
い、音の大きさを数値化するときのきめの細かさを
量子化ビット数といいます。 再生できる周波数帯は
「サンプリング周波数」で決まり、音量の差を表わ
すダイナミックレンジは「量子化ビット数」で決ま
ります。原理的には、サンプリング周波数が高いほ
ど再生可能な音域が広がり、量子化ビット数が大き
いほど音の大きさの変化をきめ細かく再現できるこ
とになります。 

デコーダー 
ドルビーデジタルやDTSのビットストリーム信号
を5.1ch などの音声に戻す装置。この処理をデ
コードといいます。 

トラック（CD/ビデオCD） 
CD、ビデオCDは、いくつかの区切り（トラック）
に分けられています。これらの区切りの番号をト
ラック番号と呼びます。 

ビットストリーム 
圧縮され、デジタルに置き換えられた信号です。デ
コーダーを使うことで、5.1ch などのマルチチャン
ネル音声を楽しむことができるようになります。 

リニアPCM（LPCM） 
圧縮せずにデジタル信号に置き換えられた信号で
す。CDでは、44.1kHz/16bit で記録されている
のに対し、DVDでは48kHz/16bit ～ 192kHz/
24bit で記録されているので、CDよりも高音質で
再生できます。また、この信号を、情報量を損なう
ことなく圧縮したものをパックトPCM（P.PCM）
といいます。 

LFE（ローフリケンシーエフェクト）
0.1 チャンネル 音声成分の帯域が20～120Hz
の、低音域専用チャンネルです。ドルビーデジタル
とDTS、AACで、全帯域用の5チャンネルに加え
て、効果的な場面で低音を増強するために使用され
ます。音声の帯域が低域のみに制限されているの
で、0.1 と表現されます。 

YPAO（Yamaha Parametric Room 
Acoustic Optimizer）
YPAOはスピーカーバランス（各スピーカーの音
量調節）や各チャンネルのディレイタイム、サブ
ウーファーのクロスオーバー／ハイカット周波数な
どを自動的に設定する、ヤマハ独自の方式です。付
属のYPAO用マイクを使用して、実際に音声を聴
く環境でスピーカーからの音を収集し分析します。

インタレース 
一画面の走査線を奇数段、偶数段にわけ、交互に表
示する走査方式です。通常のテレビに使われている
走査方式です。 

Sビデオ信号 
映像信号を、輝度を表すY信号と、色を表すC信
号に分けて伝送する方式です。Sビデオ端子で接続
すると、より美しい映像で録画／再生をお楽しみい
ただけます。 

NTSC
NTSCは日本を含むアジア、北米や中央アメリカ、
南米で多く採用されている映像方式です。走査線は
525本あり、毎秒30フレームの画像を送る方式
です。 

コンポーネントビデオ信号 
映像信号を「輝度を表す信号：Y信号」と「色を表
す信号：PB/CBおよびPR/CR信号」の3系統に
分けて伝送します。それぞれの信号を独立して伝送
するため、色をより忠実に再現できます。また、コ
ンポーネントビデオ信号は、色信号から輝度信号を
引いているので色差信号とも呼ばれます。

タイトル、チャプター（DVDビデオ） 
DVDビデオは、いくつかの大きな区切り（タイト
ル）と小さな区切り（チャプター）に分けられてい
ます。それぞれの区切りの番号を、タイトル番号、
チャプター番号と呼びます。 

D端子 
最新のAV機器間での映像信号の伝送に用いられる
端子で、コンポーネントビデオ信号とコントロール
信号（走査線、アスペクト比、インタレース／プロ
グレッシブの情報）を、一本の専用ケーブルで接続
できます。その性能に応じてランクがD1からD5
に分けられています。本機にはD1/D2モニター出
力端子が装備されており、テレビのD2～D5端子
につなぐと、プログレッシブ映像が楽しめます。
D1端子につなぐとインタレース映像になります。 

PAL
PALはイギリスや西ヨーロッパのほか、南米や中
東、アジア、アフリカ、オーストラリア、ニュー
ジーランド、太平洋諸国などで採用されている映像
方式です。走査線は625本で、毎秒25フレーム
の画像を送る方式です。

オーディオ関連 ビデオ関連
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パン＆スキャン／レターボックス 
一般的にDVDビデオは、ワイドテレビ画面（画面
の横縦比は16：9）での再生を想定して作られて
います。したがって、ワイドテレビでは、記録され
たイメージ通りの映像を見ることができます。 この
ようなDVDビデオの映像を4：3のテレビ画面に
映し出そうとすると、16：9の映像が4：3の画
面に収まらなくなります。この問題を解決するため
の映像方式がパン＆スキャン、あるいはレターボッ
クスと呼ばれるものです。

• パン＆スキャン 映像の左右をカットして、
画面全体に映し出します。

• レターボックス 画面の上下に黒い帯を入
れて、4：3の画面で16：9の映像を再
現します。 

フィルム素材／ビデオ素材 
DVDソフトの映像情報は、一般的に以下の2種類
があります。

• フィルム素材
映像情報が24コマ／秒で記録されてい
るもの。 （映画撮影で使われるフィルムに
は、24コマ／秒で画像が記録されていま
す。）最近では30コマ／秒で記録された
プログレッシブ映像も登場しつつありま
す。

• ビデオ素材
映像情報が30コマ／秒で記録されてい
るもの。 

本機は、DVDソフトに記録された映像情報がフィ
ルム素材かビデオ素材かを判別し、それぞれに最適
な方法でプログレッシブ出力に変換します。 

プログレッシブ 
一画面のすべての走査線を、一度に表示する走査方
式です。走査線を奇数段、偶数段にわけ、交互で表
示するインタレースに比べ、ちらつきの少ない、滑
らかな映像を映し出すことができます。 
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オーディオ部 
･ 定格出力（1kHz、0.9%THD、6Ω）
フロント、センター、サラウンド ................................ 45W

･ 実用最大出力（1kHz、10%THD、6Ω、EIAJ）
 フロント、センター、サラウンド ............................... 55W

･ 全高調波歪率（20W、1kHz）
 フロント ...................................................................... 0.05%

･  S/N比（IHF-A、入力ショート）...................................90dB 
･ 入力端子
 VIDEO、VCR .............................................200mV/47kΩ

･  出力端子（200mV入力時）
 REC OUT ...................................................200ｍV/1.2kΩ
ヘッドホン出力／インピーダンス............. 220mV/100Ω

ビデオ部
･  ビデオ入力信号
 ビデオ .................................................................1Vp-p/75Ω
 Sビデオ (Y/C)..........................1Vp-p/0.286Vp-p/75Ω
 D1/D2(Y/PB、PR) .....................1Vp-p/0.7Vp-p/75Ω

･  S/N比...............................................................................50dB

チューナー部
･  FM受信周波数範囲 .................................. 76.0 ～ 90.0MHz

(0.1MHz ステップ )
･  AM受信周波数範囲...................................531～ 1611kHz

(9kHz ステップ )

 総合
･  電源電圧／周波数 ..................................... 100V、50/60Hz
･  消費電力 .............................................................................95W
･  待機時消費電力 ................................................................ 0.4W
･  寸法（幅×高さ×奥行き）...............  360× 75× 360mm
･質量.....................................................................................6.4kg
･ 動作温度範囲 ....................................................... +5～+35℃ 
･ 動作湿度範囲 ............................. 5 ～ 90％（結露しないこと） 
 

仕様、および外観は、改良のため予告なく変更する
ことがあります。

本機は「JIS C 61000-3-2」適合品です｡

JIS C 61000-3-2 適合品とは、日本工業規格「電磁
両立性－第3-2部：限度値－高調波電流発生限度値
（1相当あたりの入力電流が20A以下の機器）」に基づ
き、商用電力系統の高調波環境目標レベルに適合して
設計・製造した製品です。

音楽を楽しむエチケット
楽しい音楽も時と場所によっては大変
気になるものです。隣近所への配慮を
充分にしましょう。静かな夜間には小
さな音でもよく通り、特に低音は床や
壁などを伝わりやすく、思わぬところ
に迷惑をかけてしまいます。適当な音
量を心がけ、窓を閉めたり、ヘッドホ
ンをご使用になるのも一つの方法で
す。音楽はみんなで楽しむもの、お互
いに心を配り快適な生活環境を守りま
しょう。

主な仕様
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取扱説明書

ヤマハDVDレシーバーDVR-S150をお買い上げ
いただきまして、まことにありがとうございます。
■本機の優れた性能を十分に発揮させると共に、
永年支障なくお使いいただくために、ご使用前
にこの取扱説明書と保証書をよくお読みくださ
い。お読みになったあとは、保証書と共に大切
に保管し、必要に応じてご利用ください。

■保証書は、「お買上げ日、販売店名」などの記入を
必ず確かめ、販売店からお受け取りください。

保証書別添付

ヤマハでは、製品をご購入いただきましたお客様へのサポー 
ト・サービスの充実を図るため、「お客様登録」をお願いし 
ております。
以下のシネマステーションホームページからご登録ください。
http://www.CinemaStation.com
上記URLから、「日本＞ユーザー登録」へお進みください。
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